


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: 乃木坂明日夏の秘密(3)]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　クラスメイトの乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かは、容姿端麗で成績優秀な学園のアイドルだ。

　何か光り輝く粒子でも放っているんじゃないかってくらいにさらさらな髪、空に浮かぶストロベリームーンみたいにぱっちりとした琥こ珀はく色いろの瞳、ほんのりと色付いた桜色の唇。まさに見た目は女神の一言である。

　成績は極めて優秀。入学試験もほぼ満点の首席合格で、入学式で新入生代表として挨拶をしたりもした。

　加えて〝アキバ系〟に関する知識も豊富であると言われている。

　まさに完璧超人始祖の化身と言ってもいいくらいの完全無欠っぷりなのだ。

　だけどそんな彼女には……〝秘密〟があった。

　小さなものから大きなものまで、そのレベルはＣからＳＳ。さらにはそれを超えるＳＳＳやまだ見ぬＳＳＳＳなどのレアな秘密も存在したりする。

　明日あす夏かと知り合ってから今日までの三ヶ月ほどで、俺がコンプリートした秘密は六十六個。だけど明日あす夏かいわくまだまだ表には出ていないセンセーショナルな〝秘密〟がそれこそ山ほどあるのだという。

　その一部についてはふとしたことから耳にする機会があったのだけど……とても口に出せるようなものではなかったので、ここではそっと伏せておく。

　ともあれそんな明日あす夏かと出会って以来、平凡で波風が立つことなど微み塵じんもなかった俺の学園生活は終わりを告げて、数々の賑にぎやかな出来事とアクシデントとに満みち溢あふれた波は瀾らん万ばん丈じような日々が始まることとなったのである。




　これは〝秘密〟の物語。

〝秘密〟が繫つなぐ、絆きずなと想おもいの物語……だ。
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「ね、せんせー、何か忘れてない？」

　エアコンのよく効いた広い乃の木ぎ坂ざか邸ていの一室で、明日あす夏かがじーっと俺の顔を見上げながらそう言ってきたのは、夏休みも残りあと一週間を切りいよいよたまった宿題の追い込みが佳境に入ると同時に、周囲の木々からは次第にセミの求愛の声も少なくなっていくかわりに夕方の空にはパートナーを求める赤トンボの姿が見られるようになったりもして、少しずつ夏の終わりを感じさせるそこはかとなくさみしげな空気が漂い始めた、とある八月下旬のことだった。

「忘れてる……？」

「うん、そ。とーっても大事なことだよ」

「え、何だろう……」

　とっさには思い浮かばない。

　この時期において忘れてることって、夏休みの自由研究……？　いやあれはまだ手を付けていないというだけで存在は忘れていない。お盆のお墓参りは済ませたし、ラジオ体操……は高校生になった今は忘れていても何も問題がないものだ。え、じゃあ何だろう？　日が暮れるまで時間が経たつのも忘れて走り回っていた宝石のようにキラキラとした純粋な少年の心とか……？

　答えが分からずに頭を悩ませていると、明日あす夏かがぴっと指を立てて言った。

「えー、分かんないの？　しょうがないなあ、それじゃあ忘れっぽいせんせーにヒントをあげるね。①海でのんびり三つ首のシャークボードに乗りながら海水浴。②海で楽しく『南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ』と書かれた木刀を使ってスイカ割り祭り。③海でしっとり休憩なしの三十連発ロケット花火大会。さ、どれでしょう？」

「え？　あ、そうか」

　海か……

　俺の言葉に、明日あす夏かが大きくうなずく。

「そだよ～！　夏といったら海かプールで、海は青春のきらめきで夏の必需品だって言ったのに、結局行けてなかったから」

「それは確かに……」

　キャンプで泳いだりはしたけれど、あれは川であって海ではない。似ているようで両者の間には歴然たる差が存在するのだ。

「それだけじゃなくてさ、よく考えてみると夏休みなのにあんまり夏っぽいことってしてなかったと思って。ほら、花火とか、浴衣ゆかたとか、セミ人間コンテストとか」

「ううん……」

　最後は何か違うような気もするけれど、言われてみればその通りだった。この夏休みにやった夏らしいイベントとといえば『ＡＭＷ研究会』で行った富ふ士じ山さんキャンプと、あとは〝夏コミ〟くらい。それ以外は、明日あす夏かとは週一、二くらいで会ってはいたけれど、特に夏めいたことはしていなかった。

「ほら、せっかくのせんせーとの初めての夏休みなんだから、もっと夏を心ゆくまで味わいつくしたいんだよ～。キャンプの時も言ったけど、せんせーと過ごせる今年の夏は一回しかないんだもん」

「明日あす夏か……」

　その気持ちは嬉うれしかった。

　明日あす夏かと過ごせる二度とはない今年の夏を大事に思っているのは俺も同じというか……

「分かった。じゃあもう残りは少ないけど……夏らしいことをしよう！」

「やった～♪　うんうん、せんせーはちゃんとこういうことに真面目に付き合ってくれるから好き♪」

　両手を上げて嬉うれしそうにぴょんぴょんと飛び跳ねる。

　その勢いで短いスカートの裾が魅惑のチョウチョのようにひらひらと舞っていたけれど、それについてはそっと触れないでおく。

「──ゴホン、それで夏らしいイベントって何をするんだ？　海は行くとして、あとはそれこそ花火とか肝試しとか……？」

「あ、だいじょうぶ。そこはちゃんと考えてあるから」

「？」

「じゃじゃ～ん、これ、作ってみたんだよ！」

　そんな効果音とともに明日あす夏かが差し出してきたもの。

　それは──




『夏の楽しいフラグ回収のしおり。～あの夏の欠片かけらを探しに行こう！～』




　そう書かれた、手作りの冊子だった。

「この中に厳選した夏のマストイベントをまとめておいたから、これを読めばあなたも今日から夏の思い出マスター？　名残の夏を楽しむお膳立てはばっちりだよ！」

「そ、そうなのか……」

　相変わらず準備がいいというか何というか。

　きっちりと作り込まれたそこそこの厚さの冊子。いつかの夏休みの計画表といい、明日あす夏かはお手製でこういったものを作るのが好きみたいだった。

　ちなみに表紙には荒れ狂いながら食人をする真っ黄色な食虫植物の親玉のようなものが描かれていたけれど、それについては流れる四万十川のごとくスルーして見なかったことにしておきました（たぶん向日葵ひまわりなのかな……）。

「さ、やるよ、せんせー！　夏休みのロスタイムを楽しみまくるぞ～♪」

　そう声を弾ませて、ものすごく楽しそうに明日あす夏かが「おー！」と腕を上げていた。




　ともあれそういうわけで夏休みのロスタイム──やり残した夏の思い出を満喫することになったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる67]（秘密レベルＣ）

　夏の名残を心ゆくまでエンジョイしたい。
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・夏の思い出作りその①：かき氷




　さて一口に夏らしいイベントと言っても、その気になって挙げてみれば実のところ意外とたくさんある。

　その中で俺たちが最初にやることにしたもの。

　それは。

「せんせー、かき氷を食べよう！」

　というものだった。

　夏になるとあちこちの店舗で見かけるようになる、冷やし中華と並んで日本の夏の代名詞とも言える食べ物。

　それを食べようというのである。

　それもどこかの店に食べに行くんじゃなくて、自分たちで作ったものを食べようということだった。

「ほら、やっぱり懐なつかしのあのかき氷機でガリガリ作ってこそ夏って感じがしない？　いっしょにガリガリしてせんせーの家の縁側で食べようよ♪」

「かき氷か……」

　うん、それはいいかもしれない。

　確かに夏っぽいし、何より美味しい。

　なので『夏の楽しいフラグ回収のしおり。～あの夏の欠片かけらを探しに行こう！～』の一ページ目にも書かれていたその提案に乗っかることにする。

　乃の木ぎ坂ざか邸ていから電車で二十分、さらに最寄り駅から歩くこと十五分。うちまで辿たどり着つくと、中から妹の鈴すず音ねがとてとてと迎えてくれた。

「おにーちゃん、おかえりー。あれ、おきゃくさん？　めずらしいね、いらっしゃいませ──わ、乃の木ぎ坂ざかさんだー！」

「お久しぶりです、鈴すず音ねちゃん」

「わー、わー、おひさしぶりですー！　あいたかったー！」

　半年ぶりにご主人様に会えた犬みたいに明日あす夏かの胸に抱きついていく。

　鈴すず音ねが明日あす夏かと会うのはいつかのうちでのお泊まり合宿以来だったから、四ヶ月ぶりくらいか。その時から二人は仲が良かったから、鈴すず音ねとしては今回の明日あす夏かの来訪はかなり嬉うれしいみたいだ。

「でもどうして乃の木ぎ坂ざかさんがうちなんかに……。──はっ、ま、まさかおにーちゃんがまたふしょーじをおこして、そのせきにんをといにきたとかじゃ……」

「え？　ち、違いますよ」

「ほ、ほんとに？　それじゃあおにーちゃんがうっかりせくはらをしちゃって今まさにそしょうにふみきられようとしてて、それのほうこくのためにきてくれたとか……」

「……」

　お前はお兄ちゃんを不祥事モンスターか何かと勘違いしてませんかね……

　そんな妹に、明日あす夏かはよしよしと頭を撫なでながら「だ、大丈夫ですよ、澤さわ村むらさんは不祥事とは縁遠いとってもいい方ですから……」とフォローしてくれる。

　ちなみに今の明日あす夏かはお嬢様モードだ。明日あす夏かにはとある〝秘密〟のため、清せい楚そなお嬢様モードと気さくな人ひと懐なつこいモードがあって、家族の前や俺の前以外では基本的にお嬢様モードだったりする。このどちらにも属さない第三のちょっと物騒な素のモードもあったりもするんだけれど、それについてはまたどこかのタイミングで説明できればと思う。

「お、おにーちゃんのふしょーじじゃないの……？　え、じゃあ乃の木ぎ坂ざかさんはどうしてまたうちにきてくれたのー？」

「はい、あの実は今日は……」

　そこで明日あす夏かがちらりとこっちを見る。

「あー、鈴すず音ね、確かかき氷機ってうちにあったよな？」

「？　うん、あるよー。たしか台所にしまってたとおもう。──あ、もしかして」

「おう、これからかき氷を作ろうと思うんだ」

「やったー！　わたし、かき氷だいすきー！」

　声を上げて鈴すず音ねが喜ぶ。

　みんな大好きかき氷ですね。

「じゃあすぐもってくるねー！　かっき氷、かっき氷ー♪」

　そう言って鈴すず音ねが持ってきたのは、ペンギンの姿を模した小型のかき氷機だった。

　確か俺が小学生の頃に買った、けっこうな年代物である。

「わあ、かわいいです。ペンギンだから〝ペンちゃん〟ですね♪」

　明日あす夏かがさっそくそう命名する。

　よし、じゃあこれに冷凍庫にある氷をセットして……

「あ、えと、よかったら氷はこちらのものを使ってください」

「ん？」

　と、そこで明日あす夏かがそう言ってきた。

「どうせなら本格的なものをと思いまして、富ふ士じ山さんの天然氷を用意したんです。ぜひそちらを使っていただければと……」

　富ふ士じ山さんの天然氷。

　何だかすごそうな響きだった。これから使おうと思っていたものは水道水百パーセントで製氷機製の人工氷なだけに、大歓迎だ。

「ん、でもどこに……」

　明日あす夏かの手荷物は小さなハンドバッグくらいで、それらしきものは見当たらない。まさか四次元ポケットみたいにあの中に入っているとも思えないし……

「はい～、それでしたらこちらに～」

「う、うわっ！」

　突然、背後から声がした。

　振り返るとそこには、明日あす夏か付きのおっとりメイドさん──来きの宮みや静しず琉るさんが剝むき出だしの氷を手に音もなく立っていた。

「あ、あの～、私の顔はそんなに驚くような造作をしていますでしょうか～……？」

「し、静しず琉るさん、いたんですか……？」

　あ、相変わらず気配がまったくなかったんですが……

「は、はい～。す、すみません～……私みたいなメイド風ふ情ぜいが澤さわ村むら様さまのご自宅に足を踏み入れてしまいまして……」

「い、いえ、そういうことじゃないんですが……」

　単に何の前触れもなしに後ろに立っていたことに驚いただけで。

　というかいつからいたんですかね、まさか最初からずっと……？

「わー、メイドさんだー！　ひらひらでふりふりで、かわいいー！」

「あ、あらら～」

　突然の出現をほとんど気にした様子もなく、鈴すず音ねはそんな風に無邪気に抱きついていく。うーん、我が妹ながら大物かもしれない……

　ともあれそういうわけで、富ふ士じ山さんの天然氷を使ってかき氷を作ることになった。







「──よし、できた」

「わあ……」

　明日あす夏かと二人で交代しながら〝ペンちゃん〟をガリガリすること十分。

　俺たちの目の前には、こんもりと山盛りになったかき氷が四つ鎮座していた。

「シロップは何をかける？　イチゴと、メロンと、ブルーハワイと、あと練乳があるけど……」

「あ、それじゃあ私はイチゴでお願いします」

「わたしはメロンー！」

「僭せん越えつながら私はブルーハワイを～」

「ん、じゃあ俺は練乳にしよう」

　それぞれ好みのシロップを選んでかける。そういえば前に文化祭でかき氷を食べた時も明日あす夏かはイチゴ味を選んでいたような気がする。好きなのかな。

「「「「いただきまーす」」」」

　縁側で並んで手を合わせて、食べ始める。

「ん、うまい」

「わわ、おいしいねー」

「この頭にキーンとくる感じがたまらないです……」

「す、すみません～、私までいただいてしまって～」

　さすがに富ふ士じ山さん天然氷ということもあって、かき氷はこの上なく美味おいしかった。

「ふわふわでとても滑らかで……ふふ、まるで絹みたいですね」

「ああ、いくらでも食べられるっていうか」

「あのあのメイドさん、おかわりもらってもいいですかー？」

「はい～、たくさんありますので～、お腹なかいっぱいどうぞ～」

　そんなことを話しながら、かき氷を食べていく。

　何だかすごくのんびりとした空気だった。

　風通しのいい縁側は涼しげで過ごしやすく、遠くからはかすかにヒグラシの鳴く声が聞こえてくる。西日に照らされて淡いオレンジ色に染まった庭は柔らかな輪郭に包まれていて、どこか田舎の午後の風景を思い起こさせた。

「えへへ……」

「？　どうしたんだ、明日あす夏か」

　と、明日あす夏かがこっちを見ながら頰を緩ませていた。

「あ、すみません、つい嬉うれしくて……」

「嬉うれしい？」

「はいです。こうやって縁側でのんびりとかき氷を食べながらみなさんで他愛もないお話をするの、ずっと憧れだったんです。家族の団らんみたいな穏やかで優しいひと時を……」

「そっか……」

　考えてみればあのセレブの極みみたいな乃の木ぎ坂ざか邸ていには縁側なんてなさそうだし、そもそも両親も未み来らいさんも忙しくてほとんど家に帰ってこないと言っていた。美み夏かさんたちもああ見えて乃の木ぎ坂ざか家けの関係者なんだから、傍はたから見ているほど自由ではないんだろう。だとしたらこんな俺たちにとっては何気ない日常の風景が、明日あす夏かにとってはこの上なく貴重なものなのかもしれない。

　そんなことを考えながらかき氷（練乳味）を口に運んでいると、ふと鈴すず音ねがじーっとこっちを見ていた。

「なんだかこうしてると、乃の木ぎ坂ざかさんとおにーちゃん、ふうふみたいだねー」

「！」「!?」

　い、いきなり何を言い出すんですか、この天然爆弾発言シスターは……！

「な、す、鈴すず音ね、お前何を言って」

「えー、だってすごくおにあいにみえるっていうかー。あ、でもそんなこといっちゃ乃の木ぎ坂ざかさんにわるいかなー」

「あ、え、そ、そんなことないです……！　す、すごく嬉うれしいというか、むしろ私なんかが澤さわ村むらさんのお相手でよろしいのかって……」

「え……？」

「あ……」

　え、あ、明日あす夏か、今何て言った……？

　すごく嬉うれしいって、そう聞こえたんですが……

「……」

「……あ、あうう……」

　かき氷を食べているのに顔面がホットプレートみたいに熱くなっていた。真横の明日あす夏かも、湯気が出そうなほど顔を赤く染めている。

「？　おにーちゃんも乃の木ぎ坂ざかさんもかおがまっかっかだよ？　だいじょうぶ、ねっちゅーしょー？」

　そんな俺たちを見ながら、鈴すず音ねが不思議そうな顔でそうつぶやいていた。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる68]（秘密レベルＡ）

　俺と、そ、その、夫婦であることをまんざらでもなく思ってくれているらしい。







・夏の思い出作りその①

[image: レてん]自分たちでかき氷を作って食べる。
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・夏の思い出作りその②：夏祭り




　辺りからは祭り囃ばや子しの音が聞こえていた。

　ピーヒャラドンドンとどこか郷愁を呼び起こす音が響いていて、さらには盆踊りの軽快なリズムも耳に入ってくる。近くの電柱には鈴なりになったたくさんの雪洞ぼんぼりが飾られていて、神社へと続く道を淡く照らしている。

　夏の思い出イベントパート②として選ばれたもの。

　それは──




「お待たせ、せんせー！」




　と、そこで明るく朗らかな声がかけられた。

　耳心地のいい夏の向日葵ひまわりのように軽やかな響き。

　振り返ってみるとそこにいたのは……

「けっこう待たせちゃったかな～？　ごめんね、ちょっと着付けするのに時間がかかっちゃって」

「お……」

　鮮やかな向日葵ひまわり柄がらが目を引く浴衣ゆかた姿すがたの……明日あす夏かだった。

　走ってきたのか、小さく肩で息をしている。

「美み夏かおかーさんたちに手伝ってもらったんだけど、浴衣ゆかたを着るのなんて小学生ぶりくらいだったからさ～。なかなか思うようにできなくて……」

「……」

「せんせー？」

「……え？　あ、え、ええと、何だっけ？」

「も～、だから、浴衣ゆかたを着るのはすんごいひさしぶりだって話。聞いてなかったの～？」

「い、いや、そういうわけじゃないんだけど……」

「？」

「や、その……」

　明日あす夏かの浴衣ゆかた姿すがたがあまりにも似合いすぎてかわいすぎて、思わず近くにある地蔵みたいに言葉を失っていたなんて言えません。

「あ、あー、それより、そんなに久しぶりなんだ。お祭りに来るの」

　話題を変える。

　そこは素直に意外というか何というか。明日あす夏か、こういう賑にぎやかな場は好きそうなイメージなのに。

　すると明日あす夏かは少しだけ声を落としてこう口にした。

「ん～、久しぶりっていうか、初めてかな～。中学の頃とかは勉強とか習い事とかでいっぱいいっぱいで、そんなお祭りとかに来る余裕はなかったからね～。テレビで見るくらいだったかな。それにいっしょに来るような相手もいなかったし」

[image: ]

「あ……」

　そっか、そうだった……

　今の明日あす夏かからは到底想像はつかないんだけれど、明日あす夏かは中学まではどちらかと言えばガリ勉で、勉強と習い事以外にはほとんど時間を割けなかったと言っていた。当然お祭りとかそういったイベントにもほぼ無縁の毎日だったわけで……

「……」

「？　せんせー？」

「……じゃあ今日は、お祭りを目一杯楽しもう」

「え？」

　首をひねる明日あす夏かに、俺は言った。

「今まで来られなかった分も、全部取り返すくらいの勢いで夏祭りをエンジョイしよう。その、いっしょに」

「あ……」

　その言葉に明日あす夏かは目をぱちぱちとさせると、

「うんっ……♪」

　すぐにものすごく嬉うれしそうにそううなずいて。

「へへ～、じゃあいこ、せんせー！　初の夏祭り、れっつごー、だよ♪」

　俺たちは並んで、神社の境内へと足を向けたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる69]（秘密レベルＢ）

　夏祭りは初体験。









　夏祭りの会場は、大いに賑にぎわっていた。

　たくさんの雪洞ぼんぼりや提ちよう灯ちんで彩いろどられた境内には、浴衣ゆかたを着た大勢の人たちが楽しげに行き来している。参道の両脇には埋め尽くされるようにして多くの屋台が所狭しと並んでいて、頭にハチマキを巻いたおっちゃんたちが呼び込みをしている。金魚すくい、射的、お面、くじ引き、リンゴ飴あめ、綿菓子、焼きそば……定番どころは全て揃そろったラインナップだ。

「わ～、すっごいたくさんある……いい匂いだし、楽しそう」

　屋台を見回して、明日あす夏かが目を輝かせる。

「ね、せんせせんせ、あれやろうよ！」

「ん、どれ？」

「あれ！　金魚すくい。一回やってみたかったんだ～」

　言うが早いか、たたたっと金魚すくいの屋台へと走っていく。

「わ、きれい。赤い宝石が泳いでるみたい！」

「明日あす夏か、金魚すくいも初めてなの？」

「うん。テレビとかでは見たことあったけど、実際にこうやって見るのは初めてかも。そっか、これがあの金魚すくいなんだ～」

　水槽の中を泳ぐたくさんの金魚に目を奪われながら明日あす夏かが声を上げる。

「ねえねえせんせー、勝負しよっか？」

「勝負？」

「うん、そう。どっちがたくさん金魚をとれるか、勝負。勝った方が負けた方に何でも一つだけ命令できるの。どう？」

「いいけど……俺、割と得意だぞ？」

　これでも小さい頃から金魚すくいは嗜たしなんでいて、それなりの自信はある。近所ではデメキンの善ちゃんとも呼ばれていたくらいだ。

「いいよ～。あ、でもわたし初めてだから、三本勝負でいい？　最初は慣れたいから」

「ああ、オッケーだ」

「決まり。じゃあスタートね！」

　明日あす夏かが弾んだ声を上げて。

　というわけで始まった金魚すくい勝負だったけれど。




　──十五分後。

「…………こ、こんなはずじゃ……」

「わ～い、わたしの勝ち～♪」

　嬉うれしそうに声を上げる明日あす夏かのボウルには、溢あふれんばかりの金魚がぴちぴちと元気に跳ね回っていた。

　……最初はよかったんだよ。

　明日あす夏かはこれが初めての金魚すくいだし、俺の余裕の勝利だった。だけど潮目が変わったのは二本目から。一本目でコツをつかんだのか、猛烈な勢いで明日あす夏かが金魚をすくい始めて、僅差で明日あす夏かの勝利となった。そしてそのまま勢いは止まらず、三本目は明日あす夏かの圧勝で幕を閉じた。……というかそうでしたよね、明日あす夏かはそもそもが努力の天才とも言える存在で、物事の吸収がびっくりするほど早いんでした……

「へへ～、さ、せんせーには何を聞いてもらおっかな～♪」

　にんまりと、楽しそうに明日あす夏かがこっちを見上げる。

「……お、お手柔らかにお願いいたします……」

　うう、はたしてどんな命令がくるのか。相手が冬ふゆ姫きとかじゃなくて明日あす夏かだからそこまで無茶ぶりはされないだろうけど、それでも少しばかり構えてしまう。

「ん～、そだね、じゃあ……」

「……」




「──じゃあさ、手、つないで？」




「……え？」

　一瞬、何を言われたのか分からなかった。

　目をデメキンみたいに丸くする俺（デメキン善ちゃん）に、明日あす夏かは続けた。

「お祭りの間、ずっとせんせーはわたしと手をつないで、そのまま離さないこと。いい？」

「そんなので、いいのか……？」

　いくらキャラ的にマイルドなことこの上ない明日あす夏かとはいえ、もう少しは突っ込んだものがくるかと想像していたんですが……

　だけど明日あす夏かはツインテールを揺らして大きくうなずく。

「うん！　てゆうかそれ『で』じゃなくて、それ『が』いいの」

「そ、そうなのか……」

　何だかどこかで聞いた台詞せりふではあるけれど……

　そういうことなら、こっちとしては首を横に振る理由はこれっぽっちもない。

「じゃ、じゃあ……」

　シャツでいちおう手汗を拭って、差し出された手を握る。

　きゅっ……

　明日あす夏かの手は柔らかくてすべすべしていて、何だかそこからあふれ出す明日あす夏か成分が直に伝わってくるみたいだった。

「え、えへへ、せんせーの手、あったかいね～？」

　照れたように明日あす夏かが笑う。

　その表情は何だかものすごく愛らしくて、胸の奥がドクリと不整挙動をするもので、思わず俺は目を逸そらしたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる70]（秘密レベルＣ）

　金魚すくいは初めて。でもすぐにうまくなった。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる71]（秘密レベルＡ）

　金魚すくい勝負の罰ゲームは、手をつなぐこと。









　その後も屋台をいくつか回った。

　射的の屋台でライフル（オモチャの）を乱射したり、ゲシュタルト崩壊を起こしそうなほどの数のお面が並ぶ屋台でそれぞれお気に入りのお面を買ったり、一等の景品が『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の等身大抱きマクラであるくじ引きの屋台で五百円分もクジを引いたりと。

　それはこの上なく心楽しい時間だった。

「は～、楽しかった！　屋台ってどれもすっごく面白いんだね～」

「明日あす夏か、くじ引きがぜんぜん当たらなくてムキになってたけど……」

「う、だ、だって、五百円も使ったのに抱きマクラが当たってくれないんだもん。それを言ったらせんせーだって射的でせっかく景品を倒したのに棚から落ちなかったせいで無効になって、トリガーハッピーみたいになってたじゃん」

「ぐ、それは……」

　そんな軽口を言い合いながら参道を歩く。

　もちろん片方の手はしっかりとつながれたままで、もう片方の手にはそれぞれ綿菓子とリンゴ飴あめが握られている。

「へへ～、ひとくちもらいっ」

「あっ」

　シャリッ。

　そんな寿す司しネタの土台となる酢飯みたいな音とともに、リンゴ飴あめが小鳥がついばんだようにかじられた。

「うーん、甘あま酸ずっぱいよ～。でもリンゴ飴あめもおいしいね♪」

　頰に手を当てながら明日あす夏かがそう顔を綻ばせる。

「あ、せんせーも綿菓子食べてみる？」

「え？」

「リンゴ飴あめもらっちゃったから、お返しだよ。はい、どうぞ」

　そう言って手にした綿菓子を差し出してくる。

　少しだけ迷ったけれど、俺はキリンみたいに首を伸ばして雲みたいな綿菓子を一口いただいた。

「どうどう、おいしいでしょ？　甘いでしょ？」

「え、あ、ああ……」

　正直味なんて分かりません……

　だってさっきのリンゴ飴あめもそうだけれど、何というか、その、広い意味での、か、間接──なわけだし……

「……」

　う、うーん、幸せすぎて溶けてしまいそうだ……

　つないだ手の先には満面の笑みを浮かべる明日あす夏か。

　ヘッドバンギングをしてしまえば頰が触れ合ってしまいそうなほど近くて、ツインテールが揺れる度にシャンプーの香りなのかものすごくいい匂いがそこはかとなく漂ってきたりもしている。

　夏の終わりにこんなサービスタイムを満喫していいんでしょうか……？

　ほとんど夢の中にいるような気分。

　だけどこの時、俺は一つの可能性を忘れていた。

　二日酔いで前日の記憶を完全に忘却しているどこかのお父さんのように、頭からパッカーンと抜けていた。

　この夏祭りの会場である神社は、俺たちが通っている白はく城じよう学がく園えんからほど近いところにある。

　それはすなわち、クラスメイトをはじめとした顔見知りと遭遇する可能性があるということであって……

　その時だった。

「えー、それマジやばいでしょー！」

「そうなんです、やばたにえんなんです」

「そんなにやばすぎていいのかねー」

「ほんと笑えるよね。やばいやばい」

　雑踏の中から、何やら聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　この会話の七十パーセントがやばいで成り立っているグループは……

「……明日あす夏か、まずいかも」

「え？」

「ちょっと、違うところに行こう」

　踵きびすを返かえしてその場から撤退しようとするも、わずかに遅かった。

「あれー、乃の木ぎ坂ざかさん？」

　声がかけられた。

　見るとクラスメイトのやばたにえんグループ──花鳥風月の一人こと花はな村むらさんがこっちに向かって、正確に言えば明日あす夏かに向かって、ぶんぶんと手を振っていた。明日あす夏か、これだけ人がいる中でもめちゃくちゃ目立つから……

「あ──は、はい、こんばんは」

「おー、やっぱ乃の木ぎ坂ざかさんだ。乃の木ぎ坂ざかさんも来てたんだ？　一人？　それともだれかと？」

「あ、え、ええと、それは……」

「え、なになに？　乃の木ぎ坂ざかさんが来てるんですか？」

「え、どこどこ？」

「マジでマジで？　お、ほんとだー！」

　そのやり取りに小鳥遊たかなしさんと風かざ祭まつりさん、美み月づきさんも反応した。

　声を上げながら四人で近づいてくる。

　まずい。

　今は人混みに紛れて俺の姿は発見されるには至っていないけれど、このまま接近してこられたらそれも時間の問題だ。いちおう対処策としてさっきお面の屋台で買った天てん狗ぐ面めんを慌てて被かぶりはしたけれど、それでもこれ以上近づかれたらバレてしまうだろう。明日あす夏かと俺の関係が知られてしまうのは……〝秘密〟がある以上あまり好ましくはない。特にこの三度のスイーツよりも噂うわさ話ばなしが大好きな花鳥風月の四人には。

　本当だったら、ここで俺だけが定時になると気付けばいなくなっているノー残業社員のようにそっと離脱してしまうのが正解なんだろう。

　だけど握られた手は離すわけにはいかない。

　状況が何であれ、この夏祭りの間は離さないと約束した。ずっと握り続けていると言い合わせた。それは何としてでも守りたい。

　同じ気持ちなのか、明日あす夏かもつないだ手にぎゅっと力をこめてきてくれる。

　とはいえそうしている間にも花はな村むらさんたちは着実に夏の台風のように接近してきているのであって──

「……」

　こうなったら、もう採るべき手段は一つしかない。

　それは──

「明日あす夏か、逃げよう……！」

「え？　あっ……」

　困った時はだいたいサバンナでライオンの大家族に遭遇したインパラみたいに逃げるが勝ちだ。

　明日あす夏かの手を引いて、俺は花はな村むらさんたちとは反対方向に一目散に走り出した。

　慌てて明日あす夏かが四人に声をかける。

「ご、ごめんなさい、急用を思い出してしまって……きょ、今日はこれで失礼いたしますね！」

「え、あ、乃の木ぎ坂ざかさん？」

「な、なんか天てん狗ぐみたいなのに手を引っ張られてましたけど……やばたにえんじゃないですか？　だ、大丈夫でしょうか？」

「天てん狗ぐって……え、ほんとに？　やばくない？」

「か、神隠しとかじゃないよね……？」

　背中からはそんな声が聞こえてきたけれど、構わずに天敵（野生のネコとか）から逃げるエリマキトカゲのごとく足を動かし続けたのだった。







　人波を避けながら走ること五分。

　花はな村むらさんたちからだいぶ離れた境内の片隅で、俺たちはようやく息を吐いた。

「……ふ、ふう、ここまで来れば大丈夫かな……」

「……う、うん、もう平気、だと思う……」

　手をつないだまま顔を見合わせてそう言い合う。

　かなり力技だったけれど、何とかピンチからは逃れることができたみたいだ……

「ふふふ、でも、何だかこうゆうのも夏っぽいね」

　と、明日あす夏かが小さく笑った。

「お祭りでクラスメイトに会って、手をつなぎながら二人で走って逃げるなんて」

「確かに、そうかも……」

　何かの青春映画とかで見たことがあるような気もする。もっとも、まかり間違っても天てん狗ぐ面めんなんて被かぶっていなかったけれど。

「でもちょっとだけびっくりしたよ。せんせー、突然走り出すんだもん。しかもそんな天てん狗ぐさんのお面で。傍はたから見たら完全に怪しい人だよ～」

「う、そ、それは仕方がなかったというか……」

　緊急避難というか手をつないだままで花はな村むらさんたちに見付からないようにする唯一の手段だったというか。

「ふふ、だけど天てん狗ぐさんっていうのが何となくせんせーっぽい気がする」

「……」

「うん、すっごくせんせーっぽい♪」

　それどういう意味ですかね……？　やたらとクリムゾン役をやらせられることといい、え、もしかして俺って何か妖怪っぽいとか……？

　思いも寄らなかった指摘に微妙な心地になっていると。

　と、その時だった。




　ヒュルルルルル……バーン！




　頭上の空に、そんな盛大な音が響き渡った。

　見上げるとそこには、夜空を七色に染め上げる大輪の花があった。

「うわぁ……」

　明日あす夏かが顔を上げて声を漏らす。

「きれい……そっか、お祭りだから花火もあったんだ……」

「だな……すごい……」

　しばらくの間、俺たちは手をつないだまま、次々と打ち上げられる花火に見入っていた。

　牡ぼ丹たん、菊、しだれ柳、スターマイン、ナイアガラ。降り注ぐ光の洪水が俺たちの顔を色鮮やかに照らす。

　さっきまで間近で聞こえていた祭り囃ばや子しが、遠くからかすかにＢＧＭのように流れてきている。

　どこか湿気を含んだ濃密な夜の空気からはそこはかとない夏の匂いが感じられて……

　うん……これもかなり夏らしいイベントなんじゃないですかね。

「……すごいよ、最高の夏シチュエーションだよ……」

　明日あす夏かが隣でぽつりとそうつぶやくのが聞こえた。

　そのまま花火が終わるまで、二人並んで幻想的な光の饗きよう宴えんに見入っていたのだった。





・夏の思い出作りその②

[image: レてん]浴衣ゆかたを着て夏祭りを楽しむ。ついでに花火とかも見られたらいいな。
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　それからも、俺たちは二人でたくさんの夏のイベントを楽しんだ。

「ん～、あそこに見えるのが夏の大三角かな？」

「たぶんそうだと思う。ええと、あれがデネブとアルタイルとベガで……」

「なんかアニメのエンディング曲みたいだね～」

「それは確かに……お、流れ星だ」

「え、どこどこ？　え、えっと……お願いしなきゃ！　『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』箱根編が再放送されますように、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』箱根編が再放送されますように、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』箱根編が──」

　公園で夏の夜空の天体観測（流れ星に願いをのオマケ付き）をしたり。

「う、うう、『戦慄！　あなたの足下に這はい寄よる蛸たこ男おとこの館』なんて、な、何でこんなとこにいるんだろ、わたし……」

「え、それは明日あす夏かがしおりに書いてたから……」

「わ、分かってるよぉ……。だって、お化け屋敷は夏の定番だから……。せ、せんせー……は、離れないでよ？　一ミリでも離れたらきっとわたし、どうにかなっちゃうんだからね……？」

「え、でも、こんなにくっついてちゃ前に進めない──」

「ひゃあっ!?　い、今、何かぬめぬめしたのが足に触ったよぉ……！」

　近くのアミューズメントパークでやっているお化け屋や敷しきイベントに参加したり。

「よ～し、がんばれ～！　ぶっとばしちゃえ～♪」

「……明日あす夏か、それは野球の応援には適切じゃないと思う」

「え、そかな？　でも野球って対戦相手が全員戦闘不能になったら試合終了だよね？」

「それどんなデスベースボール……」

「え、じゃあ、駆逐しちゃえ～♪　とか？」

「それも違う……」

　ちょっと間違った知識を発揮しながらテレビで高校野球の決勝戦の応援をしたりと。

　まさに夏一色で、夏のイベントに浸りまくった毎日だった。

「よし、これで五つ目は達成っと」

「だいぶ進んできた感じだな」

「うん、コンプリートは近いね！」

　その甲斐もあって、それなりに項目数があった『夏の楽しいフラグ回収のしおり。～あの夏の欠片かけらを探しに行こう！～』、が次々と埋まっていった。







　そして夏休み最終日。

　いよいよ夏の思い出作りの大本命とも言えるあのイベントがやってくる──
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・夏の思い出作りファイナル：海




「わ～、う～み～♪」

　真っ白な砂浜に、ビタミンカラーがまぶしい水着姿の明日あす夏かの高らかな声が響き渡った。

　辺りにあるのはサラサラとした感触の乾いた砂、寄せては返す穏やかな波、お盆を過ぎて少しだけ日差しが緩やかになった太陽。

　待ちに待った夏の名残の海に──俺たちは来ていた。

　場所は都内からほど近い西にし伊い豆ずの一角。

　参加者は、明日あす夏か、静しず琉るさん、美み夏かさん、那な波なみさん、俺の五人である。

　鈴すず音ねも誘ったのだけれど、ラジオ体操のスタンプがここまで皆勤賞だからどうしても休めないとのことで、泣く泣くの欠席だった。

「よ～し、今日は心ゆくまで海を満喫してから帰るよ～♪　静しず琉るさんも気合いを入れてついてきてね～！」

「は、はい～」

　明日あす夏かのかけ声に静しず琉るさんが頼りない声を上げる。

　その傍かたわらでは、ビーチチェアに横たわった美み夏かさんと脇に控えた那な波なみさんが話をしていた。

「ん～、海なんてほ～んとひさしぶりに来たけど、気持ちいいかもね～」

「そうですね～。最後に行かれたのは去年の春はる香か様さまの誕生日の、ハッピースプリング島でしょうか～」

「うんうん。あれも楽しかったよね～。お姉ちゃんとおに～さんが相変わらずバカップルで♪」

　ちなみに那な波なみさんと静しず琉るさんは、この暑い中でもメイド服のままだった。

　何でも、

「メイドはメイド服を着ていてこそのメイドなのですよ～。なのでお仕事中は常にメイド服を着ているものなのです。ほとんど身体からだの一部みたいなものですね～。だから脱ぐわけにはいきません～」

　とのことらしい。メイドさんって大変なんですね……

　とまあ、そんな感じで五人でビーチパラソルの設営とかをしていたのだけれど。

「なあ、あそこの四人、すっげえかわいくないか……？」

「あ、分かる。ツインテールの子は二人ともめちゃくちゃレベル高いし、メイドさん？　は大人っぽいし……」

「何で海にメイドがいるのか謎だけど……でもいいよな」

　周りからはそんな声が聞こえてきていた。

　通り過ぎる人たちの実に十割がチラ見ならぬガン見をしていくのであって……

「……」

　確かにこのグループ……ものすごく目立つんですよね。

　何といっても明日あす夏かは超がつくほどのＳＳＲ美少女だ。そこにいるだけで百メートル離れた場所からもキラキラと輝いて見えるくらいである。さらに美み夏かさんも見た目はほとんど中学生くらいにしか見えないＳＳＲ美魔女（？）の星で、そして静しず琉るさんと那な波なみさんも外見はものすごく美人なオトナのＳＳＲメイドさんなのであって……

「おい、お前、声かけてこいよ」

「でも男がいるんじゃないのか？」

「え、あのモブみたいなの？　いやあれは通りすがりのバイトゴミ拾いか何かだろ？」

「けどさっき、何か親しそうに話してたぞ。せんせーとか呼ばれてたし……」

「じゃあ知り合いなのか？　しかも何だよせんせーって。マジかよ、あんな雑魚ざこっぽいのが……」

「……」

　結果として俺が何なんだって話になるんですよね。いやそれは確かにこの排出率〇・一パーセントの面々の中に十連ガチャをすれば三枚くらい混じってそうな俺みたいなノーマルキャラがいたらそういう反応になるのは仕方がないんだけど……

「ん、どしたの、せんせー。『ＭＧＯ』でピックアップガチャをやったらお目当てのキャラにかすりもしないで筋肉質のおじさんばっかりが出た時みたいな顔して」

「そっとしておいてください……」

「？」

　地味にへこんでレジャーシートの上で体育座りをしている俺を見て、明日あす夏かが不思議そうに首を傾けていた。

「ん～、よく分かんないけど……あ、そうだ、ね、ね、おかーさん、ビーチバレー勝負しようよ！」

「ん、ビーチバレー？　明日あす夏かちゃんと？」

「そ。ほら、せっかくの海なんだし、こうしておかーさんとのんびりできるのも久しぶりだし、いっしょに遊びたいな～って思って。それで勝った方がせんせーに一つだけお願いを聞いてもらえるっていうのはどう？」

「おに～さんに？　ふっふ～、分かった、そうゆうことなら受けて立つよ」

「さっすがおかーさん、じゃあやろ～！　十点先に取った方が勝ちね」

　何だか知らない内にビーチバレー勝負が始まっていた。

　というか何で俺（無許可）が賞品なんですかね……？

　そんな俺の内心の突っ込みなどどこ吹く風で、明日あす夏かたちはきゃっきゃと声を上げてビーチバレーを始める。

「いくよ、そ～れ～！」

「お、明日あす夏かちゃん、本気だね～。それじゃあわたしたちもがんばらなきゃ。やあっ！」

「負けないよ～、たあっ！」

　賞品（俺です）無承諾のまま始まった、ビーチバレー勝負。

　ちなみに組み合わせは明日あす夏か・静しず琉るさん組と、美み夏かさん・那な波なみさん組である。

　実力は拮きつ抗こうしていた。

　明日あす夏かはもともとのスペックが高いことから普通に運動神経はいい。静しず琉るさんもさすがにメイドさんだけあって、そのおっとりとした雰囲気からは想像もつかないような機敏な動きで砂浜を駆け巡っている。

　対する美み夏かさんも乃の木ぎ坂ざか家け遺伝子の持ち主に相応ふさわしいハイスペックで、年齢不詳の身の軽さで動き回る。さらに那な波なみさんの身のこなしは圧巻の一言で、その身体能力は全員の中で頭一つ抜けているものだった。

「静しず琉るさん、こっちは任せて～」

「は、はい～、お願いいたします明日あす夏か様さま～」

「悪いけど本気でいくよ、明日あす夏かちゃん。那な波なみさん、レシーブだよ～」

「ナイスです美み夏か様さま～、とお～！」

　夏の砂浜で、水着の美少女と美魔女が二人と、メイドさん二人が、もつれ合い絡からみ合あう（語弊）。

　ボールに飛びこんだ弾みで明日あす夏かが転んだり、美み夏かさんがジャンプした勢いで尻もちをついたりして、その度にビキニがきわどくズレかけたりもして。

　さらにメイドさん二人はスカートということもあって、動く度にその裾がひらひらと風に乗って舞っていた。特に静しず琉るさんの方がスカートの丈が短いことから動きやすそうではあったけれど、でもその分だけ、何というかその、さっきからチラチラしているといいますか……

「……」

　う、うーん、なんかどこに視線を向けても目のやり場に困る……

　いっそ男らしく腕組みでもしながら堂々と仁王立ちでもしようかそれとも考える人のポーズでもして誤魔化そうか悩んでいると、ふいに声が飛んできた。

「あ、せんせー、危ない！」

「え？　……ぼあっ!?」

　直後に飛んできたビーチボールが顔面に直撃してしまい、ヘビの一種みたいな声が出てしまった。

「も～、だめだよ、おに～さん。明日あす夏かちゃんの水着姿とか、那な波なみさんとかのメイド服姿に見とれてるからそうゆうことになるんだよ？」

「……」

　美み夏かさんがからかうような目で見てくる。事実だったので何も言えません……

　そのままビーチバレー勝負は続けられて、

「よ～し、わたしの勝ち～！　まだまだ若い者には譲らないよ～」

「う、うう、負けた……」

　結果は美み夏かさんたちの勝ちに終わった。

　スコアは十対八という僅差だった。

「う～、悔しいけどしょうがないよね……おかーさん、約束通りせんせーに何か一つお願いを聞いてもらっていいよ……」

「え、いや、だから俺の意見は……」

「そだね、だったら……あ、そうだ！」

　当事者である俺の意思は水面を漂うワカメのごとく完全スルーで、美み夏かさんがにんまりと小悪魔のような笑みを浮かべてこっちを見る。う、なんかイヤな予感が……

　思わず後ずさりする俺に、美み夏かさんはこう言ったのだった。

「じゃあおに～さんには、サンオイルを塗ってもらおっかな♪」







「……」

　目の前には、真っ白な原野があった。

　どこまでも柔らかでどこまでも滑らかであり、まるで踏み荒らされていない雪原のような汚れのない白。

　それも一つではなくて……四つだった。

「……あの、美み夏かさん」

「ん？　な～に、おに～さん」

「……どうして美み夏かさんだけじゃなくて、全員の分も俺が塗ることになってるんでしょうか……？」

　……そう。

　今俺の目の前には、水着のヒモを外した美み夏かさんだけではなく、同じようにビキニを半キャストオフしてうつぶせになる明日あす夏かの姿、さらにはメイド服の背中をはだけさせた静しず琉るさんと那な波なみさんの姿もあった。
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「え～、細かいことはいいじゃん。何てゆうか、サービスかな？」

「サ、サービスって……」

「どっちかと言えば、おに～さんにとっての？」

　それはどういう意味なんでしょうか……

「よろしくね、せんせー♪」

「す、すみません～、ご面倒をおかけいたします～」

「ふふ、サンオイルを塗ってもらうなんて久しぶりなので、楽しみですね～」

　この現状を何のためらいもなく受け入れてくる明日あす夏かたち。

　これはもう……サンオイル職人になるのは避けられそうもない。

「……」

　しょうがない、ここはささっとやることをやって速やかに済ませてしまおう。

　覚悟を決めて、ココナッツの匂いがするサンオイルを手に取る。

　そしてそのまま深く考えずに塗り始めたのだけれど……

「え、せ、せんせー……ちょ、な、何、その指使い……」

「ま、まるで肌に吸いついてくるかのようです～」

「お、おに～さん、うまいね……」

「こ、これはなかなかの逸材かもしれませんよ～」

　何やらそんな声が次々と上がる。

「あ、そ、そこ……すごく気持ちいい……やっ……」

「と、とろけてしまいそうです～……んっ……」

「な、何なの、そのゴールデンフィンガー……ま、待って、なんかこういうの、前にも経験したことあるかも……ひゃ、ひゃあっ……」

「こ、これは裕ゆう人と様さまの、〝ＫＯＳＭ〟……〝キングオブスケコマシマッサージマスター〟の再来と言っても過言ではないかもしれませんね～」

　え、何そのひどい呼称……

　いやホントにただサンオイルを塗っていただけなんですが……







　そんななぜだか美み夏かさんたちが打ち上げられた魚みたいになったサンオイルイベントは終わり、その後も夏の海でのアクティビティは続けられた。

　スイカ割り、三つ首シャークボード、新鮮な海の幸を使った砂浜でのバーベキュー、セミ人間コンテストと、そのラインナップもバラエティに富んでいた（最後の一つが何かおかしい……）。

「ええと、スイカはどこかな～。この辺りかな～？」

「あ、明日あす夏か、そこは俺の正中線（人体の急所）です……！」

「え、そうなの？」

「そ、そうだって……」




「わ～、すごいすごい、このサメさん、頭が三つある！　バランス悪～い！」

「真ん中の頭を失うと五つまで増えるとか何とか……」

「そうなの？　え、サメってそういう生き物だっけ……？」

「サメはゾンビになったり、竜巻になったり、サタンが取とり憑ついて悪魔化したり、限りない可能性を秘めたブルーオーシャンだって、冬ふゆ姫きが言ってた」

「そ、そうなんだ……サメ、すごいんだね……」




「お、この貝うまい」

「ええとですね～、それはですね～、トコブシです～。アワビの小さなものというイメージを持っていただければ大丈夫です～」

「そうなんですね。これ、家から持ってきたんですか？」

「あ、はい～、それはですね～、ついさっきちょっと私が潜って～、獲とらせてもらいました～」

「え、それ漁業権とか大丈夫なんですか……？」

「……」

「ちょ、ちょっと、目を逸そらさないでくださいよ……！」




「それじゃあこれからセミ人間コンテストを開催しま～す。みんな、準備はいい～？」

「ジー……ジー……ジー……」

「み～ん～……み～ん～……み～ん～……」

「カナカナカナカナカナカナ……」




　そんな夏の一日。

　うん、やっぱりセミ人間コンテストだけは異質ですね……







　　　　６




「は～……たっのしかったぁ……！」

　明日あす夏かがうーんと伸びをして。

　心の底から満足したような声で、そう口にした。

「ほんと、夏浸りの毎日だったね～。もう一生分の夏をエンジョイしたような気もするよ～」

「それはちょっと大げさじゃ……」

「ううん、ぜんぜん大げさじゃないって。それだけ今年の夏は盛りだくさんだったんだもん♪」

　白いワンピースの裾を翻ひるがえしながらそう口にする。

　時刻は午後五時に差しかかり、空から降り注ぐ陽光はすっかり西に傾いていて、明日あす夏かのワンピースにうっすらとオレンジ色のグラデーションを落としている。それなりにいた海水浴客は全て帰ってしまい、砂浜には人の姿はほとんどなくなっていた。

「夏が……終わっちゃうね」

「ん、そうだな……」

　辺りを漂う空気は、もう秋の気配を含んでいた。

　こうして段々と夕方は涼しくなっていって、夏らしい日が少なくなっていって、そして気付けば季節は移り変わっているんだろう。アニメのクールが変わるかのように（洒落しやれたことを言ったつもり）。

「ふふっ、気持ちいい♪」

　と、気が付けば明日あす夏かが波なみ打うち際ぎわでヒザ上まで水に浸つかっていた。

　ワンピースのスカートをたくし上げて、はしゃいだ声を上げる。

「ほら、せんせーもおいでよ。海納めだよ～」

「あ、うん」

　促されるがままに、波の中に足を踏み入れる。

　黄昏たそがれ色いろに染まった海水は、昼間と違って少しだけ冷たく感じられた。

「せんせー、えいっ♪」

「お、やったな」

「あはは、当たんないよ～」

　ふざけて水をかけてきた明日あす夏かに反撃する。

　それを受けて明日あす夏かもまた両手で水面をすくい上げてきて。

　笑い合いながら、子どもみたいに水をかけ合った。

「それっ！」

「くらえ、水鉄砲だ！」

「わ、それ反則、反則だって、せんせー」

　お互いにずぶ濡ぬれになりながらも笑いの絶えない時間。

　ひとしきりやり合った後、明日あす夏かがぽつりと言った。

「……ありがと、せんせー」

「え？」

「今日はすっごく楽しかった。ううん、今日だけじゃない。こんな風に……夏らしい夏を味わえたのって、初めてだった。これもせんせーのおかげだよ。おそろいのたき火グリルを買ってくれて、〝夏コミ〟の原稿も手伝ってくれて、毎日のように夏の思い出作りに付き合ってくれて……せんせーがいてくれなかったら、こんなめもりあるな夏にはならなかった」

「や、俺は別に……」

　ただいっしょに夏のイベントを満喫してただけで。それに明日あす夏かと過ごしたこの夏は、たぶん俺が過ごしたこれまでのどの夏よりも一番楽しかったし……

「ふふ、せんせーは優しいね」

　そのことを伝えると、明日あす夏かはそう小さく微笑ほほえんだ。

　そして少しだけ遠くを見るようにして、こう続けた。

「あのね、ずっと……憧れてたんだ」

「憧れて……？」

「……うん。こういう思い出に残る素敵な夏を過ごすのを。アニメでも『あの花』とか『サマウォ』とか『あの夏』とかで、夏の思い出をテーマにしたのがたくさんあったけど、それもどこか遠い世界のお話ってゆうか、今まではぜんぜん実感がわかなかったの」

「……」

「でも今年の夏は違った。毎日楽しいことがいっぱいで、すっごくわくわくした。ああ、みんなが過ごしてきた夏ってきっとこんな風だったんだろうなあって……本当に心から分かることができたんだよ」

「明日あす夏か……」

「これでやっと、わたしも夏の入門生って感じかな」

　そう言って嬉うれしそうに笑う。

　──ああそうか、とそれを見て思った。

　今回の夏の名残の思い出イベント。

　それは夏休みにやり残したフラグを回収するものであったと同時に、明日あす夏かがこれまでに経験してくることができなかった夏の欠片かけらを掘り起こすためのものだったのかもしれない。

　だとしたら、微力ながらもそれに協力することができて、本当によかったと思う。

「それじゃそろそろ戻ろっか。あんまり遅くなると、帰りの道も混んじゃうし」

「ん、そうだな。行こうか」

　そう言って海から出ようとして、

「……っ……」

　と、ふいに明日あす夏かが顔を歪ゆがめて小さく声を上げた。

「？　どうした？」

「あ、な、何か、急にちくっとして……」

「チクッと……？　あっ……」

　見ると明日あす夏かの真っ白な太ももに、何かに刺されたような小さな傷痕があった。さらに海中を漂う半透明の生物のようなもの。これは……

「クラゲ……？」

　どうもそうみたいだった。

　そうか、お盆過ぎの海だからクラゲもたくさん出没していて……

「だ、大丈夫なのか……？」

「あ、う、うん、だ、だいじょうぶだと思う……」

　そうは言うものの、明日あす夏かの顔色は少し青くなっているように見えた。

　あれ、それに確かクラゲって毒とかあったんじゃなかったっけ……？

「え、それってまずいような……」

「せ、せんせー……？」

「え、ええと、こういう場合って、どうすればいいんだっけ。あ、確か口で毒を吸い出したりとか──」

　そこまで口にしかけて止める。い、いやいや、俺は何を言ってるんでしょう。それは毒蛇とかウミヘビとかに嚙かまれた場合であって、クラゲに刺された時の対処法としては正しいか分からないってのに……

　だけどそこで、明日あす夏かが小さく言った。

「……しても、いい……？」

「え……？」




「……そ、その……毒を吸い出すの、せ、せんせーにお願いしても、いいかな……？」




「!!」

　え、な、何を言い出すんですか明日あす夏かさん……？

「わ、分かんないけど……『ドジっ娘マホちゃん』で、マホちゃんがハブクラゲ型クリムゾンに刺されて動けなくなった時、ハルくんがそうしてた気がする……」

「そ、それは……」

　確かにそういうシーンはあったような……

　だけど今回は嚙かまれた場所が場所なこともあって……

「……ちょ、ちょっと恥ずかしいし不安だけど……でも、せ、せんせーになら……任せられるから……」

「あ、明日あす夏か……」

「……っ……」

　顔を赤くしながらもこっくりとうなずいてくる。

　ここまで信頼して全てを任せてくれているんだから、やるしかない。

　押し出されたトコロテンのように決意を固めると……俺は明日あす夏かの太ももに、思い切って口を付けた。

「……ん……っ……」

「……」

　できるだけ優しく丁寧に吸い出して、海へと吐き出す。

　それを何回か繰り返した。

「……はあ……っ……」

「だ、大丈夫か、明日あす夏か……？」

「う……うん。何だか痛みがやわらいできた気がする……」
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「そ、そっか。それならよかった……」

　ほっと胸を撫なで下おろす。

　と……少し落ち着いてきたこともあって、そこでようやく現状が見えてきた。

　薄暗くなって人通りのない海辺、恥ずかしそうな表情でスカートをたくし上げて太ももを露あらわにしている明日あす夏か、ひざまずいてハアハアしながらそこに顔面を突っ込んでいる俺。

　い、いや、これ傍はたから見たら完全に通報案件ですよね……？




「……う、う～ん、おに～さんと明日あす夏かちゃん、何やってるのかな……？」




「!!」「!?」

　と、そこでふいに背後から声がかけられた。

　慌てて振り返ってみると、そこには何と言っていいのか分からないって顔でこっちを見る、美み夏かさん、那な波なみさん、静しず琉るさんの姿があった。

「い、いや、美み夏かさん、これは……！」

「あ、あの、おかーさん、せんせーは……！」

「ん～、まあ、何があったかはだいたい想像つくんだけどね～」

　苦笑いを浮かべる美み夏かさんが、海岸に打ち上げられたクラゲを見てそう口にする。

「ですがクラゲの毒は吸い出す必要はないんですよ～？」

　と、那な波なみさんがそう言った。

「え……？」

「海水で洗い流すなどが一般的な対処法ですね～。それにそもそもこの辺りのクラゲでそこまで毒性の強いものはいませんから～」

「そ、そうなんですか……？」

「はい～」

「……」

「……」

　明日あす夏かと顔を見合わせる。

　え、じゃ、じゃあ、俺がやっていた行為は、何ていうか客観的に見た通りのただのエロ行為ってことに……

「あ～、でもまあいいんじゃない？　うんうん、クラゲに嚙かまれて、口で毒を吸い出す。これもきっと、明日あす夏かちゃんの言うところの夏のめもりあるだよ、きっと♪」

　美み夏かさんが楽しげにそう言うものの、もう俺の耳にはほとんど入っていなかった。

　う、うう、恥ずかしい……

　思わず両手で顔を覆ってしゃがみこんでいると、隣では明日あす夏かも金きん目め鯛だい（西にし伊い豆ず名産）みたいに顔を真っ赤にして「あ、あわわわ……」と羞恥の声を上げていた。







　──こうして、最後の最後に羞恥プレイなことこの上ないイベントとともに、俺たちの夏休みは終わったのだった。
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　クラゲに刺されたら毒を吸い出すのが正解だと思っていた。







・夏の思い出作りファイナル

[image: レてん]海で今年の夏の締めくくりを！
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　夏休みが終わった。

　およそ四十日にもわたる、高校生活における最も長い休み。

　その長期休暇を経て、休み明けの教室では様々な変化が発生していた。

　日焼けで白地のなくなったゼブラのごとく真っ黒になった斉さい藤とうくん。一学期の終わりまでは地味キャラだったのが突然スーパーサイヤ人のような金髪になった東とお山やまくん。いったい何があったのか目をみはるほどやけにきれいになって大人びた表情になった村むら口くちさんなどなど。

　本当に驚くような変化が、リニューアルでワカメの量が七倍に増量された某ワカメラーメンのごとく盛りだくさんだった。

　だけど変化があったのは、実のところそれだけじゃなかったりするんですよね。




「──おはようございます」




　と、そこで教室内に耳心地のいい声が響き渡った。

　決して大きくはないのだけれど、よく通るスイートでハニーなボイス。

　声のもとに目を遣やると……そこにいたのは、にっこりと微笑ほほえむ明日あす夏かだった。

「おはようございます、乃の木ぎ坂ざかさん！」

「夏休みはどうでした？」

「あ、あの、八はち丈じよう島じまに行ってきたお土産があるんで、後で渡しますね！」

　あっという間にクラスメイトたちに囲まれる（女子率高し）。

　何だか教室の中でそこだけ、色とりどりの華やかな花々が咲き誇った秘密のお花畑みたいな雰囲気になる。

「一ヶ月以上も乃の木ぎ坂ざかさんに会えなくて寂しかったです！」

「八はち丈じよう島じまに行っている間も、ずっと乃の木ぎ坂ざかさんのことを考えてました……！」

「乃の木ぎ坂ざかさんは、どんな夏休みを過ごしてたんですか？」

「あ、はい。たくさんの夏の思い出を堪たん能のうさせていただいて、色々と今までにない素敵な体験をすることができて、とっても濃密な夏休みでした。楽しすぎて、宿題を終わらせるのはぎりぎりになってしまいましたけれど……」

　にこやかな笑みを浮かべて（最後だけちょっと苦笑）そう受け答えをする明日あす夏か。

　その様子を机で頰ほお杖づえをつきながらぼんやりと眺めていると、ふと目が合った。

「……（にっこり）」

　すると明日あす夏かは、真まっ直すぐに微ほほ笑えみを返してくれた。

　その白しら百合ゆりが咲いたような向日葵ひまわりが綻んだようなスマイルは、親しみと少しばかりの茶目っ気に満ち満ちたものであり、明らかに他に向けられるそれとは違うものがあって……

「……」

　そう──変化とは、これ。

　夏休みの間にあったお買い物や富ふ士じ山さんキャンプ、〝夏コミ〟や夏の思い出作りなどを経て。

　俺たちの関係は少しだけいい感じに進展した……ような気もしないでもないような感じがするのもやぶさかではないように思われる今日この頃なんですよね。

　それだけで疲れがスコーンと吹っ飛ぶアレなクスリみたいなスペシャルな微ほほ笑えみに、俺がウェルカムポーズをしたクアッカワラビー（笑顔が世界一幸せそうだと言われている有ゆう袋たい類るい）からかわいさを抜いたような締まりのない表情になっていると、

「あれー、澤さわ村むらっち、今なんか乃の木ぎ坂ざかさんと謎のアイコンタクトしてなかったー？」

「え？」

　そう興味深げに話しかけてきたのは、花鳥風月の一人こと花はな村むらさんだった。

　外見通りの明るいキャラそのままに、遠慮なしに俺の机の上に乗ってあぐらをかくと、ぐいっと顔を近づけてくる。

「ていうかしてたよね？　うん、してたしてた。なんかやばい感じだった！」

「え、そ、そんなことないって」

「えー、あるでしょ、そんなこと」

　確信に満ちた声でそう言ってくる。

　鋭いですね……

　さすがは学年一の噂うわさ好ずきグループであり、噂うわさの火元に敏感なことで定評がある花鳥風月のリーダー格と言おうか。

　とはいえそこのところ（明日あす夏かとの関係）にこれ以上突っ込まれるわけにはいかない。

　そこには明日あす夏かの〝秘密〟も深く関わってくるため、非常にデリケートな問題になってくるのだ。

「あー、気のせいじゃないかな？　たまたま目が合っただけっていうか……」

「えー、そうかなそうかな？　あたし、こういうことにはやばいくらい自信あるよ？　なんかただのアイコンタクトじゃないって、びびび！　って感じたんだよね」

「う、それは……」

　そんなどこぞのネズミ男みたいなことを言われたらどう返したらいいんですかね……？

　鼻息をふんふんさせながら楽しいことを見付けた犬みたいに迫ってくる花はな村むらさんにどう答えようか困っていると、

「はい、みんな、ホームルームを始めるから席に着いてー！」

　そんな声がして、教室にスーツ姿の人影が入ってくるのが見えた。

　新学期からこの一年一組の副担任も兼ねることになったという、天あま宮みや先生だった。

「ちぇー、なんかほじればやばおもしろそうな雰囲気だったのに」

　そう言いながら、残念そうに花はな村むらさんも自分の席へと戻っていく。

　ふう、危ない危ない……。とりあえず余計な突っ込みを受けることは避けられたみたいだ。

　ともあれ、やっぱり傍はたから見ても気付かれるくらいに明日あす夏かとの間に変化はあるみたいだった。少し気を付けないとそれこそやばい（正しい意味で）かもしれませんね……

　ちらりと明日あす夏かの方を見る。

　カバンから教科書を机に移していた明日あす夏かは、こっちに気付くと小さく笑って手を振り返してきてくれた。思わず俺も頰を緩めて振り返す。

　こういうのが余計な勘ぐりをされる原因になるかもしれないんですよね……

　う、うーん、でもかわいいんだから仕方がないというか……




　そしてこの変化は。

　今後、よくも悪くも明日あす夏かと俺との関係に影響を与えていくことになるということに、この時の俺はまったくもって気付いていなかったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる73]（秘密レベルＳ）

　ちょっとだけ……関係が進展したような気がする。
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　夏休み明けの一時間目は、ロングホームルームだった。

　夏休み中の生活リズムの反省と新学期への訓辞から始まって、宿題の提出や新学期の席替えなどのお決まりの作業、さらには新学期に特有の様々な決め事へと進行していく。

　そして本日のメイン議題は……

「それじゃあ今日は、三週間後にやる合唱コンクールの自由曲を決めないとやばいんですが……だれか意見のある人はいますかー？」

　教卓に立った女子生徒──クラス委員でもある花はな村むらさんが教室内を見渡す。

　これだった。

　今から三週間後の九月の下旬に、白はく城じよう学がく園えんでは合唱コンクールが行われるのである。

　合唱コンクールとは文字通り合唱のコンクールであって、学年別で課題曲と自由曲の完成度を競うものである。ある意味では高校生活の定番イベント。優勝しても特に何かあるわけではないけれど、その性質上クラスが一つになって団結しやすい行事であるため、比較的盛り上がるイベントであるとのことだ。

「はいはーい！　私は『Eternal Magic』がいいと思うー！」

　そう勢いよく手を上げたのは冬ふゆ姫きだった。

　いつも通りの虫も殺さないような無邪気な笑顔に明るい髪色のツインテールを揺らして、アニメライクな声で続ける。

「『Eternal Magic』ならハモりとかもできるし、知ってる人も多いと思うし、ぴったりだと思うんだよねー！　どうかなどうかなー！」

「おお、それはいいですな！」

「全面的に賛同いたします」

「反対などするわけがないだろう！」

　即座に三Ｋたちから賛成の声が上がる。

　ちなみに冬ふゆ姫きが猛プッシュしている時点で推して知るべしといった感じなのだけれど……『Eternal Magic』というのは、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の第二期の主題歌であって、マホちゃんの親友でもありライバルでもあるカヤちゃん役の声優さんが歌っているものである。声優さん自身が歌手としても有名であって、テレビの歌番組とかにも出ていたこともあることから、〝アキバ系〟にはもちろん、それ以外の人たちにも比較的メジャーな曲だった。

「えーっと、『Eternal Magic』っと。はいはい、じゃあ他に何か候補曲のある人はいますかー？」

　黒板に『Eternal Magic』と書き込んで、花はな村むらさんが教室を再度見渡す。

「うーん、特にないかも」

「普通の定番曲を歌ってもつまんないしねー」

「ていうか『Eternal Magic』でいいんじゃね？」

「うん、確かＭスタでも歌われてたやつでしょ？　いいと思うよ」

　クラスメイトたちはだいたいそんな反応だった。

　曲自体がそれなりに有名な上に、もともとこのクラスは〝アキバ系〟に馴な染じみがあったり寛容なメンツが多数を占めている。アニメの主題歌を自由曲とすることに抵抗はまったくといっていいほどないみたいだった。

「そうなの？　え、じゃあこれで決定でいいのかな？」

　花はな村むらさんがちらりと黒板の横を見ると、椅子に座っていた天あま宮みや先生がこくりとうなずき返してきた。

「んー、じゃあ特にやばい異論もないってことで」

　花はな村むらさんがそう口にして。

「──それでは、合唱コンクールの自由曲は『Eternal Magic』で決定いたしましたー！」

　パチパチ……と拍手が巻き起こる。

　そういうことになったのだった。







「エ、『Eternal Magic』だって、せんせー！」

　昼休み。

　半ば引っ張るように俺を部室棟裏に連れ出した明日あす夏かが、ものすごく興奮した声でそう言ってきた。

「『Eternal Magic』だよ～！　『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の主題歌だよ！　『マホちゃん』がこんなカタチでフィーチャーされるなんて……も～、嬉うれしくって嬉うれしくって！」

　大好きな骨付き肉が近所の肉屋で売られることになった仔こ犬いぬみたいに大喜びの明日あす夏かさんだった。

　うん、でもそれも当然ですよね。

　少し前まで、毎期ごとに変わる覇権アニメに話題を奪われて『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』が世間から忘れられようとしてしまっていることに落ち込んでいた明日あす夏かにとっては、これはまさに福音と言ってもいいような出来事だろう。

「う～、ほんと、朝あさ倉くらさんに感謝しないとだよ。こんな素敵なチョイスをしてくれるなんて……」

「や、まああいつは百五十パーセント自分の好みを推しただけで特に何も考えてないだろうけど……」

　確かカヤちゃん役の声優さんの大ファンだったはずだし。

「それでもいいんだよ～！　あ～、楽しみ、もう待ちきれないよ」

　その場でぴょんぴょんと飛び跳ねて喜ぶ明日あす夏か。

　うん、まあ明日あす夏かがものすごく嬉うれしそうだからいいのかな……

「あ、でも大丈夫なのか。そういえばピアノの伴奏をやるんだろ、明日あす夏か」

　合唱コンクールにはピアノの伴奏が付きものである。

　なので自薦他薦を問わずに希望者を募ったところ、それならばピアノのコンテストでの入賞経験もあり、さらには〝アキバ系〟のマスターでもあるという（ことに表向きはなっている）明日あす夏かが最適ではないかということで、満場一致のもと選ばれたのだ。

「うん、平気だよ！　ていうか『Eternal Magic』だし、むしろこっちからお願いしてでもやりたかったくらいだよ～！」

「そっか」

「うん、後でさっそく弾いてみよ～。あ、せんせー、付き合ってくれる？」

「もちろん」

　断る理由なんてシジミの貝柱ほどもあるはずがない。

　明日あす夏かのやることには、それが何であってもキビダンゴを受け取った犬のように手助けをすると決めている。

　何ていっても……俺は明日あす夏かの〝せんせー〟なんだから。

　それもまた、この夏休みを経たことによる変化といえば変化かもしれなかった。
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『Eternal Magic』が合唱コンクールで歌われることになってものすごく嬉うれしい。
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　さて、その合唱コンクールの練習であるけれど、翌週からほぼ毎日放課後に音楽室で行われることになった。

　基本的には全員参加ではあるものの、もちろん部活やバイト、その他の外せない用事がある者は免除される。もともとうちのクラスはどこぞの梨の妖精のごとく雰囲気がこの上なくゆるいこともあって、その辺りについてうるさく言う者はいなかった。

「さ、それじゃあ今日からいよいよ練習が始まるけど、やばいくらいがんばっていこっかー。みんな、よろしく頼むぜー！」

　合唱コンクール委員も兼ねている花はな村むらさんがそう声を上げて、周りのクラスメイトからは「おー！」という声が返ってくる。

　練習初日から、テンションは上々だった。

「ていっても、まだ一回目だからあんまやれることはないよね。だいたいのパート分けをして、全体の流れがやばくないか確認するくらいかな？」

　周りを見回しながらそう提案する。

「あ、えと……ちょっといいでしょうか？」

　と、そこで明日あす夏かがちょこんと手を上げた。

「？　どうしたの、乃の木ぎ坂ざかさん？」

「あの、よかったら始める前にこれをみなさんに……」

「？」

　そう言って明日あす夏かが差し出してきたもの。

　それは表紙に『合唱コンクールに向けて♪　～羽ばたけ一年一組～』と書かれた冊子だった。

「明日あす夏か、これは……？」

「ええと、合唱コンクールのしおりなんです。せっかくなので、何かメモリアル的なものを作れればと思って……」

　ですよね。

　もうこれまでの展開で何となく予想はできていたけれど、やっぱり明日あす夏かはこういったお手製のしおり（？）を作ることに余念がないみたいだった。

「わー、何これー、すごいすごーいー！」

「表紙に描かれているのは人間を食くらう貪欲なウツボカズラ型クリムゾンですな」

「おお、『ドジっ娘マホちゃん』仕様になっているのはさすがですね」

「上がってくるぜ！」

　冬ふゆ姫きや三Ｋたちは当然のごとく絶賛して（たぶん表紙に描かれているのはクリムゾンではなくてマホちゃんとピアニッシモちゃんだと思うんだけどそこは華麗にスルーした）。

「うわ、やばくない？」

「やばいっしょ。超いいできだし」

「しおりか、ふふ、懐なつかしいな」

「はぁ～、すごいですね……」

　さらには花鳥風月の四人をはじめとした、他のクラスメイトたちにも好評だった。

「えと、コンクール当日までの大まかなタイムスケジュールと出席スタンプカードを作ってみました。それと『Eternal Magic』の歌詞と簡単なコード進行を載せてあります。参考になりましたらと……」

「参考どころかやばいくらいにお役立ちじゃん！　何で表紙に人食いモンスターが描かれてるのかは分かんないけど……でもありがとー、乃の木ぎ坂ざかさん！」

「い、いえ……」

　花はな村むらさんたちに大絶賛されて明日あす夏かが恐縮する。

　しつこいようですけれど表紙に描かれているのは人食いモンスターではなくてマホちゃんとピアニッシモちゃんだと思う……という突っ込みはともあれ。

「ていうかさ、もうこれがあればとりあえず合わせられるんじゃない？　だいたいのパートでやってみよっかー？　乃の木ぎ坂ざかさん、ピアノ頼んでもいい？」

「あ、はいです」

　花はな村むらさんの要請にそううなずいて。

　明日あす夏かがピアノの前に座る。

「……」

　そして一呼吸、間を置いて。

　その白魚のような指を、ゆっくりと鍵盤の上で動かし始めた。

「お……」

　次の瞬間……音楽室の時間が止まった。

　その場にいただれもが声を失った。

　流れ出す旋律。

　響き渡るメロディー。

　それはもう圧巻の一言だった。

　出だしのワンフレーズを聞いただけで、音楽には音痴なアマガエルレベルな俺にでもその違いが分かる。

　何ていうか、音からしてもう違う。上品で鮮やかで洗練されていて、だからといって素人しろうとお断りのハードルの高さがあるわけではない親しみやすいもので……その音色を聞いているだけで、心が八ヶ岳高原の岩清水で洗われていくような心地になっていく。

　うーん、そうなんですよね。特にここのところは人ひと懐なつこいモードの無邪気で親しみやすい面を多く見ていたから半ば忘れそうになっていたけれど、明日あす夏かは超が付くほどのお嬢様で才色兼備の完璧超人始祖で、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の名を継承した学園のアイドルであり、本来だったらとても俺の手が届くところになんていないはずの高たか嶺ねすぎる花なのであって……

　周りのクラスメイトたちも、その見事すぎる演奏に、歌うことも忘れて聴き入ってしまっているようだった。

　やがて演奏が終わった。

「ど、どうでしたでしょうか……？」

　だれも歌っていなかったことを訝いぶかしく思ったのか、明日あす夏かが少し心配そうにきょろきょろと周りを見回す。

　すると、

　パチパチパチパチパチ……!!

　そんな懸け念ねんを吹き飛ばすかのように、周囲から盛大な拍手が湧き起こった。

「うわー、めっちゃやばかったよ、乃の木ぎ坂ざかさん！」

「マジで感動した！」

「うん、素晴らしい演奏だったね」

「やばたにえんでした～！」

「まるで目の前でマホちゃんとカヤちゃんがマジカルＭ４Ａ１カービンでバトルしてるシーンが目に浮かぶみたいだったー！　最高だぜー！」

　興奮した声を上げる花はな村むらさんたちや冬ふゆ姫きたち。

「あ、え、ええと……」

　その絶賛の波にさらされて、明日あす夏かは目をぱちぱちとさせながら困惑の表情を浮かべていたのだった。







「は～……何とか初日は終わったね～」

「ん、そうだな。お疲れさま」

　学校からの帰り道。

　そんな会話をしながら、明日あす夏かと二人並んで歩いていた。

　ちなみに周りには他の生徒たちの姿は見られないため、明日あす夏かは白しら百合ゆりライクお嬢様モードから向日葵ひまわりライクな人ひと懐なつこいモードへと移行していた。

「でもほんと楽しみだな～。三週間後にはみんなで『Eternal Magic』を歌うんだよね？」

「ああ。本番は近くの市民ホールでやるみたいで、保護者とかも来るとか」

「わ、そなんだそなんだ～」

　白はく城じよう学がく園えんの合唱コンクールは保護者たちも見に来ることができるようになっていて、それゆえに会場も学校近くの中規模ホールが押さえられているとのことだった。さらに日時も土曜日の午後に開催されるとのことで、鈴すず音ねのやつも「わー、だったらわたしも見にいくねー♪」となぜかものすごく張り切っていた。

「じゃあますます楽しみだな～……あ、でもそうだ、せんせー。さっきのわたしの演奏、どうだった？」

「え？」

「おかしかったり、聴き苦しかったりしたとことかなかった？」

「いや、大丈夫だったと思うけど……」

「そっか、ならよかった～。緊張もしちゃったし、けっこうミスもしちゃってて……」

　明日あす夏かが胸に手を当てて大きく息を吐いた。

　え、俺のジャズとクラシックの区別もよく付かないダメ耳には、まったくそんな風には聞こえなかったんですが。

　というかめちゃくちゃいい出来だったと思う。演奏がよかったのは言わずもがな、『Eternal Magic』の原曲イメージをちゃんと残しつつ、うまい感じにピアノにアレンジされていて、クラスのみんなにも大好評だったし……

　そのことを伝えると、明日あす夏かは安心したように笑みを浮かべた。

「そう言ってもらえると安心したよ～。なかなかうまくいかなくて、伴奏をやることが決まってからずっと練習ばっかりしてた甲か斐いがあったかな～？」

「え、そうなの？」

「うん。もう朝から晩までずっとピアノとにらめっこだったんだ～」

「……」

　明日あす夏かのピアノの腕はプロ級だと聞いていたし、てっきりさして苦労もなく弾いているものだとばかり思っていたんだけど……

「ん～、お姉ちゃんだったらきっと初見でパーフェクトとかやってのけるんだろうけどね～。やっぱわたしだとそうはいかないみたい。ここまで仕上げるのにも一週間かかっちゃった」

「そう、なのか……」

「うん、まだまだだめだめだね、わたし」

　俺のその言葉に、そう言って苦笑する。

　……そうか、そうだった。

　基本的には万能で何事もそつなくこなすからこれも時々忘れがちになるけれど……明日あす夏かは徹頭徹尾、努力のお嬢様なんだった。できないことがあればできるようになるまでとことん努力する。そのための努力は一ミリも惜しまない。その努力はもはや才能の域に達しているとは思うけれど、それでも姉である未み来らいさんのように他の追随をこれっぽっちも許さないどこぞのオーガみたいな真の意味での天才ではない。

「まだ暗譜も終わってないし、気になるところはたくさんあるし……本番までにはミスなく弾けるようにもっとがんばんないと、うんっ」

　そう言って大きくうなずく。

　こういう前向きなところは明日あす夏かの明日あす夏かたるゆえんでもあって、すごくいいと思う。

　両手をぐっと握りしめながらかわいらしく気合いを入れ直す姿に好ましい心地になっていると、

「あ、そうだ、それはそれとして、せんせー、これから時間ってある？」

　と、明日あす夏かがこっちを見てそう言った。

「今から？　ん、大丈夫だと思うけど」

　放課後はだいたいヒマだし特に用事もない。やることといえば庭で鈴すず音ねが育てているハエトリグサのザンギエフの水やりくらいだけど、あれはたくましいから少しくらい遅れても大丈夫だろう。

「そなんだ。じゃあさじゃあさ、もしよかったら今からうちまで来てもらってもいいかな？」

「明日あす夏かの家に？」

「うん。実はせんせーにちょっと教えてもらいたいことがあるんだ」

「教えてもらいたいこと？」

「うん、だめかな？」

　ちょこんとこっちを見上げるようにしながらそう言ってくる。

　うーん、教えてもらいたいことって何なんだろう。それは少しばかり気にはなったけれど、とはいえ俺の返事が変わるわけでもない。

「ダメじゃない、大丈夫だ」

「わ～い、やった。ありがと～♪」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねて明日あす夏かが喜ぶ（今さらだけど飛び跳ねるのが本当に好きですよね……？）。

　というわけで乃の木ぎ坂ざか邸ていへと向かうことになったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる75]（秘密レベルＡ）

　実は『Eternal Magic』のピアノの練習をすごくがんばっている。
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「お帰りなさいませ～、明日あす夏か様～。いらっしゃいませ～、澤さわ村むら様さま～」

　相変わらず仰々しいことこの上ない見上げるほどの巨大な門もん扉ぴをくぐって乃の木ぎ坂ざか家けの敷しき地ち内へ入ると、静しず琉るさんが笑顔で迎えてくれた。

「ただいま、静しず琉るさん」

「こんにちは、静しず琉るさん」

「は～い～、どうぞこちらに～」

　静しず琉るさんの先導で、噴水とか森とかがある自然公園みたいな中庭を抜けて、これまたほとんど城みたいなお屋や敷しきへと足を踏み入れる。

　うーん、夏休みの間に何度も訪れた場所ではあるけれど、やっぱりこのセレブの極みみたいな圧倒的豪邸はどこか慣れないというか。突然お座ざ敷しき犬いぬに格上げされることになった外飼いの雑種みたいな心地ですね……

「えっと、おじゃまします」

「そんな堅苦しい挨拶はいいって。ほら、入って入って、せんせーはもう知らない仲じゃないんだし♪」

　そう言う明日あす夏かにぐいぐいと手を引っ張られて玄関（うちの庭くらいの広さがある）を上がる。いやそう言われてもやっぱり自宅ではないわけだし、そんなスナック感覚で気軽には上がりこめないといいますか……

「あれ、そういえば今日は美み夏かさんたちは？」

　やけに周りが静かなんで気が付いた。

　いつもだったらこの辺りで賑にぎやかに声を上げながら「いらっしゃ～い、おに～さん♪　今日は食事にする？　お風呂にする？　それともわ・た・し？」「いらっしゃいませ、澤さわ村むら様さま～」とにこにこ笑顔でやって来るはずなのに。

「おかーさんたち？　あ、うん、今日は本邸の方に行ってるみたい」

「本邸？　あ、それって、あの、未み来らいさんに連れて行かれたところ？」

「うん、そうそう。なんか大事な用事があるんだって」

「へぇ……」

　大事な用事って何なんだろう。

　ちなみに未み来らいさんとアリスさんは、まだ日本にいるとのことだった。何でも未み来らいさんの留学先であるオーストリアの大学は九月いっぱいまで夏休みがあるらしく、その間はこっちで過ごすのだとか。夏休みがそんなに長いとは大学生はうらやましい限りというか……

　そんなことを考えながら、明日あす夏かの部屋まで通される。

　壁に『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』箱はこ根ね編へんのポスターが貼られた、女の子らしいいい匂いのする部屋。

　夏休みの間に通ううちにすっかり定位置になったアブラゼミ型クリムゾンがプリントされた座ざ布ぶ団とん（ネットの懸賞で当たったらしい）に腰を下ろして、俺は明日あす夏かの顔を見上げた。

「それで、教えてほしいことって？」

「あ、うん、それなんだけど……」

「？」

　何やらもごもごと口ごもる。

　何だろう。割と物事にストレートな明日あす夏かにしては珍しい。何か言いにくいことなんでしょうか？

「実は……」

　そこで明日あす夏かは遠慮がちに口を開いた。

　スカートの裾をきゅっと握りながらこっちを見上げると……思い切ったかのように、こう口にした。

「……あのさ、教えてほしいのって、男の子のことなんだよ」

「……え？」

「そ、その、男の子にしか分からないことっていうか男性の身体からだに関することっていうか……前から気になってたことではあるんだよ。でもここにきて、気になるだけじゃすまなくなってきちゃったっていうか……」

「……！」

「すっごく興味があったから、ネットとかでは調べてみたんだ。でもやっぱり男性だけのものだから、どうなってるのかよく分からなくて……」

「……」

　あ、あの、明日あす夏かさん、何の話をしているんでしょうか……？

　え、これ何？　思春期とかそういう話……？

　突然の思いも寄らない展開に、藪やぶから棒というか五百万ボルトのスタンロッドが出てきたような気分になる俺に、だけど明日あす夏かは続ける。

「だから、その……」

「……」

「せ、せんせーに、見せてほしくて……」

「み、見せる……!?」

「う、うん。その、こんなところで披露するのは恥ずかしいとは思うけど……でも必要なことなんだよ。こんなことせんせーにしか頼めないから……」

　ま、まさかのご披露をお求めですか……？

　い、いや、それは明日あす夏か以外にだれもいないのなら、絶対にダメというわけでもないかもしれない……いや、ダメでしょ、それは！

　だけど明日あす夏かは引かない。

　真まっ直すぐに俺の顔を見ると少しだけ声を大きくして、

「せ、せんせー！」

「は、はい！」




「──あのさ、男声パートを出す時のポイントって、どんな感じなのかな……？」




「…………え？」

　今、何て言ったの……？

　目を瞬しばたたかせる俺に、明日あす夏かはさらにこう口にした。

「合唱の、男声パートの出し方がどうしても分かんないんだよ～。しおりにポイントを書きこんでたんだけど、女声パートはよくても男声パートがさっぱり分からなくて……。ネットとかで調べてもいまいち文字だけだと分かりづらいし、だからせんせーに、実際に声を出して見せてほしいなって」

「……」

「その、一人でこんなところで歌うのは恥ずかしいかもしれないけど……」

「…………。……あ、ああ、そうなんだ……」

　まさかの「だんせい」違い。

　何だか全身から一気に力が抜けたような気がしました。

「？　どしたの、何だかすっごい疲れた顔してるよ？」

「い、いや、何でもない……」

　ふ、ふう、紛らわしいというか何というか。いや俺が勝手に誤解してただけなんですけどね……

「あー、と、とにかく事情は分かった。そういうことならいくらでも見せるから」

「うん、ありがと、せんせー♪」

　そうして、明日あす夏かの前で男声パートを披露したのだった。







「じゃあこの辺りでちょっと休憩にしよっか？」

　男声各パートを三、四回ずつくらい歌ったところで、明日あす夏かがそう言った。

「すっごいたくさん歌ってもらっちゃったもんね。でもおかげで色々男声のポイントが分かったような気がするよ。お疲れさま、せんせー♪」

「や、それはぜんぜん大丈夫」

　色々と丈夫なだけが取り柄なので。それよりもあまりうまくない聞き苦しい歌声をアカペラで聞かせてしまったことの方が気にかかるといいますか……

　そう言うと、明日あす夏かは首をぶんぶんと横に振った。

「え～、わたし、せんせーの声、好きだよ？」

「え？」

「何だかすっごく心地よくて、聞いてるとそれだけで森の中にいるみたいに落ち着くの。お耳のフィトンチッドって感じかな♪」

「そ、そうなんだ……」

「うん、へへ～♪」

　フィトンチッドって森林浴の時とかに話題にされる癒やしと安らぎの成分ですよね。確か樹木が発散するっていう。え、じゃあ俺、木っぽいってこと……？

　そういえば小学生の時にやった劇の役がくぬぎの木（カブトムシ付き）だったことを思い出して若干微妙な気はするものの、とはいえそんなことを言われたのは初めてだったので何だかこそばゆい心地になってしまう。

　咳せき払ばらいをして、俺は話題を変えた。

「あー、ゴホン、だけど合唱コンクールの練習。うまくいきそうだよな」

「そだね～。いい感じだったもんね」

「ほぼ毎日あるのは少し大変かもしれないけど、だけどまだ中間テストの時期でもないし、大丈夫か」

『ＡＭＷ研究会』に顔を出す機会は少なくなってしまっているけれど、そればかりはしょうがない。まあ冬ふゆ姫きと三Ｋとは同じクラスだから毎日顔を合わせているし、神楽かぐら坂ざか部長もその辺の事情は理解してくれていた。

「あ、でもそういえば、もうすぐ実力テストはあるんだよね？」

　と、明日あす夏かがこっちを見て言った。

「ん？　あ、そうだったっけ」

「うん、予定表に書いてあったよ」

　実力テストとは定期的に行われる学内での実力考査のことである。

　明日あす夏かが口にするまでは、いつだったのかをなかなか思い出せないことで有名な山の日のごとくすっかり忘れていたけれど、確かに合唱コンクールの翌週には実力テストが行われることになっていた。

　とはいえそれには理由があって……実力テストとは、中間試験や期末試験とは違い、純粋に現時点での学力を測るために学園が導入しているシステムである。あくまで今後の指標にするためだけのものであることから内申点や成績には影響しないし、それに備えての勉強というものは学園側もあまり想定していないらしい。ゆえのこの合唱コンクールの日程なのだった。

「それはそうかもだけど、でも、さすがに少しは勉強しなくていいのかな……？」

「ま、大丈夫じゃないか？　試験範囲はこれまでにやったところからだし、先生も普段通りにして受ければ大丈夫だって言ってるし」

「でも……」

「明日あす夏か？」

「……う、うん、そだよね。ま、気にしなくてだいじょぶか。今は合唱コンクールが大事なんだし、そっちに集中しないとだよね～！」

「……？」

　何だろう。

　実はその時、明日あす夏かが浮かべた笑顔に僅かにだけ違和感を覚えていた。

　何というか、何か言おうとしたことをアマガエルの咀そ嚼しやくのごとく吞のみ込こんだような。

　だけどそれはほんの一瞬のものであって、特に気にすることもなく流してしまった。

　その明日あす夏かの表情の本当の意味を……後になってイヤというほど分からされることになるっていうのに。







　その後も、二人で作業を続けた。

　俺が男声パートを歌ってみて、明日あす夏かがそれの気になったポイントをしおりに書き込んでいくという一連のやり取り。

　午後七時を過ぎるくらいになってようやく一通りやることが終わって、ちょうどそのタイミングで戻ってきた美み夏かさん那な波なみさんたちを交えて、夕飯をごちそうになってしまった。

「へ～、合唱コンクールか～。いいねいいね、そうゆうのっていかにも青春って感じだよ～」

　いい具合に焼けたローストビーフをもぐもぐと食べながら美み夏かさんが言う。

「懐なつかしいな～。わたしもエリちゃんとかといっしょに『翼をください』とか歌ったりしたよね～」

　当時を思い起こしているのか、目を細めて美み夏かさんが言う。

「あ、そだ、わたしたちも見に行くからね」

「え、そ、そうなの、おかーさん？」

「もちのろんだよ。ピアノ弾くんでしょ？　明日あす夏かちゃんの晴れの舞台を見ないって手はないもん。そうだよね、那な波なみさん？」

「はい～。最新型のハイビジョン８Ｋビデオカメラでばっちりと明日あす夏か様さまの雄姿を残させていただきますね～」

「あ、あうう……」

　明日あす夏かが恥ずかしそうに顔をうつむかせる。

「おに～さんもがんばってね。男の子なんだから、恥ずかしがらないでおっきい声で歌わなきゃだめだよ？」

「私たちのところまで声が聞こえないようでしたら罰ゲームですからね～♪」

「が、がんばります」

　そして何だか俺まで謎のプレッシャーをかけられたりして。

　和やかな夕食の時間は過ぎていったのだった。







「ん、ここまでで大丈夫だ、明日あす夏か。サンキュ」

　玄関を出て門の前まで送ってくれた明日あす夏かに、そう口にする。

「え？　駅まで行くよ？　ほら、夜道は飢えたオオカミさんとかが出て危ないっていうし」

「どこで覚えてきたのそんな知識!?　ていうかそれなら明日あす夏かの方が危ないから」

「え～、わたしはだいじょうぶだよ。こう見えても強いんだよ、わたし？」

　しゅしゅっと拳を突き出す動きをしながらそう笑う。

　そういえば合気道だか古武術だかの武道を習っていて、師範代級の腕前だっていうのも聞いたことがあるような気がする。

　だけど。

「……そういう問題じゃないんだって。強いとかどうとかじゃなくて、女子に夜道は歩かせられないって」

「え～、何で～」

　明日あす夏かがそう言うものの、ここは譲れない。

「とにかく、ここで大丈夫だから」

「う～、納得いかない……」

　まだどこか不満そうな明日あす夏か。

　しばらくぶーぶーと口を尖とがらせた後、ふと顔を上げてこう言った。

「じゃあ、頭撫なでて？」

「……はい？」

　一瞬、何を言われたのか分からなかった。

「だから、頭撫なでて？」

　にっこりと笑う。

　いや、何が『じゃあ』で『だから』なのかさっぱり分からないんですが……

　そう突っ込むと、明日あす夏かはこう続けた。

「せんせーが頭を撫なでてくれたら、送るのはここまでっていうせんせーの主張を受け入れることにするよ♪」

「い、いやそれは……」

　時間は遅いとはいえいちおう天下の往来だし、家の真ん前（防犯カメラあり）であるわけだし……

「これは妥協案なんだよ？　せんせーが頭撫なでてくれなかったら、絶対駅までついてくからね～」

「わ、分かったよ……」

　そこまで言われては折れるしかない。

　反論を諦めて、言われた通りにすることにする。

「そ、それじゃ、やるぞ？」
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「うん。いつでもおっけー」

「……」

　なでなで……

　明日あす夏かのさらさらな髪の感触が手のひらから伝わってくる。

「へへ～♪」

　手を動かすごとに、ブラッシングされる仔こ犬いぬみたいにその小さな身体からだをすり寄せてくる。

「は～、せんせーに頭を撫なでてもらってると何だか落ち着くんだ～。手が触れてるところからあったかいせんせー分が伝わってくるっていうか……あ、そういえば『ドジっ娘マホちゃん』でもマホちゃんがハルくんにされてたよね。マジカルトランキライザーヘッドスパだって言って」

「……」

　確かにそんなシーンもあったような気もするけれど、今の俺は現状でいっぱいいっぱいでとてもそんなことにまで頭が回らなかった。

「声もお耳のフィトンチッドだし、ほんと、せんせーは癒やしの宝石箱だよ♪」

　ごろごろと喉を鳴らしながらそんなことを言う。

　やがてたっぷり三分ほど頭を撫なでた後に、ほっこりとしたような満面の笑みで明日あす夏かが顔を上げた。

「ありがと、せんせー♪　マジカルトランキライザーヘッドスパのおかげでたっぷりせんせー分は補充できたから、もう大満足！　これで今日はよく眠れるかも」

「……それはよかった。ん、じゃあまた明日」

　そう言って駅へと向かおうとして。

「ね、せんせー」

「ん？」

「合唱コンクール……がんばろうね♪」

　両手を後ろに回しながら向日葵ひまわりのような笑顔でそれだけ言うと、明日あす夏かは跳ぶように門の中へと消えていった。

「……」

　何だか全体的には俺の方が癒やされたように思えるのは気のせいでしょうか……








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる76]（秘密レベルＡ）

　その、俺の声がお耳のフィトンチッドらしい……

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる77]（秘密レベルＣ）

　美み夏かさんたちに合唱コンクールを見に来られるのは照れくさいらしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる78]（秘密レベルＡ）

　頭を撫なでられると落ち着くらしい。
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「──よーし、今日はここまでー！」

　花はな村むらさんが指揮台の上から周りをぐるりと見渡して、そう告げた。

「うん、今日で六回目の練習だけど、だいぶやばいい感じになってきたねー！　このままいけばマジで優勝も狙える狙えるっ！」

　ぐっと手を握りしめながら声を上げる。

　ちなみに「やばいい」とは「やばい」と「いい」が合体した花はな村むらさん由来の造語であって、誤字ではないらしい。マジやばいセンスですよね……

　まあそれはともかくとして、花はな村むらさんの言う通り合唱コンクールへ向けての練習は順調だった。

　少しずつではあるけれど合わせられる部分が増えてきて、各パート同士のハーモニーもよくなってきている。ピッチとか音域とかの技術的な問題も着実に改善しつつある。練習の出席率もかなりよかった。明日あす夏かの作った出席スタンプカード付きのしおりがよかったのか、さぼったり変に横やりを入れたりする者は一人たりとも出ずに、ここまでかなりいい雰囲気で進めることができていた。

「はー、歌った歌ったー！　やっぱ『Eternal Magic』は神曲だよねー！　マホちゃんとカヤちゃんが高層ビル群で戦ってるシーンが浮かんじゃったよー！」

「あれは名シーンでしたからな。それを歌うとなれば自おのずと力が入ろうというものですな」

「でも何だかこれだけ毎日歌ってると、『Eternal Magic』が流れるあのシーンが見たくなってきちゃうよねー！」

「いいですね。それでは今から部室で上映会をやりますか？」

「あ、それいいかもー！」

「おう、行こうぜ行こうぜ！」

「おけおけー！」

　冬ふゆ姫きと三Ｋたちも『Eternal Magic』のおかげもあってこの上なく乗り気だったし。

「それじゃあ今日はこれで解散っ。明日は朝練もやるけど、こっちは来れる人だけでいいからねっ？」

　花はな村むらさんのその声を受けて、クラスメイトたちが次々と音楽室を出て行く。

　俺もしおりと楽譜をカバンにしまって、グランドピアノに布を被かぶせていた明日あす夏かに声をかけた。

「じゃあ明日あす夏か、帰ろうか」

「はいです♪」

　練習に参加した日は部活は休むことにしていたので、終わった後はだいたいいっしょに直帰するのが常となっていた。

　笑顔の明日あす夏かと並んで音楽室を出ようとしたところで、

「あ、ちょっといい、乃の木ぎ坂ざかさん、澤さわ村むらっち！」

「はい？」

「え？」

　花はな村むらさんに呼び止められた。

　にこにこと猫みたいな笑みを浮かべながら、こっちに向かって手招きをしている。

　う、何だろう。もしかしてまた前に言われたアイコンタクトうんぬんをほじくり返そうとしているとか……？

　そこはかとなく警戒気味に近寄っていってみると、すると花はな村むらさんの口から続いたのはまったくもって予想外の言葉だった。

「あのさ、あたしたちこれからカラオケに行って今日の練習の確認しようかと思うんだけど、よかったら二人もいっしょに来てくれないかなー？」

「え？」

「カラオケ……ですか？」

「うん、そうそう。ほんとはあたしたちだけで行こうかと思ったんだけど、ほら、よく考えてみればあたしたち、『Eternal Magic』だっけ？　の原曲とかあんまり知らないし、乃の木ぎ坂ざかさんに指導してもらえればやばいくらいに上達するじゃんと思って」

「うちらだけだといつものカラオケになっちゃうかもしれないしー」

「よかったらいっしょに行かないかな？」

「付き合ってもらえると嬉うれしいです」

　小鳥遊たかなしさん、風かざ祭まつりさん、美み月づきさんもそう言って誘ってくる。

　なるほど、そういうわけですか……

「あ、ちなみに澤さわ村むらっちはおまけかな。ほら、乃の木ぎ坂ざかさんと仲がいいみたいだから、とりあえず同じ空間にいてくれれば乃の木ぎ坂ざかさんが気持ちよく過ごしやすいかなって」

「……」

　そんな安物の空気清浄機みたいな。

　まあ明日あす夏か単体だと〝秘密〟がばれそうになった時に心配だし、自然に付いていけるのはいいんですけどね……

「で、どうどうっ？　もし用事とかなかったら行こうよ！　ねっ、お願い？」

　顔の前で両手を合わせてそう言ってくる。

「どうする、明日あす夏か？」

　顔を見て確認すると、明日あす夏かは一度こっちを見返してから、こっくりとうなずいた。

「そうですね……えと、よろしければごいっしょさせてくださいです」

「やった！　よし決まり、じゃあさっそく行こっ！」

　花はな村むらさんが手を上に突き上げて、他の三人とともに勢いよく歩き出す。

　その後ろで、俺は明日あす夏かにこっそり耳打ちをした。

（……よかったの？）

（はい。今日は習い事もありませんし、『Eternal Magic』を練習したいというのなら協力したいです）

（そっか……）

　まあ明日あす夏かがいいというのならいいんですが。

（それに……）

（？）

（澤さわ村むらさんがいっしょなら、どこに行っても楽しいですから♪）

　そう言って人ひと懐なつこい仔こ犬いぬみたいに微笑ほほえむ。

　う、そんなこと言われたら頰がアメフラシ型のクリムゾンみたいに緩むのを抑えられないじゃないですか……

　にやついた気持ち悪い顔を見られないように慌てて隠す。

　ともあれそんな次第で。

　明日あす夏かと花鳥風月の四人プラス俺（おまけ）という不思議なメンバーでカラオケに行くことになったのだった。







　向かったのは、駅前のビル内にあるカラオケボックスだった。

　少しばかり狭いエレベーターに六人ひしめくようにして乗って入店すると、

「六人でフリータイム、ドリンクバー付きでお願いしまっす！　あ、会員証はあるんで」

　この上なく手慣れた様子で受付を済ませた花はな村むらさんを先頭に、店員さんに指定された部屋へと入る。

　八人用だというその部屋は広々としていて、カバンなどの荷物を適当に置いてもぜんぜんスペースには余裕があった。

「乃の木ぎ坂ざかさんはカラオケとかはよく来るのっ？」

「え？　えと、そんなに頻繁には来ないかもしれないです」

「そっかー。どんな歌が好きなの？」

「特にこれといったものはなくて……。あ、もちろん『Eternal Magic』は好きですけど。なので何かお勧めがありましたら教えてもらえると嬉うれしいです」

　そう言って小さく笑う明日あす夏か。

　ほんの半年前まではカラオケに来たことすらなかったんだから、十八番おはこの曲がないのも仕方がない。これも〝秘密〟といえば〝秘密〟だ。

「あ、だったらエゴザイルとかがいいんじゃね？」

　いの一番に口を開いたのは小鳥遊たかなしさん。

　明るく染めた巻き髪とばっちりきめたメイクが目を引く、四人の中では一番ギャルっぽい子だ。

「いや、ここはやっぱ洋楽じゃないか。基本だって」

　横からそう言ってきたのは風かざ祭まつりさん。

　さばさばとした性格の大人っぽい雰囲気で、男子よりもどちらかといえば女子とかにもてそうな感じである。

「いいえ、ヴィジュアル系がいいと思いますよ。女子高生でヴィジュアル系が嫌いな人なんていませんから」

　明日あす夏かの手をぎゅっと握りながら美み月づきさんがそう言う。

　四人の中ではもっともおっとりした物腰でおとなしめな印象なんだけど、まさかの選曲だった。

「まあまあ、そんなにいっぺんに言っても乃の木ぎ坂ざかさんも困るっしょ。んじゃ、とりあえずはあたしたちが何曲か歌って喉にエンジンをかけてからってことで」

　そう言って、花はな村むらさんがマイクとリモコンを手に取る。

　いやここに来るまでさんざん合唱コンクールの練習をしてたんだから、エンジンも何もないような……

　だけど。

「うい、賛成ー」

「そうだね、まずは私たちが率先して歌わなければ乃の木ぎ坂ざかさんも歌いにくいか」

「最初の一曲目は何がいいですかね……デスボイス系は喉によくないですし……」

　声を揃そろえて即座に賛同する花鳥風月。

　そのままソファの上に立って順にノリノリで各自の持ち歌を熱唱し始める。一人がマイクを持てば他の三人はタンバリンやらマラカスやらで合いの手を入れて盛り上げ出す始末。完全にカラオケをエンジョイしている。いったい何しにここまで来たのか忘れちゃったんですかね……？

　おまけにこの四人はみんなそろいもそろってスカートが短いもんだから、目の前でヒラヒラパタパタと、その、色々と落ち着かないわけであって……

　フリーダムなことこの上ない花鳥風月の振る舞いに何と突っ込めばいいか分からずにいると。

「……」

　と、そこで明日あす夏かがそんな有り様を見上げながら目をぱちぱちとさせているのに気付いた。

　あー、そうですよね、明日あす夏かの方が俺以上にこの状況に困惑しているはずであって……

（……大丈夫、明日あす夏か？）

（え、何がですか？）

（ほら、あんまりこういうノリって慣れてないと思うから……）

（あ、それは確かにそうかもですね……）

（もしもあんまり気が進まないようだったら帰るってのも……）

（ありがとうございます。でもだいじょうぶです）

（え？）

（確かにちょっとびっくりしちゃいましたけど……でもこうしてクラスの方たちにカラオケに誘われたりすることって今までなかったですから、何だかどきどきしてきてしまいます）

　どこか嬉うれしそうにそう口にする。

　そうか、明日あす夏かにとってはこういう風にクラスメイトたちと放課後に騒いだりするのも初めての経験なんですよね……

　そう考えると、この乱痴気騒ぎ（？）も明日あす夏かにとっては新鮮で楽しいものなのかもしれない。

　そんなことを少しだけ思っていると。

「ほらー、澤さわ村むらっちも何か歌いなよっ！」

　花はな村むらさんがマイクを持って隣に座ってきた。

　足を組んでリモコンを見せながら、ぐいっと顔を寄せてくる。

「男子とカラオケに来ることもあんまりないからさっ。どんなの歌うか興味あるんだよねー！」

「え、でも」

「マイクを差し出されて歌わないなんてありえなくね？　いいから適当なの歌えばいいっしょ」

「ふふ、もしもキミがイヤじゃないならいっしょに歌ってもいいけどね」

「これとか歌ってくれませんか？　『Deoura』っていうバンドの曲なんですけど……」

　というか全体的にだれもかれも距離が近い。な、何でこの人たちはこんなに簡単に顔を近づけてきたり呼吸をするみたいにボディタッチをしたりできるんですかね……？　基本的にはあんまり女子には免疫のない樹木系男子なんで、こういうのには慣れてないんです……

「お、俺はとりあえずいいから……」

「えー、そうなの？」

「う、うん。それよりほら、明日あす夏か、何か歌ってみない？」

「えっ……」

　突然振られて明日あす夏かが小さく声を上げる。

　実のところ、さっきから明日あす夏かが好物を目の前にして飼い主に「待て」をされたポメラニアンみたいにうずうずとした顔で待機しているのを横目で見ていた。

　まだまだカラオケにはあまり来た経験のない明日あす夏かだ。楽しげに歌う花はな村むらさんたちの姿を見て、歌いたくてしょうがなかったんだろう。

「お、乃の木ぎ坂ざかさん歌う？　いいよいいよー！　はい、マイク！」

「え？　あ、そ、その……」

「ほらほら、遠慮しないでっ！　左からマイクを差し出されたら右のリモコンで受け止めるのが礼儀ってものだよ！」

「……え、ええと、でしたら、失礼をして……」

　遠慮がちにマイクを受け取って立ち上がる。

　そのまま一歩前に出て歌おうとして、

「あ、乃の木ぎ坂ざかさん、歌うならここで歌わなきゃー！」

「え？」

　そう言ってぽんぽんと花はな村むらさんが手で叩たたいたのはソファの上だった。

「あ、明日あす夏か、さすがにそこまでしなくてもいいと……」

　郷に入っては郷に従えとは言うけれど、別にソファ・オン・ザ・ステージまでは従わなくてもいいと思う。

　だけど、

「や、やります！」

「え？」

　ぐっと手をグーにして、明日あす夏かが言った。

「お、おかーさんも、『カラオケはソファの上に乗って歌うのがマナーなんだよ。うん、間違いないない♪』と言っていたような気がしますし……」

「美み夏かさん……」

　確かにあの人だったらやりそうだ。ノリが花はな村むらさんたちに限りなく近い。ツインテールをふりふりしながらソファの上で歌っている姿が目に浮かぶかのようです……

「じゃ、じゃあ……歌いますねっ」

　そう言って、明日あす夏かが歌い出した。

　曲は……『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の前シリーズである『魔法少女ドジっ娘アキちゃん』の主題歌である『ときめきフォルテッシモ』。確か十年以上昔の曲だけれど、今でも懐なつかしのアニソンなどで取り上げられる名曲である。

「～♪」

　かわいらしく振り付けを入れながら、歌う。

　やっぱり、その、目の前でスカートと真っ白な太ももがチラチラするのは対処に困ったとして。

　マイクを両手にソファに立つ明日あす夏かは……ものすごく楽しそうだった。

　まあ考えてみればソファの上で歌う経験なんてものは普通だったらお嬢様にはないと思うから、これはこれで新鮮なのかもしれない。……あ、美み夏かさんは例外として。

　やがて歌い終わり、スカートの裾を摘んでちょこんと一礼をする。

「お、おそまつさまでした……」

「わー、やばいやばい！　すっごいよかった！」

「なに今の、やっばいくらいにかわいかったんですけど」

「よかったらぜひ今の振り付けを教えてほしいな」

「乃の木ぎ坂ざかさんなら歌いながらいっしょにヘッドバンギングもできるかもしれません……！」

「あ、ありがとうございます……」

　大絶賛されて恐縮する明日あす夏か。

「次はみんなでいっしょに歌おうよっ！」

「お、いいじゃん。なんか五人で歌えるやつにしよう」

「そうだね、乃の木ぎ坂ざかさんといっしょに歌うのはとても楽しそうだ」

「あ、じゃあ私、ハモりますね」

「は、はいっ」

　明日あす夏かと花鳥風月の四人が並んでソファに立つ。

　ちなみに途中から完全に俺の存在は忘れられていました。いいよ、樹木系男子だから……







　結局、ほとんど普通にカラオケをするだけで終わった。

　かろうじて合唱コンクールの練習っぽかったのは、最後にみんなで『Eternal Magic』を歌ったくらい。それも劇場版特別仕様の台詞せりふ入りのやつだ。

　だけど明日あす夏かが楽しそうだったから……まあ、よかったのかな。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる79]（秘密レベルＣ）

　実はカラオケでソファの上に立って歌うのもまんざらではないらしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる80]（秘密レベルＣ）

『ときめきフォルテッシモ』の振り付けがかわいらしい。
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　それからも合唱コンクールの練習をこなしつつ、毎日は続いていった。

　週に一、二回の割合で朝練をして、いつも通りに授業を受けつつ昼休みとかに個人練習をして、放課後は音楽室で全体練習をする。

　たまに練習が終わった後などに、時には花鳥風月の四人とカラオケに行ったり、時には冬ふゆ姫きや三Ｋたち『ＡＭＷ研究会』のメンバーと部室で『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の上映会をやったりもした。

　それは忙しくはあったけれど、賑にぎやかで和やかな日々だった。

「本番まであと少しだねっ！　うーん、やばいくらいにたぎってきたー！」

「ま、このままいけば何とかなんじゃね？」

「そうだね、かなりいいセンまできているとは思うよ」

「完成度が日に日に高まってきていますもんね」

　花はな村むらさんたちはそんな感じのやばめなノリで。

「よーし、練習も終わったことだし、それじゃあ今日も本番に向けて気持ちを盛り上げるために『ドジっ娘マホちゃん』劇場版の上映会をやろっかー！」

「おお、よいですな、あのマホちゃんたちの台詞せりふが挿入されるシーンは何度見ても鳥肌ものですからな」

「ふっ、あのシーンを見るだけでご飯三杯は食べられますよ」

「甘いな、俺はあそこを想像するだけで五杯はいけるぜ！」

　冬ふゆ姫きと三Ｋたちもベクトルは多少ずれているもののテンションは極めて高めで。

「というわけで上映会をやるんだけど、今日も乃の木ぎ坂ざかさんもいっしょにどうどうー？」

「え、い、いいんですか？」

「当たり前じゃんー！　今日はうちから業務用のでっかいプロジェクターを持ってきたから、大画面で大迫力の劇場クオリティだよー！　クライマックスシーンを見ながら、カラオケみたいにいっしょに歌おうよー！」

「あ、じゃ、じゃあ、よかったらごいっしょさせていただけると……」

「うん、いこいこー！　あ、善よし人とは当然来るよねー？　何てったって劇場版ではマホちゃんがメイド服姿になるんだから、三日に一度メイド服に触れていないと禁断症状で幻覚とか幻聴とか不眠とかに悩まされる善よし人ととしては、鈴すず音ねちゃんの給食費とかに手を付けてでも参加したいマストなイベントだよねー？」

「そ、それはホントにもういいですから……！」

　完全に依存症の症状だし……

「うふふ♪」

　そしてそれらの渦か中ちゆうにいた明日あす夏かも終始笑顔で。

　いつだって周囲に笑いの絶えない、この上なくハッピーシュガーライフな毎日だった。

　そしてそんな心地よい空気を肯定するがごとく。







「ねえ、せんせー。わたしね、毎日が楽しいんだ～」

　と、ある日、明日あす夏かがにこにことした笑顔でそう言った。

「楽しい？」

「うん。みんなで集まって合唱コンクールの練習をしたり、花はな村むらさんたちや朝あさ倉くらさんたちとカラオケに行ったり、『ＡＭＷ研究会』のみんなと『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の上映会をして『Eternal Magic』をいっしょに歌ったり……何だかここのところ、青春を取り戻してるような気がする」

「取り戻すって……」

　そんなリタイア後の中高年の人みたいな。

　まだまだ青春真っ直中もいいところだと思うんですが。

　と、そう言いかけて思い出した。そうだ、明日あす夏かは確か中学時代は勉強やら習い事やらでいっぱいいっぱいで、さらには引きこもっていた時期もあったことから、ほとんどこういった青春イベント（？）を経験していないわけであって……

「そっか……」

　そう考えると今のこの時間は、明日あす夏かにとって本当に文字通り遅れてきた青春タイムなのかもしれない。

「……うん、だったらもっとこの青春を、心から楽しまないとな」

「そだねっ、青春フル回転だよ！」

　明日あす夏かがものすごく嬉うれしそうにそう答えて飛び跳ねる。

　青春フル回転の意味はいまいちよく分からなかったけど……うん、何であれ楽しいのはいいことだ。

　明日あす夏かの表情は輝いているし、みんなが幸せな気分になれるし、悪いはずがない。

　その時はそんな風に特に何も考えずに単純にそう思っていた。

　だけど実のところ……その楽しさに隠れるようにして落とし穴が待ち受けていたりしたんですよね。

　洪水の日のマンホールのように見えにくい落とし穴。

　そのことにだいぶ後になって、俺は落とし穴に片足を突っこんだ状態で気付かされることになるのである。







　そしていよいよ合唱コンクール本番がやってくる──








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる81]（秘密レベルＢ）

　遅れてきた青春を取り戻す毎日が、ものすごく楽しいらしい。









　　　　６




　九月下旬の第四土曜日は、まれに見る快晴だった。

　台風とかが多いこの時期には珍しく雲一つないすっきりとした空で気温も高く、まるで夏が戻ってきたかのような一日。

　そんな気持ちのよい天気の中、俺たちは合唱コンクールの会場である学校近くの市民ホールにいた。

「さ、いよいよ本番だねっ！　やばいくらいに気合い入れていくぞっ、おー！」

　順番待ちのステージ裏で花はな村むらさんがそう高らかに声を上げて。

「ま、やれるだけはやってみっから」

「うん、全力で臨むとしよう」

「この日のために練習したビブラートでがんばりますね……！」

　小鳥遊たかなしさん、風かざ祭まつりさん、美み月づきさんがそれに続く。

「さー、『Eternal Magic』を披露する最高の舞台だよー！　がんばるしかないよねー！」

「ふふふ、徹夜をして例のシーンをリピート再生で見続けてきたので、準備は万全ですな」

「目を閉じるとレクイエムのように『Eternal Magic』とマホちゃんたちの台詞せりふが聞こえてくるかのようです」

「何だか昇天しちまいそうなほどやけにハイな気分だぜ！」

　冬ふゆ姫き、三Ｋたちもやる気十分で。

　他のクラスメイトたちも、前のクラスの合唱（ちなみに曲は『翼をください』）を聞きながら準備運動をしたり、各自のパートを確認したり、発声練習をしたりしているみたいである。

「ふう、とうとう次か。準備をしないと……」

　ちなみに客席には美み夏かさんと那な波なみさん（ビデオカメラ付き）、未み来らいさんとアリスさんの明日あす夏か関係者、そして俺の関係者であるところの鈴すず音ねが来ているのが見えた。今のところ両者は接触はしていないみたいなので、できればそのままおかしな化学反応は起こさずに分離していてください……

「ええと、俺のパートはテノールだから、最初の入りの部分は待機で……」

「……」

「そうだ、明日あす夏か、楽譜立ては用意するんだっけ？　あ、もう全部覚えてるからなくても大丈夫なんだっけ？」

「……」

「……明日あす夏か？」

「…………」

　返事がない。

　ただの屍しかばねのようだ……ってわけでなくて。

「あ、明日あす夏か……？」

「……（ふるふるふるふるふる）……」

　なんか、引きつけを起こしたチワワみたいになっていた。

　俺の声も聞こえているのかいないのか、楽譜に目を落としたままぷるぷると小刻みに身体からだを震わせている。

「明日あす夏か、もしかして……緊張してるの？」

「……っ……」

　途端に明日あす夏かがぴくっと反応した。ううん、分かりやすい……

「う、うう、じ、実はそうなんです……さ、さっきから震えが止まらなくて……」

　潤んだ目で明日あす夏かがそう言った。

「そ、それだけじゃなくて、動どう悸き、息切れ、目まいまで伴っているんです……。今までピアノのコンクールとかではこんなことなかったのに、どうして急に……」

　ほとんどおじいちゃん御ご用よう達たしの強心剤とかが必要になるレベルだ。

　だけどそれについては何となく分かるような気がした。

　緊張というものは、そこにかけられた思いに比例する。

　もちろん明日あす夏かがピアノのコンクールにかけた思いが軽いということじゃない。ただ、それはあくまで明日あす夏か一人の努力と責任のもとに成り立っているものだった。

　だけど今回は違う。

　明日あす夏かがミスをすれば、一年一組の合唱コンクール自体が失敗に終わってしまう可能性すらある。

　そのことを、明日あす夏かは無意識のうちに感じ取ってしまっているに違いない。

　でもそれは悪いことばかりじゃなくて、いいことでもある。だってそれだけ緊張が強いということは、それはその分だけ明日あす夏かがこのみんなでがんばった三週間を大事に思っているということなんだから。

　とはいえ……

「え、ええと、おたまじゃくしさんがたくさんで……あ、あわわわわわ……」

　今のままじゃまずい。

　氷山にぶつかった直後のタイタニック号くらいに非常にまずい。

　壊れたペッ●ーくんみたいになっている今の明日あす夏かじゃ、どう考えても失敗するのは大量のニトログリセリンを目の前の地面に叩たたきつけたら三さん途ずの川かわを見るのよりも明らかだ。

「ええと、緊張をほぐす対処法とかやってみた？　手のひらに〝人〟って書いて吞のみ込こんでみるとか……」

「は、はい、やってみました。たぶん百人くらい吞のみ込こんだと思います……」

　吞のみ込こみすぎです明日あす夏かさん……

　進撃している巨人とかじゃないんだから……

「深呼吸とかは？　確か吐く時間を長くするといいって聞いたことがあるんだけど……」

「そ、それもすでに……」

「……」

　……う、うーん……

　これはどうしたらいいんだろう。

　すでに思いつく限りの緊張解消法はやっていたみたいだ。

　何とか明日あす夏かを落ち着かせるいい方法があれば……

「……あ」

　と、そこで一つ思い至った。

　効果対象がおそらく明日あす夏か限定ではあるけれど、うまくはまれば効果がバツグンに期待できそうなとある方法。

　そうか、もしかしたらあれなら……

「明日あす夏か、ちょっとこっちに」

「え……？」

　少し考えた挙げ句、俺は明日あす夏かを人気のないステージ裏の隅へと連れ出した。

「え、せ、せんせー、ど、どうするの……？」

「これが効くかは分からないけど……」

「……？」

　だけどやらないよりはマシだ。

　不安の色を隠せないままこっちを見上げる明日あす夏か。

　そんな明日あす夏かの頭を。

　俺は……そっと撫なでた。

「えっ……せ、せんせー……！」

「これは、あれだ、マジカルトランキライザーヘッドスパ。ほら、前にこれをやられると落ち着くって言ってたから」

「あ……」

　何かに気付いたように明日あす夏かが目を瞬しばたたかせる。

　と、

「震えが……止まった」

「え？」

「と、止まった……震えが止まったよ、せんせー……！」

　見るとあれほど局地的な地震みたいだった明日あす夏かの震えが、ぴたりと止まっていた。

　いや我ながらすごいですね、マジカルトランキライザーヘッドスパ……

「あ、ありがと～……これで何とかなるかも……」

　大きく息を吐きながら明日あす夏かが安あん堵どしたようにそう言ってくる。

「……」

　とはいうものの、俺はいささか不安ではあった。

　何せいざ本番が始まったら、今とは比べものにならないほどの緊張がイナゴ型クリムゾンのごとく襲いかかってくるに違いない。現状でさえこれから苦手な動物病院に連れて行かれることに気付いてしまったチワワみたいな明日あす夏かだ。そうなってしまったらきっと今以上のパニック状態になってもおかしくはない。そして本番中は、マジカルトランキライザーヘッドスパを発動することはできないわけであって……

「……なあ、明日あす夏か」

「？」

「本番中に……もし緊張してどうしてもまずくなりそうだったら、俺の方を見てくれ」

「え……？」

「一つ考えがあるんだ。ＳＯＳサインを出してくれたら、絶対に緊張を解きほぐしてみせるから。俺を信じてくれ」

「せんせー……」

　その言葉に明日あす夏かは一瞬だけ心こころ許もとなそうな表情を浮かべる。

　だけどすぐにこくりとうなずいた。

「う、うん、分かった。せんせーを……信じてるね！」

「ああ、心配するなって」

　小さくこっちを見上げる明日あす夏かにうなずき返す。

　と、そこで前のクラスの出番が終わったらしく、観客席から拍手が聞こえてきた。

　続いてステージ裏にアナウンスが流れる。




『──それでは、次の合唱は一年一組のみなさんです。曲は『Eternal Magic』となります』




「いよいよだ。行こう、明日あす夏か」

「う、うんっ……！」

　うなずき合って、二人でステージへと向かった。







　そうして始まった本番。

　マジカルトランキライザーヘッドスパで一時は落ち着きを得たとはいっても……やっぱり根本の部分では明日あす夏かは緊張したままだった。

　それでも出だしはよかった。

　まだマジカルトランキライザーヘッドスパの効力が続いていたのか、多少ぎこちなくはあるものの、明日あす夏かのピアノは順調に滑り出すことができた。

　流れ出す旋律。

　それに合わせて、花はな村むらさんたちや冬ふゆ姫きたちをはじめとした、一年一組の歌声がホール内に響き渡っていく。

「わ～、すごいすごい、明日あす夏かちゃん、がんばれ～！」

「これはよい青春メモリアルですね～。あますことなく全て映像に収めませんと～」

「おにーちゃん、もっと声ださないとー！」

「……」

「……未み来らい様さま？」

「どうしたんでしょう……音に緊張が感じられます。明日あす夏かちゃんのピアノ、いつもはもっとのびのびとしているはずなのに……」

「……未み来らい様さま、どうかされたのですか？」

「あ、い、いえ、何でもないです。がんばって、明日あす夏かちゃん……！」

　客席からの美み夏かさんや那な波なみさん、未み来らいさんやアリスさん、それに鈴すず音ねたちからの視線を感じつつ、歌は進んでいく。

　もしかしたらこのまま最後までいけるかとも思ったんだけれど……

　やはり世の中そう甘くはなかった。

　中盤辺りから、明日あす夏かのピアノに微妙なミスが目立ち始めた。

　普段だったら絶対にやらないような部分でのケアレスミス。

　この時点ではまだ観客には気付かれないレベルかもしれないけれど、練習で何回も明日あす夏かのピアノを聴いていた俺には、その僅かな違和感が分かった。

　これはまずいかもしれない……

　イヤな予感がもくもくと煙花火のように湧き上がってくる。

　そしてだいたい世の中、悪い予感の方が当たってしまうものなのだ。

　次の瞬間だった。

「……っ……！」

　明らかに音を外したのが分かった。

　花はな村むらさんたちクラスメイトも、観客も、怪け訝げんな顔を見せる。

　それを感じ取った明日あす夏かは、必死な顔をしてリカバリーをしようと試みるものの。

　だけど何とかしようとすればするほど、緊張というものはスルメイカ型クリムゾンの粘液まみれの触手のごとくしつこく絡からみついてくるものであって……

「……」

　坂道をゆっくりと転げ落ちるように、明日あす夏かの演奏は少しずつミスが多くなっていった。

　たどたどしくなって、今にも途切れてしまいそうなほど。

　明日あす夏かの異変に気が付いたのか、冬ふゆ姫きや花はな村むらさんたちも歌いながら互いに心配そうに顔を見合わせている。

「……」

　……やるしか、ないか……

　一つだけ考えていたことはあった。

　もしも明日あす夏かの緊張が演奏中にピークになった時に、それをリカバリーするための手段。

　とはいえいかに緊急事態とはいえ、できればやりたくはない方法だった。ほら、やっぱり思春期ど真ん中の男子高校生にとって、必要以上に目立たなきゃいけないことは恥ずかしいんですよ……

　だけど今はそんなことを言っている場合じゃない。

　もはやマジカルトランキライザーヘッドスパの効果も完全に切れつつあるようだ。

　だったら……新たなマジカル緊張解消処方箋で、ドーピングするしかない。

　明日あす夏かのためだったら……たとえこの場で発情したニホンザル型クリムゾンのモノマネをやれと言われてもためらうことなくやろうと、心に決めたのだから（いやクリムゾンのモノマネはやりませんけどね……）。

　そして……とうとう、演奏が止まった。

　ざわつく会場。

　明日あす夏かの方を見る。

　その時、明日あす夏かがすがるようにこっちを見返したのが分かった。

　助けを求めるような、今にも泣き出してしまいそうな瞳。

　……よし。

　心の中で覚悟を決めると。

　俺は一歩前に出て……腹の底から声を張り上げた。




『大丈夫だよ、みんなが、僕がいる……！』




　これは何も突然俺がミュージカルに目覚めてしまったとかそういうわけではなく。

　それは劇場版『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』に出てくる……マホちゃんの想おもい人びとであるハルくんの台詞せりふだ。

『Eternal Magic』は劇場版『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の主題歌であると同時に、劇中でも最も盛り上がる場面で挿入歌として使われている。親友同士であるマホちゃんとカヤちゃんが互いの信念から戦うことになり、それをハルくんが見守るという緊迫のシーンだ。そこでは曲が途中でフェードアウトして、マホちゃんたちの台詞せりふがスポットされるのだ。

　そのハルくんの台詞せりふを、俺は口にしていた。

『きみは一人じゃない！　だから一人だけで抱え込まないで、周りに頼ればいいんだ。僕たちは、僕はいつだってきみのことを支えて助ける！　ねえ、そうだろう？』

　要するに……今のこのピアノの空白を、そのシーンに重ねてしまおうというわけなのだけれど。

　とはいえこれは俺一人じゃうまくいかない。

　後は他のだれかが──というかこのシーンのことを知っている者が気付いてくれるかどうかにかかっているのだけれど……

　すると、

『そうだよ！　あんたはいつも自分一人で戦っているみたいに思ってるかもしれないけど……あたしたちが傍そばにいることを忘れないで……！』

　冬ふゆ姫きだった。

　俺が突然うわごとのごとくハルくんの台詞せりふを叫び出した意図をくんでくれたのか、片目をつむりながらこっちを見ると、さらに続ける。

『どんな時だって、あたしたちはあんたの隣にいる……隣であんたの背中を支えている。そのことを忘れるな……っ……！』

　冬ふゆ姫きが口にしているのはカヤちゃんの台詞せりふだ。

　ハルくんの台詞せりふを受けた、マホちゃんに向けての叱しつ咤た激げき励れいの言葉。

　それに気付いた明日あす夏かが、はっとした表情になる。

　そしてそれだけじゃなかった。

　周りの花はな村むらさんたちも俺たちのやり取りから状況を察してくれたのか（空気はやばいくらいに読める）、俺たちの台詞せりふがあたかも最初からそういう演出であったかのように、とっさにうまく並び方を変えて俺たちをステージの中央に配置してくれていた。

　うなずき合って、ハルくんとカヤちゃんの台詞せりふを続ける俺たち。

　三Ｋも雑魚ざこクリムゾン（カタクチイワシ型やドブネズミ型やダンゴムシ型）の台詞せりふを口にしてくれて。

　残るのは……このシーンのクライマックスとなるマホちゃんの台詞せりふだ。

　そしてそれを口にするべきキャストは……もう決まっている。

　冬ふゆ姫きと俺が、明日あす夏かを見る。

　その視線を受けて明日あす夏かは一瞬だけ大きく目を瞬まばたかせた。

　だけどすぐにうなずき返すと、その場で大きく息を吸い込んで、こう高らかに口にした。




『──どんなに辛つらくて苦しい時でも、わたしたちは決して諦めることなく前を向いて歩いていかなきゃいけないんだから……！』




　明日あす夏かが叫んだ、マホちゃんの台詞せりふ。

　図らずも、それはこの場にピッタリな内容であった。

　そしてそれと同時に、明日あす夏かのピアノが再開される。淀よどみのない本来の明日あす夏かの旋律が、会場中に流れるように響き渡った。

「え、これって……演出なのかな？」

「そうみたいだよね？　最初はどうなるのかと思ったけど」

「こういうのも面白いね。なんか舞台みたい」

　観客たちの反応も上々みたいだった。

　ただ先生たちの席では、

「なっ、あ、あいつらは何をやってるんだ……合唱コンクールはミュージカルじゃないというのに……」

「まあまあ、いいじゃないですか。学内の行事なんですから、少しくらい大目に見ましょうよ」

「ですが天あま宮みや先生……」

「ほら、見てください。生徒たち、みんなすごくいい表情をしていますよ」

「それは……」

「合唱コンクールは生徒たちのためのものじゃないですか。だったら少しくらいのアクシデントやサプライズは、結果オーライですよ。それにもしも保護者からクレームなどが来たら、あたしが対応いたしますから」

「……分かりました。天あま宮みや先生がそうおっしゃるのなら……」

「ありがとうございます」

（ふふ、なんかこういうみんなが一つになる雰囲気って、懐なつかしいな。あたしたちの時も……裕ゆう人ととか乃の木ぎ坂ざかさんとかが中心になって、こんな風に思いも寄らないようなことをたくさんやってたもんね）

　そんなやり取りが交わされていたが、天あま宮みや先生がフォローしてくれたということを、後で聞いた。うーん、やっぱりいい先生だ。

　ともあれ最終的にはこの上なく和やかな雰囲気で。

　合唱コンクールは終わりを告げたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる82]（秘密レベルＣ）

　意外と緊張しやすいらしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる83]（秘密レベルＡ）

　マジカルトランキライザーヘッドスパはかなり効果的らしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる84]（秘密レベルＡ）

　緊張でピアノ演奏を失敗しそうになったものの、『ドジっ娘マホちゃん』の台詞せりふで復活した。
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「それじゃあ合唱コンクール、審査員特別賞を祝して、かんぱーい！」

「「「かんぱーい！」」」

　ここ最近で割と通い慣れた駅前のカラオケボックスの一室で、花はな村むらさんのそんな声が響き渡った。

　三十人は入ろうかという一番広い部屋は、笑顔のクラスメイトたちで埋め尽くされている。

　色々とアクシデントはあったものの審査員特別賞という結果に終わった合唱コンクールの打ち上げが、行われているのだった。

「やー、でも賞とれてよかったよねっ！　乃の木ぎ坂ざかさんのピアノが止まりそうになった時にはやばいことになるかと思ったけど、ちゃんと復活してよかったよかった！」

「す、すみませんでした、危なっかしくって……」

「ううん、なんかミュージカルみたいだってウケてたからいいって。結果オーライってやつ！」

「うちらも何か楽しかったし、ぜんぜんありじゃね？」

「おかげで思い出に残る合唱コンクールになったよ」

「これなら、来年は自由曲をヴィジュアル系にしてもいけそうな気もしますよね？」

　そんなことを言いながら花鳥風月の四人が明日あす夏かを取り囲む。

「そういえば、澤さわ村むらっちも大活躍だったよねっ！」

「え？」

「ほら、最初に乃の木ぎ坂ざかさんの様子がおかしいことに気付いてミュージカルを始めたのって澤さわ村むらっちじゃん？　あれがなかったらたぶんうちらもどうしていいか分かんなかったし」

「や、それは……」

　本番前から明日あす夏かが緊張してることが分かってたからいち早く動けただけで……

　だけどそんなことは花はな村むらさんたちは聞いちゃいない。

「あれだよね？　やっぱ謎アイコンタクトをするだけの仲だよねっ！　ひゅーひゅー」

「なーんか怪しくね？　澤さわ村むらっちと乃の木ぎ坂ざかさん」

「まあまあ、いいじゃないか。そういうことに深く突っこむのは野暮というものだよ」

「えー、でも気になりますよぉ」

　顔を近づけながらぐいぐいと突っこんでくる。だ、だから、ムダに距離が近いんですけど……

「あ、そうだ、澤さわ村むらっちもライソ交換しようよ？　せっかく仲良くなれたんだし、これからももうちょっと絡からもうよっ？」

「え？　あ、ああ、いいけど……」

「よし決まり！　乃の木ぎ坂ざかさんも乃の木ぎ坂ざかさんも！　じゃあＱＲコード出して出して！」

「あ、は、はい」

　二人して慣れないライソ交換作業にじたばたしながらスマホをいじっていると。

「あれー善よし人と、いつの間にそんな花はな村むらさんとかと仲良くなったのー？」

「え？」

　と、冬ふゆ姫きがそんなことを言ってきた。

「ふっふっふ、実は澤さわ村むらっちとあたしたち、いっしょにカラオケに行ったりして特訓とかしてたんだよっ！　ふふふ、もうやばいくらいにマブダチってやつだね！」

「え、そうなの……？」

「え、うん、まあ……」

　仲良くなったというか、明日あす夏かに話しかけるついでにいじられるようになっただけといいますか……

　だけど何だか、冬ふゆ姫きは釈然としないような表情を浮かべていた。

「……。……ふーん、そうなんだ、花はな村むらさんたちともいつの間にかそんなことしてたんだー」

「え、どうしたんだ、冬ふゆ姫き？」

「……んーん、べっつにー。善よし人とが何してたって私には関係ないしー。あ、せっかくカラオケに来てるんだから、『ＡＭＷ研究会』のみんなと『Eternal Magic』でも歌おっかなー！」

　そう口にして、三Ｋたちのところに行ってしまう。

　だから冬ふゆ姫きが、最後に一言こう言っていたのだが、俺には聞こえていなかった。

「…………善よし人との、ばか」







　こうして、最後まで色々と波乱があった合唱コンクールは、打ち上げを含め終了した。

　結果として審査員特別賞をもらえていい思い出にもなったし、練習や本番を通じて明日あす夏かも花鳥風月の四人をはじめとしたクラスメイトたちとも仲良くなったし、得られたものは舌切り雀すずめに出てくる大きなつづらくらいには大きかったんじゃないかと思う。

　だけど。

　少しばかり予想外というか……寝耳に水な出来事が少し後に待っていた。

　合唱コンクールの一週間後の実力テストで。

　明日あす夏かはその成績を、大きく落としたのだった。
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　嵐の前の静けさということわざがある。

　大きな事件や異変が起こる前の一時的に訪れる不気味な静けさを、暴風雨が襲う前には一時的に雨や風がおさまって静かな状態になることにたとえて使われるものである。

　十月になった。

　色々とあった合唱コンクールを経て、その後の実力テストも終わり、秋が深まるとともにリアル台風が迫ってくることも多くなってくる狭間はざまの季節。

　そんな中で……俺は、最大瞬間風速五十メートルを超えるのではないかと思われる警戒レベルの嵐に直面しようとしていた。







「おはようございます、澤さわ村むらさん♪」

　朝。

　通学路の途中で、笑顔の明日あす夏かにそう声をかけられた。

「お、明日あす夏か、おはよう」

「今日もいい小春日和ですね。寒すぎもせず暑くもない、過ごしやすいちょうどいい気候で……」

　ちょこんと小首を傾けながらそう口にする明日あす夏か。

　朝からそのアルティメットな癒やし属性っぷりは健在です。

　そんなやり取りをしながら、通学路を進んでいく。

　と、

「あ、おっはよー、明日あす夏かっち、澤さわ村むらっち！」

　後ろからそんな声がかけられた。

　振り返ってみると、そこにいたのは花はな村むらさんを筆頭とした花鳥風月の四人だった。

「へー、やっぱ今日も二人いっしょなんだっ？　むむむ、これはやばいくらいに怪しくない？」

「ラブの匂いがぷんぷんするっしょ」

「いやいや、仲がいいことは良いいことじゃないか」

「そうですよ～、約束のあの丘で愛を語り合うのは素敵なことです」

　いつの間にか明日あす夏かのことを「乃の木ぎ坂ざかさん」から「明日あす夏かっち」と呼ぶようになっていて、楽しげな様子を見せている。

　あの合唱コンクール以来、花鳥風月の四人が頻繁に話しかけてくるようになった。

　もともとやばいくらいにコミュ力は高い四人だし、合唱コンクールの練習や本番のアクシデントを経て団結したという事情もあるんだろう。ふと気付くと明日あす夏かの周りでやばいやばい言っている姿を目にすることがやばいほどに多くなっていた。

　さらには、

「おっはよー！　乃の木ぎ坂ざかさんー！　昨日から始まったばっかりの『ＭＧＯ』のイベントはもうやったー？　亜神柱がなかなか手て強ごわくてさー！」

「あれは攻略のしがいがありましたな」

「私のフレンド枠が大活躍いたしました」

「乃の木ぎ坂ざかさんの『光翼をはばたかせるマホちゃん』もフル回転だったぜ！」

　こちらはいつも通りの『ＡＭＷ研究会』の面々とのやり取り。

　まだまだ〝アキバ系〟としては初心者マークが取れない明日あす夏かではあるけれど、それでもここ最近はだいぶその空気に馴な染じむことができているようだった。少しずつだけれど、〝アキバ系〟の楽しさを自分でも見付けているようだったし、『ＡＭＷ研究会』の中で自分から発言をすることも増えた。

　そう、何もかもが順調なように見えた。

　クラスメイトたちとの関係も良好で、〝アキバ系〟についての進捗も悪くはなく、明日あす夏かを取り巻く環境は全て良いい方向に変化しているように思えた。

　だからこそ……気付けなかった。

　その中に隠れた、明日あす夏かの必ずしも良いいとはいえない僅かな変化に。

「あ、そういえば今度、秋葉原で『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のイベントがあるんだったっけ。明日あす夏かは行くのか？」

「……」

「？」

「……」

「明日あす夏か？」

「……え？　あ、な、何でしたっけ、すみません」

「や、『ドジっ娘マホちゃん』のイベントがあるから明日あす夏かは行くのかなって……」

「あ、そ、そうですね。『ドジっ娘マホちゃん』の魅力はやっぱりキャラにあると思います。どのキャラもすごく魅力的で……」

「……」

　こんなやり取りが多くなった。

　話しかけると何だか上の空というか別のことを考えている感じというか。だけどそれは季節の変わり目な上にただでさえ秋はメランコリーな季節だというから、ただちょっと落ち葉に自分を重ねてしまうようなセンチメンタルなマインドになっているだけなのかと思った。

　その中に隠れた変化に俺がようやく気付くことができたのは……嵐がもう眼前にまで迫っていて、暴風に流された看板とか信号機とかがゴロゴロと地面を転がっている時だったんですよね……








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる85]（秘密レベルＢ）

　花鳥風月の四人や『ＡＭＷ研究会』のメンバーたちと、以前よりも仲が良くなっている。
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　十月の上旬。

　その日は三連休の一日目で、世間にはどこか浮ついたような空気がデパートの屋上のアドバルーンのごとく漂うとともに、街ゆく人たちの服装も変わり少しずつ景色が秋めいてき始める、とある土曜日のことだった。

　俺は自宅で、スマホをいじりながらぼんやりとテレビを見ていた。

　三連休だからといって特に予定はない。

　だれかと約束をしているわけでもないし休日の昼間から熱中するほどの趣味があるわけでもない。両親は相変わらず仕事で家に帰ってこないし、鈴すず音ねのやつは朝から友だちと東京タワーの蠟ろう人にん形ぎよう館かんに遊びに行っているし（渋い……）、家族から置き去りにされた定年退職後の無趣味のおっさんのごとく家に一人取り残された俺にできることといえば、居間のソファでイモムシのようにゴロゴロしながら『ＭＧＯ』のメインストーリーをチマチマと進めることくらいだった。

「ヒマだ……」

　スマホのディスプレイに映るタラバガニ型クリムゾンを眺めながら、そういえば昼ご飯はサイズ四倍増しのメガカップ焼きそばにしようかそれともワカメ七倍増しのメガワカメラーメンにしようかと考えを巡らせていた、その時だった。

　～～～♪

「ん……？」

　玄関のチャイムが鳴るのが聞こえた。

　だれだろうか。土曜の昼前だし、何かの勧誘とかの可能性も高い。面倒くさいのでスルーしようかとも思ったけれど、そういえばアマゾンでトイレットペーパーとキッチンペーパーを頼んでいたことを思い出して、しかたなしにソファに磁石のように張り付いた重い腰を上げる。

「はいはーい」

　なおも鳴り響くチャイムに返事をしながら駆け足で玄関のドアを開ける。

　するとそこにいたのはこの地区担当でいつもプルプルと震えている宅配員のおじいちゃん……ではなかった。

「え……？」




「こ、こんにちは、せんせー」




　玄関の向こうでこっちに向かって手をひらひらと振っていたのは……小さく笑みを浮かべる明日あす夏かだった。

「えへへ、せんせー、来ちゃった♪」

「え、明日あす夏か……？」

「うん、そだよ、わ・た・し♪」

「……」

　え、明日あす夏かが何でうちに……？

　一瞬深層心理で明日あす夏かを求める俺の精神が見せた幻覚か何かじゃないかと疑うものの、何度目をこすっても顔面にパンチを入れてみても明日あす夏かは消えない。

　秋らしくチェック柄を取り入れたかわいらしい服装で、多数の〝秘密〟を抱えるシークレットお嬢様は確かにそこに立っていた。

「え、ど、どうしたの、明日あす夏か？」

　若干挙動不審になりながら尋ねると、明日あす夏かはこう口にした。

「あのさ、せんせー、これからって時間ある？」

「え？　あ、うん、大丈夫だけど……」

　相変わらず予定としては鈴すず音ねのハエトリグサ（ザンギエフ）に水をやるくらいしかやることはありません。

「そっか。だったら今から、いっしょにお出かけしない？」

「お出かけ？」

「うん、そ。ちょっと行きたいところがあるんだよ。あれかな、デートだよ、デート♪」

　ぱちりと片目をつむりながらいたずらっぽく言う。

　行きたいところってのはどこなのだとか、そもそもどこか行きたいところがあるのなら明日あす夏かの性格上事前に計画を立てそうなものなのにだとか、疑問点は多数あったものの、そのお誘い自体は断る理由は欠片かけらほどもなかった。

「ん、分かった。じゃあ支度するから、ちょっとだけ待ってて」

「うん、りょ～かい♪」

　にこやかにそう答える明日あす夏かにうなずき返して、『焼肉定食』と胸に書かれていた部屋着から着替えるべく急いで部屋へと戻ったのだった。







　こうして明日あす夏かと出かけることとなったわけなのだけれど。

　実のところ……これがここから始まるこの上ないくらいにドメスティックな大騒動の前振りだったということに、この時の俺は桜エビの触覚ほども気付いていなかったのだった。







　明日あす夏かが向かったのは、最寄り駅だった。

「？　電車に乗るの？」

「うん、そだよ～」

　そう言う明日あす夏かとともにＪＲ線に乗り込む。

　そのまま十五分ほど電車に揺られ、途中で山やまの手て線せんに乗り換えて。

　たどり着いたのは夏休みのキャンプに行く際にも経由したターミナル駅……新しん宿じゆく駅えきだった。

「行きたいところって、新宿なの？」

　新しん宿じゆくは大きな街だけれど、あまり〝アキバ系〟の観点からはメジャーな街ではない。どちらかと言えばアウェーな感じだ。

「ん～、ちょっと違うかな。新宿は通り道？」

「そうなのか？」

「うん。あ、せんせー、お腹なかすかない？」

「お腹なか？　それは空いてるけど……」

「だよねだよね？　だったらあれ買おうよ♪」

　そう言って明日あす夏かが指さしたのは、ＪＲの改札内にある駅弁屋だった。

　店舗はそこまで広くはないのだけれど、ラインナップは豊富で、全国の三十種類ほどの駅弁が揃そろえられているらしい。

「せんせーとわたしとで違うのを二つ買ってさ、はんぶんこしようよ。そうすれば二倍楽しめてお得だよ♪」

「え、それはいいけど……駅弁なんてどこで食べるんだ？」

　ここからまたどこかに移動するのならこの近くの店で済ませてしまった方がいいし、移動先で食べるというのなら駅弁は手荷物になってしまう。

　そう指摘すると、明日あす夏かはちょっとだけ声を濁すようにしてこう言った。

「あ～、それならだいじょうぶかな、たぶん」

「え？」

「電車の中で食べればい～んだよ。これから乗るのは、お弁当を食べててもあんまり違和感のない電車だから、そのへんは気にしなくていいっていうか」

「……？」

　駅弁を食べていても違和感のない電車……？

　そんなの、新幹線とか座席が回転して四人がけになるような特急列車とかくらいしか思い浮かばないんですが。

「なあ明日あす夏か……いったいどこに行こうとしてるんだ？」

　何だか微妙にイヤな予感がしてきたため、そう尋ねる。

「え～、それ、知りたい？」

「知りたい」

「ん～、どうしても？」

「どうしても」

「う～ん、そっか～」

　すると明日あす夏かは観念したようにこっちを見上げて……こう答えたのだった。




「──あのね、箱はこ根ねだよ、せんせー♪」








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる86]（秘密レベルＢ）

　秋服も常軌を逸してかわいらしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる87]（秘密レベルＣ）

　電車の中で駅弁を食べたいらしい。
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　ロマンスカー。

　新しん宿じゆくや東京メトロと箱はこ根ねや片かた瀬せ江えノの島しまなどを結ぶおしゃれなデザインの特急列車であって、特に都心から箱はこ根ねへ向かう足としてはその便利さが際きわだっており、年齢性別を問わず多くの層に人気がある……らしい（スマホで調べた）。

　その車内は、三連休の初日ということで賑にぎわいを見せていた。

　辺りを見回せば三世代と覚しき家族連れ、仲なか睦むつまじいカップル、大人の休日倶く楽ら部ぶご愛用な年配のグループなどでいっぱいで、ほぼ満席状態である。

「えっと、わたしたちの席は……あ、ここだ！」

　声を弾ませながら、弾むような足取りで明日あす夏かが座席へと駆け寄る。

「一号車の三Ａと三Ｂだから間違ってないよね。あ、せんせー、窓まど際ぎわに座る？」

「や、俺は通路側で大丈夫」

「そっか、じゃあわたしが窓まど際ぎわっと」

　ぽふんとスカートの裾を翻ひるがえらせて明日あす夏かが座席に座る。

　その手には、さっき新しん宿じゆく駅えきの店で買った駅弁の入ったビニール袋。

「ね、ね、せんせー、やっぱり駅弁は電車が出発して少し経たってから食べる方が乙だよね？」

「ん、ああ、そうかも」

「だよねだよね？　じゃあお腹なか空いたけどもう少し待とうっと♪」

　楽しげな明日あす夏か。

　そんな明日あす夏かとは裏腹に……俺の頭の中はクエスチョンマークで満たされていた。

　いや、何だって突然箱はこ根ねなんでしょうか？

　新しん宿じゆくからロマンスカーで一時間ほどの観光名所。

　そうだ箱はこ根ねに行こう、じゃないんだから。

　箱はこ根ねと聞いて、まず頭に浮かんだのが聖地巡礼だった。

『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』箱はこ根ね編へんというのがあって、自分に自信をなくしたマホちゃんが魔法少女を辞めることを決心して、自分を見つめ直すために一泊二日の温泉旅行に箱はこ根ねへと出かけ、その先で様々なトラブルに巻き込まれるという内容である。一時はそれの影響で〝アキバ系〟たちによる箱はこ根ねへの聖地巡礼がかなり盛んだったこともあった。

　とはいえそれはもう二、三年前のこと。なので、今さらそれを目的に箱はこ根ねに行くと言われても少し違和感が残る。いや最近〝アキバ系〟に目覚めた明日あす夏かだからその可能性もないわけじゃないんだけれど。

　ちなみにいちおう理由は訊きいてはみたものの、「ん～、それは……今は〝秘密〟かな？」と言って、教えてくれなかった。いやまあ明日あす夏かが行くというのなら俺としてはその理由が何であれ、カルガモの親子のごとく付いていくことには変わりはないのだけれど……

「あ、この『箱はこ根ね山さん麓ろく豚とん炙あぶり焼弁当』、おいしい！」

　と、開封した駅弁を頰張って明日あす夏かが声を上げた。

「炙あぶり焼やきされた豚肉が香ばしくてタレの味がちゃんとしてて、まあ付け合わせのわさびがアクセントにすっごくいいっていうか……あ、せんせーも食べてみなよ！　ほら、あーん」

「え、い、いや」

「どうせはんぶんこするんだから遠慮しないで。はい、あーん♪」

「……」

「あーん♪」

「あ、あーん……」

　そんなもはや恒例となってしまった「あーん」とかをやりながら、ロマンスカーは箱はこ根ねへと向かって進んでいく。

　これだけなら、ある意味でいつもの明日あす夏かと俺とのやり取りとも言えるのだけれど……

「……」

　だけどそれだけじゃないんですよね。

　実のところ最初にうちを訪ねてきた時から違和感があったというか、気にかかっていることがあった。

　それは何かと言うと……

「は～、でもやっぱりこういう特急列車っていいね～。何だろ、ちょっとした小旅行気分で、テンションが上がってくるっていうか♪」

「うん、それは分かるかも」

「だよねだよね！　う～ん、なんかたぎってきた～！　ロマンスカーパワーだよ！」

　何だか明日あす夏かの様子が……少しおかしいように思えるんですよ。

　いや突然顔面に奇妙な模様の隈くま取どりを描き始めたりだとか、いきなり奇声を発して狩りをするメスライオン型クリムゾンのモノマネをやり始めるだとかみたいに、分かりやすくおかしいわけじゃない。

　ただテンションが僅かにいつもとは違うというか……何だか、無理をして明るく振る舞っているように見えるんですよね。や、本当に微妙なニュアンスの問題なんだけれど……。あとはさっきから、やたらとスマホを気にしているような素振りをしているのも、本人は隠しているつもりらしかったけど、目に付いた。

「ん、どしたの、せんせー。わたしの顔に何かついてる？」

　と、視線に気付いたのか、明日あす夏かがそう首を傾けてきた。

「いや、そういうわけじゃなくて……」

「？」

「あのさ、明日あす夏か──」

　思い切ってそのことを突っ込んでみようとして。




「う……うわぁあああああああああああんんん……！」




　突然、背後から子どもの泣き声が聞こえてきた。

　見てみると、通路の真ん中で小学校低学年くらいの女の子がしゃがみこみながら大声を上げていた。たぶん走っていて転んでしまったんだろう。抱えているヒザのところが、擦りむけて少し赤くなってしまっている。

　両親は近くにいないのか、気にはしているもののだれも助けようとする様子はない。ここは何とかした方がいいか……

　そう思い立ち上がろうとするも、それよりも早く動く者がいた。

「だいじょうぶ？」

　明日あす夏かだった。

　駆け寄って女の子の前でヒザを折ると、優しい声でそう問いかける。

「……う、うう……だいじょうぶじゃない……あし、いたい……」

「そっか～。痛いのにがんばっててえらいね。じゃあそんな偉い子は、おね～さんたちといっしょにお菓子食べる？」

「え、お菓子、あるの……？」

「うん、あるよ。グミとかキャンディとか冷凍ミカンとか」

「え、たべるたべる！」

　泣なき止やんでそう声を上げる女の子を、座席まで連れてくる。

「せんせー、わたしのバッグにお菓子とか冷凍ミカンとかが入ってるから、悪いけど出してくれないかな～？」

「ん、了解」

　言われた通り明日あす夏かのカバンからお菓子と冷凍ミカンを取り出して（冷凍ミカンまた持ってたんですね……）、明日あす夏かと女の子に渡す。

「わ～、グミだ！」

「好きなだけ食べていいよ～？　冷凍ミカンもね」

「ありがと～！」

　お菓子（と冷凍ミカン）に囲まれた女の子は、すっかりご機嫌になっていた。

　果実そのものの食感が味わえると評判のちょっとお高いマスカット味のグミを食べながらこっちを見ると、

「ね～ね～、おねえさんたち、かっぷるなの？」

　いきなりそんなことを言い出した。

「！」

「ぶぼっ……！」

　突然の突っ込みに、口に含んでいた緑茶をマーライオンのごとく吹き出しそうになった。

「え、あ、え、ええと……」

「な、何を言って……」

「え～、ちがうの？　だってすっごくなかよさそうだし、だんしとじょしがいっしょにいることをかっぷるっていうんだよね？　あ、そっか」

　そこで何かに納得したように大きくうなずくと、

「かっぷるじゃなくてふうふなんだね！　おねえちゃんとおにいちゃんはらぶらぶなふうふ！」

　さらに一段階上の問題発言をぶっこんできてくれました。

「ふ、ふふふふふふうふぅふう……」

　あまりの動揺に、明日あす夏かは熱いものを冷ます人みたいになってしまっている。

　いや前の鈴すず音ねといいこの女の子といい、小学生の間では男子と女子を見たら夫婦と思うのが流行はやってるんですかね……？

「ちがうの～？」

「や、い、いやこれは何というか……」

　何て答えたらいいのかものすごく困る。いや明日あす夏かと俺は夫婦ではないわけなんだけれど、何だかそれを完全否定してしまうのもまた何か違うような気がして……

　少しの間、無邪気な目でこっちを見上げる女の子に何とか説明を試みようと苦闘していて。

　それからしばらくして、女の子の両親が迎えにやって来た。

　いまだ夫婦ショックから抜けられない俺たちに、何度もお礼を言いながら女の子を連れて自分たちの車両へと戻っていった。

「ばいばーい、おねえちゃん、おにいちゃん！」

　女の子はぶんぶんと手を振りながら満面の笑みを浮かべていた。

　そんな女の子の姿を見ながら何となくほっこりとした心地になるものの。

　ただ最後に、

「ふうふはいちゃいちゃしなきゃだめなんだよ～！」

　そんな爆弾みたいな一言を、車両中に聞こえるような声で響き渡らせて去っていった。

「ふ、ふうふ……い、いちゃいちゃ……あ、あわあわあわあわ……」

「あ、あー……」

　酒蒸しにされた上海シヤンハイガニみたいに真っ赤になる明日あす夏かとその隣で塩しお茹ゆでにされたアメリカザリガニみたいに反応に困る俺。

　何ていうかダメな甲殻類コンビですね……







「は、は～、何だか喉渇いちゃった。ちょっと飲み物買ってくるね」

　女の子の一件から少しして。

　明日あす夏かはそう言うと、自動販売機がある車両へと向かうべく席を離れた。

　ロマンスカーは現在、小お田だ原わらを過ぎた辺りである。もうあと十分もすれば終点の箱はこ根ね湯ゆ本もと駅えきに到着するだろう。

　明日あす夏かは箱はこ根ねでいったい何をするつもりなんだろう。

　というかそもそも様子が少しおかしいのも気になるし……

　公園でパンダの着ぐるみを着せながら散歩をさせられているお座ざ敷しき犬いぬ（犬はイヤそう）の姿を目にした時のようにもやもやとした心地になっていた、その時だった。

　ヴィンヴィンヴィンヴィンヴィン……！

　ポケットの中で何かがまろやかに振動した。

「うほおっ！」

　思わず発情期のゴリラみたいな声が出る。

　ポケットに手を突っ込んでみると、スマホが着信を告げていた。ディスプレイに表示されているのは知らない番号である。

　普段は知らない番号には出ないことにしているため少し迷ったものの、何となく虫の知らせを覚えて出てみることにする。

　すると──

「はい、もしもし──」

『おに～さん！　おに～さんだよね？　わたしだよ、わたし！』

「え、あ、はい」

　いきなりそんな声が耳に飛び込んできた。

　一見（一聴？）すると新手のわたしわたし詐欺かとも思われるけども、だけど俺のことを「おに～さん」と呼び、なおかつ少し鼻にかかったその声には聞き覚えがあった。

「美み夏かさんですか？」

『そうだよ～！　他にだれだと思ったの？　わたし以外におに～さんのことをおに～さんって呼ぶおんながいるってこと？』

　いやそんなこと言われましても。

「それでどうしたんですか？　何か用でも……」

『ど、ど～したもこ～したものないよ！　ねえ、今そこに明日あす夏かちゃん、いる!?』

「え？　あ、はい。今はちょっと席を外してますけど、いますよ」

『……』

「美み夏かさん？」

『よ、よかった……やっぱりおに～さんといっしょだったか……』

「え、どういうことなんですか？　明日あす夏かが何か……」

『な、何か、じゃないよ～』

　どこか切羽詰まったような声。

　そして次に聞こえてきたのは、こんな聞き流せない内容だった。




『明日あす夏かちゃん、家出しちゃったんだよ……！』








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる88]（秘密レベルＣ）

　冷凍ミカンは常に持ち歩いているらしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる89]（秘密レベルＡ）

　やっぱり夫婦という単語には反応してしまうらしい。
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　箱はこ根ね湯ゆ本もと駅えきは、天井の高い大きな造りだった。

　比較的最近リニューアルされたという駅舎は清潔な印象で、たくさんの観光客でごった返している。特産品であるアジやカマスなどの魚の干物や、寄木細工などを売っている土産物屋も充実しているようだった。

　とはいえ俺たちは改札から出ることはせずに、そこから対面のホームにあった箱はこ根ね登と山ざん鉄てつ道どうに乗り換えて、さらにズンズンと箱はこ根ねの奥へと進んでいく。

「え、どこまで行くつもりなの……？」

　周囲の景色がすっかり山の中になった辺りで、さすがに不安になったので訊きいてみた。

「ん～、もうちょっとかな？　……えっと、この電車の終点のあたり？」

「……」

　それってかなり僻へき地ちですよね……？

　うちを出てからすでに二時間近くが経過している。ここからだと帰るのにも一苦労だ。

　そしてもう一つ、気になっていること。

「明日あす夏か、何か隠し事してない？」

「え？」

　そう尋ねると、明日あす夏かの表情がピキッと固まった。

「え？　し、してないよ？　か、かくしごとって、何のこと？　ライター業？」

「ホントに？」

「う、うん、それはその、ちょっと言ってないことはあるかもしれないけど……ウソとかはついてない……よ？」

　盛大に目を平泳ぎさせながらそう口にする。

　うーん、分かりやすいというか、隠し事ができない性格なんですよね……

　ツインテールを小刻みに震わせながら動揺している明日あす夏かを見つつ、さっき交わした美み夏かさんとの会話を思い出す。







「……え、い、家出……？」

『そうなんだよ～！　「しばらく家には戻らないので探さないでください」っていう置き手紙を残して。あ、今はおに～さんといるから、駆け落ちってやつなのかな……？』

　いや駆け落ちって。

　とはいえ少しだけいつもの美み夏かさんのペースが戻ってきたみたいだった。

『とにかく、明日あす夏かちゃんは家出しちゃったの！　スマホの電源も切っちゃってるみたいでＧＰＳも使えないから、ずっと探してたんだよ～』

「家出って……何があったんですか？」

　問題はそこなんですよね。

　何だって明日あす夏かはそんな未成年の主張みたいなことをしているんだろうか。

『それは……』

「美み夏かさん？」

『…………』

　僅かな沈黙。

　だけどすぐに、返事が戻ってきた。

『……うん、そだね。おに～さんにはちゃんと伝えておくのが筋だよね。普段からあれだけ明日あす夏かちゃんのことを気にかけてくれてるし、何より今いっしょにいる駆け落ちの相手なんだし……』

　いや駆け落ちはもういいですから。

　内心で突っ込む俺に、美み夏かさんは続けた。

『実は今ね……明日あす夏かちゃんの両親がこっちに戻ってきてるの』

「え、明日あす夏かの……？」

『うん。わたしのお姉ちゃんと、その旦那さん。ほんとは八月終わりに一回戻ってくるはずだったんだけど、仕事関係でちょっと遅れちゃったらしくて今になっちゃって……あ～、それは別にいいや』

　そこで一度言葉を切る。

『で、とにかく今は二人とも日本にいるの。珍しく長期滞在みたいだから、こっちのわたしの家にも泊まりに来てて……。それで詳しいことはわたしもまだ把握してないんだけど……どうも明日あす夏かちゃんはお父さん──わたしのお姉ちゃんの旦那さんね──とケンカしちゃったみたいなんだよ』

「お父さんとケンカ……？」

『うん。昨日の夜に大きな声が聞こえてきたから、何かと思って見に行ってみたら明日あす夏かちゃんと旦那さんが言い合いをしてて……。内容までは分かんなかったんだけど、すごい緊迫した空気だったんだよ。何があったのか訊きいてみようとしても明日あす夏かちゃんはそのまま部屋に戻っちゃうし、おに～さん……あ、こっちは明日あす夏かちゃんの父親の方ね、も事情を話してくれないしで、もうわけが分かんないってゆうか……』

「……」

　両親とのケンカなんてものは俺だってよくするけれど、理由は成績が落ちただとかスマホのパケット料金を使いすぎただとかそんなくだらないものがほとんどだ。だけど明日あす夏かの場合は多数ある〝秘密〟と、両親とは長い間離れて暮らしているという事情がある。何となくだけれど、ただのケンカではないような気がした。

『今は那な波なみさんといっしょに父親の方を詰めてる最中だから、事情はもうちょっとした分かると思う。だからおに～さん……その間は明日あす夏かちゃんのことをよろしくお願いできるかな？』

「は、はい、それはもう……！」

　言われなくとも、そんな状況ならこっちから申し出たいくらいだ。

　父親とケンカをして家出している明日あす夏かを放っておくなんて、雨の中段ボールに入ってミーミーと鳴いている子猫を放っておけないくらいにできるわけがない。

『うん、お願いね。また何かあったらすぐに連絡するよ。おに～さんにだったら、安心して明日あす夏かちゃんのことを任せられるから』

　そう言って、電話は終わったのだった。







「──よ～し、到着っと」

　箱はこ根ね登と山ざん鉄てつ道どうの終点である強ごう羅ら駅えきに辿たどり着ついて。

　ぴょこんと電車から降りた明日あす夏かがそう声を上げた。

「ここは……」

「強ごう羅らだよ。ほら、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』箱はこ根ね編へんでマホちゃんたちが接待旅行を満喫してたところ。せんせーも知ってるよね？　あれ見てから、来たいと思ってたんだ～」

「え、じゃあやっぱりここに来たのは聖地巡礼が目的で……？」

「ん～、そだね。ていってもそれだけじゃないんだけど……」

　少しだけ言葉を濁しながらそう言う。

　それだけじゃない、の奥に隠されているのは、やっぱり父親とケンカをして家出をしたことなんだろう。

　何だって明日あす夏かは父親とケンカなんてしたんだろうか。

　明日あす夏かは明るく素直で気のいい性格で、およそそんなこととは無縁のように思えるのに。

　気にはなったけれど……だけど今は訊きかないことにした。明日あす夏かが黙っている以上、それはたぶんまだ訊きいてほしくないってことだ。だったら明日あす夏かがその気になってくれるまで俺は渋しぶ谷や駅えき前まえの忠実な秋田犬のように待とう。ひとまずはそう決めた。

「それじゃいこっか、せんせー」

「？　どこに？」

「どこにって、せっかくの箱はこ根ねなんだから、聖地巡りに決まってるよ～。ほら、いこっ！」

「あ、ちょ、ちょっと待ってって……！」

　そう言う明日あす夏かに手を引っ張られて、強ごう羅らの街へと走り出す。

「わ～、紅葉がすっごいきれい！　まっかっかだね～」

「お、ホントだ。すごいな……」

「マホちゃんがマジカル火炎放射器で山ごと焼き払っちゃった有名な大文字焼きも見えるよ～！　あ、いっしょに写真撮ろうよ、せんせー」

「あ、うん」

「それじゃ撮るよ～？　引っ越しの時にトラックに積むものは？」

「引っ越し用品ー！（俺）」

「に～（明日あす夏か）」

　ちょうど時期だった紅葉を楽しみながら写真を撮ったり。

「ううん……けっこう難しいな、トンボ玉」

「そだね。でもきらきらしてて丸っこくてすっごくきれい。あ、できたら交換して、スマホに付けようよ！」

「あ、それいいかも」

「でしょでしょ！　わ～い、せんせーとの取り替えっこだ♪」

　観光スポットである強ごう羅ら公こう園えん内のクラフトハウスでオリジナルのトンボ玉を作って交換したり。

「う～ん、お蕎そ麦ば、つるつるでおいしいね～」

「ああ、マホちゃんたちも食べてたんだっけ？」

「そうそう。あ、そっちのヨモギを練り込んであるのもおいしそう。ね、ね、ちょっともらってもいい？」

「え、うん、大丈夫」

「やった！　いただきま～す……うん、こっちもおいしい！」

　さらには二人で箱はこ根ねの特産品だという蕎そ麦ばを食べたりもした。

「あはは、箱はこ根ね三ざん昧まいだ～♪」

　楽しそうに笑みを浮かべる明日あす夏か。

　それだけを見ると、何というか本当に、ただ二人きりでのんびりと箱はこ根ねデートをしているみたいだった。

　そんなことをしている内に、やがていつの間にか日が落ちていた。

　秋の日はつるべ落としだったっけ？　辺りは急速に暗くなり始めていて、気付けばあれほどたくさんいた観光客たちの姿も、潮が引いたようにだいぶ少なくなっていた。

「どうする明日あす夏か、そろそろ帰ろうか……？」

「ん～……」

　その言葉に一瞬だけ明日あす夏かは迷うような表情を見せた。

　だけどすぐにツインテールをふるふると振って、

「や、まだだよ。せっかく箱はこ根ねまで来たんだから、温泉に入っていかなきゃ！」

「温泉？」

「うん！　いいとこがあるんだよ。いこっ！」

　そう言って明日あす夏かが再び歩き出す。

　たぶん日帰り温泉とかリゾートスパ的な何かだろう。『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』箱はこ根ね編へんでも、マホちゃんたちは一日の終わりに温泉に浸つかっていた。確かにそれに倣ならって一日を締めくくるのも悪くはないかもしれない。

　そう考えながら俺の手を引く明日あす夏かに付いて歩くこと五分。

「ん、着いた。ここだよ」

「ここは……」

　目の前にあったのは……ものすごく高級そうな旅館だった。

『強ごう羅ら翠すい光こう楼ろう』と書かれた看板のある立派すぎる門構え、その奥に続く木々が鬱うつ蒼そうとした敷しき地ち、ちらりと見える趣のありそうな豪ごう奢しやな建物。え、いくら日帰り温泉とはいっても、ここはさすがにキャパオーバーじゃないですか……？

「え、こんなところ、大丈夫なのか……？」

　不安に思いながら訊きくと、明日あす夏かはさらりとこう答えた。

「うん、いいとこだよ。昔、来たことがあるところだから、そこは折り紙付きかな」

「そ、そうじゃなくて、お値段的に……」

　どう見てもお高そうな高級旅館なんですが。ほら、水を飲むだけで八百円とか取られそうな……

　すると明日あす夏かはさらにこう口にした。

「それはだいじょうぶ。お年玉とかを貯ためてた、十万円貯たまる貯金箱をいっこ持ってきたから。それは一週間連泊とかは無理かもしれないけど、一泊するくらいのお金はぜんぜん余裕だよ♪」

「そ、そっか……」

　一泊するくらいならぜんぜん大丈夫なのか……

「……」

　…………

　……

　……って、今何て言いました？

　俺の耳が高所での気圧でポンコツになってしまったのでなければ、『一泊』って聞こえたんですが……？

　そう尋ね返すと、明日あす夏かは「え？　あ～、うん、それはね～」とちょっとだけ曖昧な表情を浮かべた。

　そしてくるりとこっちに向き直ると、ぴっと人差し指を立てて、こう言ったのだった。




「──ん、そうだよ。今日はここにせんせーとわたしとで、泊まるの♪」








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる90]（秘密レベルＳ）

　父親とケンカをして家出中らしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる91]（秘密レベルＳ）

　どうやら箱はこ根ねで一泊する……らしい。









　　　　４




　通された部屋は、二十畳はあろうかという立派すぎる部屋だった。

　ゆったりとした居間には大きなテーブルと座り心地のよさそうな座椅子が用意されていて、窓の向こうには雄大すぎる絶景とともにそれを眺めることができるテラスが備え付けられている。おまけに部屋付きの露ろ天てん風ぶ呂ろまであるようである。いやなんかその露ろ天てん風ぶ呂ろのスペースだけでうちの居間くらいの広さがあるんですが……

「それでは、ごゆっくりお過ごしくださいませ」

　そう言って、女将おかみさんらしき人は出ていった。

　いやどう見ても高校生な俺たち二人なのでお断りされるかとも思ったけれど、そんなことはまったくもってなかった。女将おかみさんが昔泊まりに来たことがあるという明日あす夏かのことを覚えていたらしく、幸か不幸か何も咎とがめられることなく快く迎え入れてくれた。

「ふ～、今日は色々あって疲れたね～。ほら、せんせーもくつろいでくつろいで。あ、お茶いれよっか？」

「え、いや、大丈夫」

　そこは大丈夫なんだけど……別の意味では大丈夫じゃないといいますか。

　まさかこんなこと（一泊）になるとは思ってもいなかった。

　それもこんな温泉旅館で。家には後で鈴すず音ねに連絡を入れておけばいいとしても、これじゃあ本当に駆け落ちじゃないですかね……？

　座椅子にもたれて足を伸ばしている明日あす夏かを見ながらそんなことを思っていると、

「あ、この部屋、露ろ天てん風ぶ呂ろがついてるんだ？　色々歩いて汗もかいちゃったし、ご飯前に入っちゃおっかな～」

「ん、いいんじゃないか。俺は後で大丈夫だから」

「そっか。じゃあお先に失礼するね！」

　そう言って立ち上がると、明日あす夏かは脱衣所へと消えていった。

　──と思いきや、扉の端からぴょこんと顔を出して、こんなことを言ってきた。

「せんせーもいっしょに入る？」

「は、入りません！」

「へへ～、残念♪」

　そう小さく舌をぺろりと出して、今度こそ脱衣所の扉は閉められた。

　ま、まったく、冗談だとは分かっていてもそんなことを言われると一瞬心臓がやばいくらいに過剰なアクションで反応するといいますか……

　アイドリング中のエンジンみたいになってしまった動どう悸きを、般はん若にや心しん経ぎようを黙読することで無理矢理落ち着かせる。

　とはいうものの……

「ふふふふ～ん♪」

　外にある露ろ天てん風ぶ呂ろからはそんな明日あす夏かの鼻歌と、ちゃぷちゃぷというお湯の音が聞こえてくる。

　もちろん聞こえてくるのは音だけなのだけれど、僅か壁一枚を隔てた向こうで明日あす夏かが温泉に浸つかっているのかと思うとどうしても邪よこしまな煩ぼん悩のうがあぶくのように湧き上がってくるのであって……ダ、ダメだダメだ、もっと般はん若にや心しん経ぎようを唱えないと……！

　心の中で観かん音のん菩ぼ薩さつを思い浮かべながら般はん若にや心しん経ぎようの速読をしていた時だった。

「きゃ、きゃあああああっ……！」

　ふいに露天スペースの方から、明日あす夏かの悲鳴が飛び込んできた。

「！」

　な、何だ、何が起きたんだ？　風ふ呂ろ場ばの床が抜けたとか、まさかとは思うけど変質者がコアラのように木に張り付いて覗のぞいていたとか……？

　ともあれこのまま放っておくわけにはいかない。慌てて脱衣所を抜けて風ふ呂ろ場ばへと駆け付ける。

「ど、どうしたんだ、明日あす夏か！」

　すると──

「せ、せんせー……!!」

　がばっ……！

　泣きそうな声を上げた明日あす夏かが、弾丸のような勢いで抱きついてきた。

「あ、明日あす夏か……!?」

「せ、せんせー……あ、あそこ！　あそこに……！」

　必死な声で指さす。これは本当に近くの木に覗のぞき魔でもいるのかと思いきや……

「え……？」

　そこにいたのは、浴槽の縁でリーリーと鳴くコオロギの姿だった。

　大きさにして三センチくらい。まだ子どもなんだろう。むしろ明日あす夏かの悲鳴に気け圧おされたかのように、後ずさりをしている。

「……。……ええと……」

「……う、うう……は、早くどこかにやって～……」

「あー、うん」

　浴槽の近くまで行って手で追い払う。

　驚いたかのように飛び跳ねたコオロギは、あっけなく闇の中へと消えていった。
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「ほら、追い払ったから……」

「も、もういない……？」

「うん、大丈夫」

「そ、そっか……ありがとー、せんせー……」

　明日あす夏かが大きく胸をなで下ろす。

　本当にあの小さなコオロギが怖かったんですね……

　やれやれ、ともあれこれでとりあえず解決ですかね……と思いかけて。

　と、そこで明日あす夏かも俺も、現状に気が付いた。

　風ふ呂ろ場ばでしがみつくようにして俺の胸に抱きついている明日あす夏か。そして風ふ呂ろ場ばという場所柄、当然というか何というか、その姿は何も着衣のない生まれたままの姿なのであって……

「あ、わ、悪いっ……！」

「あ、う、ううん……っ……！」

　慌てて離れて、お互いに反対を向く。

「そ、そんなつもりじゃなかったんだ！　その、明日あす夏かの悲鳴が聞こえたから何かと思って……」

「わ、分かってるよ、う、うん……っ……！」

「じゃ、じゃあ、俺は出てるから……」

　そう言ってそそくさと室内に戻ろうとして。

　きゅっ……

「え……」

　後ろから、小さく服の裾が引っ張られるのを感じた。

「あ、明日あす夏か……？」

「……」

　え、これは何ですかね……？　今度はクツワムシでも出たとか？　あるいは振り返るわけにもいかないため確認できないんだけど、実は引っ張っているのは明日あす夏かじゃなくて赤子を連れた女性の霊とかだったらかなりイヤなんですが……

　どうリアクションしようか迷う俺に、

「いっしょに……入る？」

　そんなか細い声が、聞こえてきた。

「え……？」

　それは台詞せりふこそさっきと同じものの、その声のトーンは雪見大福と満月くらいにまるで違うものだった。

「だ、だって、濡ぬれたまんまで抱きついちゃったから、せんせー、びしょびしょだよ……？　こ、このままじゃせんせー……風邪引いちゃうかもしれない。だから……」

「い、いや、でも」

「ほ、ほら、電気消せば、何にも見えないから……」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

　そういう問題じゃないような気がします。いやどういう問題なのかさっぱり分からないのだけれど。

「わ、わたしはだいじょうぶだから……」

「だ、だけど……」

「せ、せんせーがイヤじゃなければ……はいろ……？」

　どこか心こころ許もとなげな、声。

　そこまで言われてしまったら、さすがに断るのは逆に悪いように思えてきて……

「わ、分かった……」

「え……？」

「じゃ、じゃあ、入らせてもらう。服を脱いでくるから、ちょっと待ってて」

「う、うん……」

　明日あす夏かの小さな声を背中で聞いて。

　電気を消して風ふ呂ろ場を真っ暗にした後に、脱衣所へと戻ったのだった。







　胸の奥がドゴンドゴン！　と、お祭りなんかでふんどし姿のおっさんが一心不乱に叩たたきまくっている大太鼓のように波打つのを感じながら、脱衣所で濡ぬれてしまった服を脱ぐ。

　思った以上に服は濡ぬれていた。ズブ濡ぬれとまではいかないものの昨今のハイブリッドな水鉄砲をかけられたくらいには湿っていて、確かにこのままだったら風邪を引いていたかもしれない。明日あす夏かの配慮に感謝しつつ、心の中で一度深呼吸をして、脱衣所から再度露天スペースへと戻る。もちろん手ぬぐいを持っていくことは忘れずに。

「は、入るよ……？」

「……う、うん……」

　明日あす夏かの返事を確認して、露ろ天てん風ぶ呂ろスペースへと足を踏み入れた。

「……」

　電気の消された風ふ呂ろ場ばは真っ暗だった。

　光となるものは淡い月と星の明かりのみで、湯船に浸つかる明日あす夏かの姿は黒いシルエットでしか見えない。

　それでも何となく遠慮しつつ、浴槽へと身体からだを沈めた。

「ふう……」

　少し熱めの温泉は疲れた身体からだに心地よく、それこそ全身にあますことなく染しみ入いるようだった。

「ど、どう、せんせー？」

「う、うん、気持ちいいな……」

「あ、で、でしょ？　えっとね、強ごう羅らの温泉は五種類あるんだけど、ここの宿のやつは黄色いナトリウム塩化物泉で、筋肉痛・打撲・冷え性・慢性消化器疾患とかに効能があるんだって」

「そ、そうなんだ、すごいな……」

「う、うん……」

「……」

「……」

　……う、うーん、会話が弾まない。

　暗闇のおかげでお互いの姿は見えないとはいえ、どうしたって意識はしてしまう。たぶん明日あす夏かも同じ状態なんだろう。交わされる会話はバッテリーの切れかけたアイ●のごとくぎこちないことこの上なかった。

「……」

　ど、どうしたもんだろう……？

　湯船に半分くらい顔を沈めて考えるものの、俺のブロントサウルスみたいな頭（小ちっちゃい）では打開策は特に思い付かない。

　この空気を変えるには、それこそいきなり「ひゃっはー！」と奇声を上げて裸踊りをするくらいはしないとダメなんじゃないかとも思う。いやそれをやったらやったできっとその後の空気が別の意味で微妙なものになるのは目に見えているんだけれど……

　とりあえずこのまま現状維持で様子見をするしかないかも……

　そう判断して、浴槽の隅に身体からだを預けて上を向いた、その時だった。

「あ……」

「？　せんせー、どうしたの？」

「明日あす夏か、上を見てみて……！」

「上……？」

　暗闇の中、明日あす夏かが頭上を見上げる気配が伝わってくる。

　次の瞬間、明日あす夏かが歓声を上げた。




「わ、何これ……星がすっごいきれい……！」




「そうなんだ。俺も今見て驚いた」

「これってプラネタリウムとかじゃなくて、本物なんだよね……？　星のシャワーみたい……」

　ため息を吐つくように明日あす夏かがそう声を漏らす。

「ほんとすごいよ～……キャンプの時に見た星もすごかったけど、この星空はあの時とはまた何か違うような気がする……！」

「たぶん季節が変わったからじゃないかな。あの時は夏だったけど、今はもう秋だから」

「そっかー……」

　あの富ふ士じ山さんキャンプは七月後半のことだから、あれからもう二ヶ月半くらいが経たっていることになる。それは夜空の様子もガラッと違うものになっていてもおかしくない。

「あれって何だろ？　プリン座？」

「えっと、確か秋の大四辺形じゃなかったっけ？」

「あ、そうか。でもそれ聞いたことあるかも。ペガスス座とアンドロメダ座でできてるやつだよね？」

「お、知ってたんだ」

「へへ～、その二つは昔のレジェンドアニメで有名だったから」

　夏の夜空とはまた違った秋の夜空を二人で見上げながら、そんな会話を交わす。

　これもまた……変化なのではないかと思う。

　しばらくの間、俺たちは夜空という名のスクリーンで上映される煌きらびやかな秋の星々のロードショーに、文字通り身を晒さらしていた。

　降り注ぐ蒼あおい光と、そこはかとなくそよそよと吹き付けてくる秋の風、そして周囲から聞こえてくるささやかな虫の音色。

　何だか不思議な心地だった。

　この露天スペース一帯だけ周囲から切り取られたかのような感覚で、今この世界には明日あす夏かと俺しかいないんじゃないかっていう……そんなともすれば『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の魔法結界的な空気が感じられるような夜だった。

　どれくらいそうしていただろう。

「……せんせー……」

　やがて明日あす夏かが、ぽつりと口を開いた。

「？　どうしたんだ？」

「……」

「明日あす夏か？」

「…………」

　返事はない。

　水を打ったような静寂の中、明日あす夏かは次の言葉を探しているようだった。

　何かに迷うような気配が伝わってくる。

　しばしの沈黙の後、明日あす夏かは再び口を開いた。

「あのね、センセーに言っておかなきゃいけないことがあるんだ……」

「言っておかなきゃいけないこと？」

「うん……」

　その声音はとても真剣なものだった。

　真剣で、真摯で、決意が伝わってくるものであって……明日あす夏かがこれから言おうとしていることが、きっと今回の一件に関わる何かであろうことが感じられた。

　心してその時を待つ。

　やがて夜の帳とばりの向こうで、明日あす夏かが思い切ったかのように声を発した。

「あのね、わたし、昨日の夜──」




「──失礼します、お客様」




「！」

「!!」

　と、そこで部屋の入り口の方からそんな声が聞こえてきた。

　たぶん女将おかみさんが何か用事があってやって来たのだろう。入り口の扉の前でこっちの様子をうかがっている気配がする。

「え、ええと、俺が出るから……！」

「あ、お、お願い……っ」

「ま、待ってください！　い、今そっちに行きます……！」

　脱衣所に戻り急いで備え付けてあった浴衣ゆかたを着ると、俺は客間へ出て応対をしたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる92]（秘密レベルＣ）

　意外と温泉に詳しい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる93]（秘密レベルＳ）

　俺に言っておかなければならないことがあるらしい。









　その後は、食しよく事じ処どころへ行って夕飯を食べた。

　さすがに高級旅館だけあって出てくる料理は片っ端からもう素晴らしいの一言で、それこそ頰が何度落ちそうになったか分からないくらいだった。

　夕食後は旅館内を散策したりした。

「ふう、このマッサージチェア、気持ちいいね～」

「ホントだ……ズンズン腰に来る……」

「ね、せんせー、これやったら卓球しようよ。向こうに台があったんだ～」

「ん、了解」

「わ、やった～！」

　そんな温泉旅館らしい一時をエンジョイして。

　おかげで露ろ天てん風ぶ呂ろでの何かを打ち明けてくれるような空気は、すっかりどこかに行ってしまっていた。

　いいのか悪いのか分からなかったけれど、このまま何となく流されたままになってしまうのかな……とも思っていたのだけれど。

　だけど再び、色々な意味でお互いを意識せざるを得ないデンジャラスシチュエーションが俺たちを待ち受けていたんですよね。

「それじゃあ、そろそろ部屋に戻ろうか？」

「うん、そだね」

　そううなずき合って部屋に帰還した俺たち。

　その俺たちの目に飛び込んできたのは……

「え……？」

「こ、これって……」

　二人揃そろって言葉を失う。




　だってそこにあったのは……ぴったりと合体するかのように敷かれた、二組の布ふ団とんだったのだから。







　　　　５




「……」

「……」

　二人で目を瞬しばたたかせたまま顔を見合わせる。

　目の前にあるのはほとんどニコイチみたいになった布ふ団とん。

「ど、どうしようか、これ？」

「あ、う、うん……」

「やっぱり少しは離さないと……」

　明日あす夏かの顔を見ながらそう言う。

　だけどその提案に明日あす夏かはこう返事をした。

「あ、う、ううん、わたしは……このままでも、いい、かな……」

「え……？」

「ほ、ほら、わたし寝相が悪いから、これくらいの方がはみ出なくていいかもしれないし……」

「そ、そうなの？」

「う、うん」

　そういうわけで、ドッキングしたままの布ふ団とんで寝ることにする。

「それじゃあ……電気、消すな」

「あ、うん」

　垂れ下がっていたヒモを引っ張って、電気を完全に消す。

　辺りは暗闇に包まれるのを確認して、俺は布ふ団とんへと潜り込んだ。

「お、おやすみ、明日あす夏か」

「う、うん、おやすみなさい、せんせー」

　そう言い合って目を閉じてはみるものの……

「……」

「……」

「……」

　眠れなかった。

　昼間はそれなりに歩いたりしていたため疲れはたまっているはずなのに、モ●スターエナジーを三本ほど一気飲みをした時みたいに一向に眠気がやってこない。

　原因は……一つしかなかった。

　隣……というか合体しているためほぼ同じ布ふ団とん内で横になっている明日あす夏か。

　そのリアルタイムな気配が気になってしまって……とてもじゃないけれど一日の半分を寝て過ごすというジャイアントパンダのように寝ていられるような状況じゃなかった。

　だって同じ屋根の下で何日か過ごしたり、キャンプ場で一晩を明かしたこととかはあっても、こうやって、その、正式に同じ（？）布ふ団とんでいっしょに寝るのは……これが初めてだ。色々と意識しない方が思春期の男子高校生としてはどうかしてますよね……？

　できるだけ隣の明日あす夏かのことは考えないようにしながら、フライパンの上で炒いためられるウインナーソーセージのようにゴロゴロと体勢を変える。

　すると隣から、うかがうような声が小さく響いてきた。

「ねえ……せんせー、起きてる……？」

「え……？　あ、うん……」

「そっか……なんか、眠れないよね……」

「う、うん……」

　眠れないどころかもう目はギンギンです。

「あのさ、せんせー……」

「うん？」

「そっち……行ってもいい？」

「え!?」

　そっちって、ど、どっちでしょう……？

　突然の予想外の言葉に、質問の意味がゲシュタルト崩壊を起こして返答に詰まる。

　だけど俺が答える間もなく、隣の布ふ団とんからするりとこっちへと移動してくる気配が感じられた。

　少しだけ遠慮がちに、明日あす夏かの小さな手がそっと背中に添えられる。

「……えへへ、来ちゃった」

　昼間にうちにやって来た時と同じ台詞せりふを口にして、明日あす夏かが照れたように笑った。

　柔らかく温かな感触とともに、背中越しにどうしてこんなに常軌を逸したいい匂いがするんだろうっていう明日あす夏かの香りがふわりと布ふ団とんの中に漂う。

「……わ、せんせーの背中、あったかいね。それに思ってたよりずっとおっきいんだ。やっぱり男の子なんだね～」

「あ、そ、そうかな……？」

「うん、何だかぽかぽかで、ほっと安心する……」

　それはあれですかね、湯たんぽ的な……？

　若干微妙な気持ちになっていると、明日あす夏かが小さくこうつぶやいた。

「今日はほんとにありがと……突然箱根に行くなんてわけの分からないことを言い出しちゃったのに、何も言わずにこんなところまで付き合ってくれて……」

「いや、それは……」

「せんせーはいつもそうだよね。わたしがヘンなことばっかりしても、イヤな顔一つしないで優しく笑ってくれる……」

　明日あす夏かが小さく息を吐く気配が背中越しに伝わってきた。

「嬉うれしかった……せんせーはどんな時だってわたしの味方でいてくれるんだって、それだけで怖いものが何もなくなったみたいな心地だった……。だから……せんせーには話しとかないといけないと思った……ううん、違うな、きっとわたしは……話したいんだと思う。話して……聞いてもらいたいんだと思う……せんせーには……」

「明日あす夏か……」

「せんせー……わたしの話……聞いて、くれるかな……？」

　少しだけためらうようにしながらそう言ってくる。

　そんな明日あす夏かに対して、俺の答えなんて太刀魚が上を向いて遊泳すれば尾は下を向くくらいに決まっていた。

「当たり前だろ。何でも聞く」

「あ……」

「明日あす夏かの話で俺が聞かないなんてあり得ない。実は前世がエリマキトカゲだったとか、趣味が野生のイノシシの餌付けだとか、将来の夢が魔法少女になりたいとかだって、ちゃんと真剣に聞くから」

「あ、あはは……前世だとか、魔法少女だとかって、さすがにそんなことは言わないよ～」

「た、たとえだって、たとえ」

「もう、せんせーってば……でも、ありがと」

　そう言うと、明日あす夏かはきゅっと俺の背中に身体からだを預けてきた。

　まるで何かにすがるかのような、頼りない声音。

「……せんせーには話すね、全部……」







　明日あす夏かの話の冒頭は、美み夏かさんから聞いたのと同じものだった。

　明日あす夏かの両親が今、海外から帰ってきていて、美み夏かさんの屋や敷しきに泊まっている。ここ数日は何年かぶりの両親との水入らずの時間を過ごしている。だけどそこで父親と言い合いになってしまったというものだった。

　問題は……その先だった。

　どうして明日あす夏かは久々に会った父親と口論をしてしまい、そして家出をしてしまうまでに至ったのか。

　その続きを、明日あす夏かはゆっくりと語り始めた。

「あのね……実力テストの成績が落ちちゃったことの話になったの……」

「実力テスト……？」

「うん……」

　って……あれですよね、合唱コンクールのすぐ後にやった……。そういえば明日あす夏かは最初からやけに気にかけていたように覚えているけれど……確かに、あれの後しばらく明日あす夏かの表情が浮かないものだったような気がする。

「え、じゃあそのことでお父さんに怒られて……？」

　それだったらケンカをしたのも納得がいく。

　だけど明日あす夏かはその言葉に小さく首を振った。

「……違うの……」

「え？」

「お父さんは……そのことには何も言わなかった。ただ実力テストの成績表を見て、次からはがんばれって短く言うだけだった。怒ったりとか、責めたりとかもしないで……」

「……」

　それって……かなりいいお父さんなんじゃないだろうか。うちの親とかだったら有無を言わせずにいいから勉強しろとにかく勉強しろハゲるまで勉強しろと一方的に言ってくるだけだろうに。やっぱり明日あす夏かの父親だけあって、メガネをかけた知的で温厚な紳士って感じなんですかね……？

　ん、でも、だったらどうしてケンカになったんだろうか。

　今の話を聞く限り、特にケンカというか言い合いになるような要素はなかったような気がするんだけど……

　そこはかとなく疑問に思っていると、明日あす夏かは続けた。

「お父さんと言い合いになったのは……その先だったんだよ。お父さんと、わたしが〝アキバ系〟に興味を持ち始めたって話が出た時に……」

「え、明日あす夏かが〝アキバ系〟の趣味を始めたこと、お父さんは知って……？」

　その問いに、明日あす夏かはこくりとうなずいた。

「お父さんは……全部知ってた。わたしの〝秘密〟……わたしがお姉ちゃんになりたいと思ってること……〝アキバ系〟に興味を持ち始めたこと……そして、せんせーと仲良くなったことも、全部……」

「そう、なのか……」

　さすがは乃の木ぎ坂ざか家けの当主というか。

　え、じゃあもしかして、ケンカの原因は明日あす夏かが〝アキバ系〟を目指し始めたことにあるとか……？

　それだったら少なからず俺も関わっているため、また話も違ってくる。

　だけどその言葉にも、明日あす夏かは首を横に振った。

「……ううん。そのことも、お父さんは否定しなかった。むしろ喜んでくれてたくらいだよ。あ、言ってなかったっけ。うちはそもそもお母さんがお姉ちゃんレベルの〝アキバ系〟マスターで、お父さんもそれに続くくらいの〝アキバ系〟ナイトだから……」

「そ、そうなんだ……」

　一家ぐるみで〝アキバ系〟。まるで冬ふゆ姫きのとこみたいですね……

　だけどそうなってくると、いよいよ分からない。

　何だって明日あす夏かとお父様は言い合いになったのか。

　するとその核心を突く話を、明日あす夏かがし始めた。

「そのお父さんに……わたしが〝アキバ系〟に興味を持ち始めたことを喜んでくれたお父さんに……わたしは、こう言っちゃったの……」




「……〝アキバ系〟をやめたいかもしれない、って……」




「え……？」

　それってどういう……？

　言葉の意味を摑つかみきれない俺に、明日あす夏かは静かな口調で続けた。

「ねえ、せんせー……」




「……わたし……〝アキバ系〟をやめてもいいかな……？」







　何かの聞き違いかと思った。

　明日あす夏かが〝アキバ系〟をやめる……？

　そんなことはこれまでこれっぽっちも考えたことがなかった。

「え、どうして……？」

「……せんせーには前に言ったよね、わたしは乃の木ぎ坂ざか家けでは劣等生で、勉強でも、習い事でも、普段の何てことない立ち振る舞いでも、ガリ勉をすることでかろうじてやっと乃の木ぎ坂ざか家けの次女としての体裁を保ってるんだって……」

「え、あ、うん……」

「……高校に入学して、それも少しは余裕ができるかと思った……大学入試もひとまず三年後までないし、これでやっと色々とやれる選択肢が広がって、お姉ちゃんにも追いつけるかもしれないって思った……でもそんなのは、幻想だったんだよ……」

「幻想って、何だってそんな……あっ」

　そうか、そこで実力テストが出てくるのか……

　下がってしまった成績。

　そこには、少なからず高校に入ってから始めたことが影響をしていると考えるのは自然なことだ。そして明日あす夏かが高校に入学してから始めたことで最も顕著なのは……〝アキバ系〟だ。もちろん今回の実力テストの結果には合唱コンクールで忙しかったことも影響しているのだろうけど、それもまた自由曲が『Eternal Magic』になってしまったがゆえに明日あす夏かの負担が増えてしまったことが関係しているのであって……

「ほんとに……やめたいわけじゃないよ……」

　明日あす夏かが、声を詰まらせるようにそう言った。

「……わたし……『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』が好きだよ……『ＭＧＯ』も『ゆるヤマ△』も好きだし、他にも面白そうだと思うものがたくさんある……やっと最近になって……〝アキバ系〟のほんとの楽しさが少しずつ分かってきたような気がするんだもん……それに〝アキバ系〟を通して……友だちができた。朝あさ倉くらさんたちとも話せるようになってきたし、合唱コンクール『Eternal Magic』のおかげで花はな村むらさんたちともちょっとだけ仲良くなれた。それに何より……せんせーと仲良くなれたのも、せんせーって呼べるようになったのも、〝アキバ系〟がきっかけだった。だ、だからやめたくなんてない……でも……」

　そこで明日あす夏かは一度言葉を止めた。

　そしてその声に涙をにじませると、絞り出すようにこう口にした。

「でも……このままじゃ……わたしは今のわたしをキープすることができない……お姉ちゃんの背中を追うことが……できなくなっちゃうかもしれない……」

「明日あす夏か……」

　……だいたいの事情は分かった。

　明日あす夏かが今の自分──乃の木ぎ坂ざか家けの次女としての立場を維持するためにいまだに大変な努力を続けていること。下がってしまった成績に、明日あす夏かは俺たちが思っていたよりもずっと悩んでいたこと。そしてそのためには……〝アキバ系〟をやめようかとまで思い詰めてしまっていたこと。

　だけど、それでもまだ分からないことがある。

　どうしてその経緯から、お父さんとのケンカに繫つながったのか。これまでの明日あす夏かの話だと、お父さんは成績が下がってしまったことに怒っているわけでもないし、〝アキバ系〟をやめろと言っているわけでもない。理解のあるいい父親のように思える。だったら何で……

　その俺の疑問に、明日あす夏かは答えた。

「それは簡単だよ。お父さんが怒ったのはね……」




「……お父さんが怒ったのは……わたしが〝アキバ系〟をやめようとしたことに、だったんだよ……」




「え……？」

　そっちに……？

「……お父さんは、一度やると決めたことなら最後まで貫き通せって……成績が落ちたから、思うようにいかなくなったから〝アキバ系〟をやめたいなんていうのは、ただの逃げだって……」

「……」

「お、お父さんの言うことは分かるよ……わたしだって、〝アキバ系〟をやめれば成績が元に戻るなんて、本当はあんまり思ってない……問題はそういうことじゃないっていうのは分かってる……で、でも、それは正論すぎるんだよ……お父さんの言ってることが正しいのは分かってる……安易に〝アキバ系〟をやめようなんて口にすることが逃げだなんてことくらい分かってる……でも、でも、だったらどうしたらいいの……」

「明日あす夏か……」

「……お父さんにはきっと分かんないんだよ……お父さんは何だってできる……仕事もできて、いつだって前向きで、きっと挫折なんてしたことなくって……お母さんとかお姉ちゃんとかと、おんなじ……。だからできて当たり前のことができなくて、いつもお姉ちゃんの影ばっかり気にして、小さくなってるわたしの気持ちなんて……」

　背中から、明日あす夏かがすすり上げる声が聞こえてきた。

「……みんな……爆発しちゃえばいいのにお父さんもお母さんもお姉ちゃんも……もう……人類滅亡しちゃってよ……」

　半ば吐き捨てるようにそう口にする。

　苦しげな声を上げながら心情を吐露するその姿は、お嬢様モードでも人ひと懐なつこいモードでもない、何も取り繕っていないネガティブな素の明日あす夏かそのものの姿だった。

　とはいえこれは……どうしたものだろう。

　話を聞く限り、明日あす夏かも父親もどっちも悪くない。

　いやもちろん〝アキバ系〟をやめると口にしてしまった明日あす夏かは軽率だったかもしれないし、その言葉の裏の真意をくみ取らずにすぐに正論を持ってきてしまった父親もうかつだったのだろう。

　だけどそれはどちらも、きちんと自分たちの意思に基づいた発言だ。

　その言葉の向こう側にある考え自体は否定されるものじゃない。

　そして、ここまで聞いた一連の事情で、一つだけ不満に思っていることがある。

　それは……

「何で……相談してくれなかったんだ」

「え……？」

「俺は……その、いちおうせんせーなんだろ……？　だったら、そこまで思い詰める前に一言くらい何か教えてほしかったっていうか……」

　何というか、明日あす夏かを責めているわけじゃないんだけど、家族のライソグループから一人外されたお父さんみたいなちょっとばかり寂しい気分なんですよね……

　すると明日あす夏かは、

「……ご、ごめんなさい……こんなどうでもいいことで悩んでるって知ったら、せ、せんせーまでわたしのこと……見放しちゃうんじゃないかって……あ、呆あきれられちゃうんじゃないかって……わ、わたしなんて、どうしようもないポンコツの落ちこぼれだから……」

「落ちこぼれなんてそんなこと……」

　だけど……そう言ってしまうのもしょうがないか。

　素の明日あす夏かは、自分に自信がなくてネガティブで、当たり前に弱いところだってある、ナイーブでちょっとだけ物騒な、どこにでもいる女の子だ。こんな近所の野の良ら猫ねこたちをまとめるボスネコに追い詰められてしまったイエネズミみたいな状況に置かれてしまったら、必要以上に自分のことを卑下してしまっても無理はないかもしれない。

「……こっちこそ、ごめん……」

「え……？」

「明日あす夏かがそこまで悩んでることに、気付けなくて……」

　明日あす夏かの様子に違和感は覚えていた。

　何かがおかしいとは感じていた。

　だけどそれを気のせいか何かだと思って、深く突っ込むことなく、アルプスの雪解け水のごとくスルーしてしまった。

　それは完全に俺のポカであって……せんせーとしての立場からすれば、失格だと言わざるを得ない。

「え、せ、せんせーは悪くないよ……！　せんせーはいつだってよくしてくれすぎるくらいによくしてくれてる。悪いのは一人でうじうじ悩んでたわたしで……」

「いや、明日あす夏かは悪くない。明日あす夏かはもうこれ以上ないってくらいにがんばってる。俺がもう少し気が利きくやつだったら……」

「悪いのはわたしで……！」

「悪いのは俺で……！」

「……」

「……」

「……ぷっ……」

「……はは……」

　思わず、顔を見合わせて吹き出してしまった。

　いや……何だって俺たちは、箱根の高級旅館の布ふ団とんの中でお互いに謝り合ってるんでしょうね。

　傍はたから見たら、きっと意味不明な光景に違いない。

「あはは……」

「ははは……」

　ひとしきり二人で笑い合った後、俺は言った。

「あのさ……だったらうまくできる方法を、いっしょに考えよう」

「え……」

「〝アキバ系〟を続けつつ、ちゃんと今の立場を維持していくための方法。勉強を教えたりするのは無理かもしれないけど……でもたとえば〝アキバ系〟が絡からんだ用事とかだったら、俺も手伝える。事情を話せば冬ふゆ姫きとか花はな村むらさんとかだって協力してくれるだろうし、やりようはいくらだってあると思う。最悪、ほら、愚痴とかを聞くだけでもできるかもしれないから……」

「……」

「やっぱり俺も明日あす夏かには〝アキバ系〟をやめてほしくない。でもだからといって辛つらそうな顔もしてほしくない。明日あす夏かには笑顔が似合うっていうか……だからそのために俺ができることならいくらだって手伝う。というよりも、俺が手伝いたいんだ……！」

「せ、せんせー……」

　明日あす夏かには〝アキバ系〟をやめるなんて言ってほしくない。

　それは俺のエゴも入っているのかもしれない。だけど明日あす夏かにはしんどい顔をしてほしくない、ずっと笑顔を見ていたいっていう気持ちだけは、本当の本当であって、噓うそ偽いつわりのない本心なんですよね……

「……あ、ありがとう、せんせー……」

　明日あす夏かが声を震わせるようにしてそうつぶやいた。

「……ば、ばかだよね、わたし……こんなによくしてくれてるせんせーが傍そばにいるのに……いつだって手を広げてくれてたのに……どうして一人で何とかしないといけないなんて考えちゃったんだろう……どうして抱え込んじゃったんだろう……」

「明日あす夏か……」

「あのさ、せんせー……」

　少しだけ涙混じりの、声。

　そして何かを預けるような目で俺の顔を見つめると、こう小さく口にした。




「……せんせー……本当に苦しくなった時は、しんどくなっちゃった時は……頼っちゃっても、いいですか……？」




「うん、もちろん！」

　俺なんかに何ができるかは分からないけど、それでもいつだって明日あす夏かだけのせんせーであることはできる。

　どんな時でも、明日あす夏かの味方であることだけはできる。

　それは耳を動かすことができる以外に大した取り柄もない植物プランクトンみたいな俺にできる、唯一にして最大限のことだ。

「ありがとう……本当にありがとう、せんせー……」

　明日あす夏かは胸の奥から解き放つように声を出すと。

　さらに強く俺の身体からだにきゅっと抱きつきながら、こう口にしたのだった。




「──せんせー……ほんとに、ほんとに大好きだよ……♪」








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる94]（秘密レベルＳ）

　実力テストの成績が落ちたことを落ち込んでいた。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる95]（秘密レベルＳＳ）

〝アキバ系〟をやめたいと父親に言ってしまった。









　　　　６




　チュンチュンチュンチュン……チュパー……チュチュチュチュチュチュ！　というたくましいことこの上ない野生のスズメの鳴き声で、意識が眠りの淵ふちから引き戻された。

　閉じたままのまぶたを通して、まぶしい光が射さし込こんでくる。

「……んん……」

　身をよじりながら目を開けると、見慣れない天井が視界に入ってきた。

　そして隣には、

「……ううん……せんせー……そこはにゃんこ百五十パーセントだよ……むにゃ……」

　寝言と同じ仔こ猫ねこのようにきゅっと抱きついたまま気持ちよさそうに寝息を立てている明日あす夏かの姿があった。

　そっか、昨日はこれからどうしていこうか話し合っていてそのまま……

　二人とも寝てしまったみたいだった。

　明日あす夏かに腕枕をしたまま、不自然な体勢で寝落ちしてしまったせいで、少しばかり身体からだが痛い。

　だけどおおむねはうまい方向にいったと思う。

　明日あす夏かが悩んでいることを聞くことができて、その味方になることを約束することができた。

　本当の気持ちを知ることができた。

　うん──きっと今回もこれで、一件落着だ。

　明日あす夏かの愛いとしさと切なさと心強さの極みみたいな寝顔を目にしながら、しばしその余韻に浸ろうとして。

　だけどこのままでは……終わらなかったんですよね。

　ラスボスは最後にやってくるものと……相場は決まっていた。

　ヴィンヴィンヴィンヴィンヴィン……！

「ん……？」

　と、枕元でスマホが親の仇かたきのように振動していた。

　時刻はまだ朝の六時を少し回ったところ。

　こんな時間にいったいだれが……？

　ディスプレイを見てみると、そこには『美み夏かさん』の文字。

　何となくのっぴきならない予感がして、スマホを手に取る。

　すると……




『おに～さん、今すぐ逃げて！』




「え？」

　美み夏かさんのそんな声が耳に飛び込んできた。

　逃げる？

　気持ちのいい朝に似つかわしくない単語に、一瞬何を言われているのか分からなくなる。

　え、逃げるって何から？　漠然とした将来の不安からとか……？

　だけど次に聞こえてきたのは、そんな抽象的なものではなくて、具体的な迫り来る脅威についてだった。

『おに～さんが、あ、明日あす夏かちゃんの父親がそっちに向かったんだよ……！　その、ほんとに駆け落ちをしたんだって勘違いをして……！』

「……え？」

『説明しようとしたんだけど聞く耳をもってくれなくて……今、わたしたちもそっちに向かってる。静しず琉るさんが先行してもう着くはずだから、後は静しず琉るさんの指示に従って──』

　美み夏かさんがそう言いかけた、その時だった。

　ドカン……!!

　そんな粘土を焼いて作った円管みたいな音とともに、部屋の扉が吹き飛んだ。

「え……？」

　舞い上がる粉ふん塵じんと扉だったものの残骸。

　その煙幕をかき分けるようにして、その向こうから現れたのは……

「明日あす夏かはここにいるのか……！」

　サングラスをかけて、はち切れんばかりのスーツとコートを身にまとった巨漢だった。

　え、な、何これ？　マフィアの襲撃とか？　部屋を間違えてませんかね……？

　だけどそんな俺の淡い希望は、すぐに粉々に打ち砕かれた。

「う、ううん……何の音……？」

「あ、明日あす夏か……」

「も～、こんなんじゃゆっくり寝てられないよ……静かにしてくれないと……って、お、お父さん……!?」

　目を覚ました明日あす夏かの口から飛び出したその言葉。

　もう間違いなかった。

　ま、まさかとは思うんですが……このともすれば血に飢えたヒグマみたいな筋肉ダルマが、本当に明日あす夏かのお父様……？

　え、い、いや、ぜんぜんメガネをかけた知的で温厚な紳士じゃないじゃないですか。むしろ狂的で凶暴な戦士で。……それは黒メガネ（サングラス）はかけてるけど……

　そんなどこぞのバーサーカーのようなお父様（？）は俺を見ると、そのサングラス越しの鋭い眼光をギラリとこっちに向けた。

「……お前がせんせー、か。こうしてきちんと話すのは初めてだな」

「え、あ、や……」

「普段から明日あす夏かが世話になっていると聞いている。そのことには感謝をしよう。だが……駆け落ちと聞いてはさすがに見逃すことはできないな。詳しい事情を聞かせてもらおうか。……場合によっては、身体からだにな」

　バキバキと拳を鳴らしながら迫ってくる。

　そのあまりのプレッシャーに思考回路が完全にショートして言葉が出てこない。

　巨大アナコンダに睨にらまれたアマガエルっていうのはこういう状態のことをいうんでしょうか……？

「お、お父さん、違うんだよ……！　せんせーはわたしが無理矢理連れてきただけで……」

「明日あす夏か……お前からは後でゆっくりと話を聞こう。まずはこっちの尋問からだ」
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　尋問って言いましたよね今!?

「だ、だからやめてって……！」

　明日あす夏かの制止も空むなしく、ついにお父様は俺の眼前にまで迫ってきた。

「……さあ、覚悟はいいか？」

　ああ、うん、これはもう絶体絶命のまな板の鯉こい（鯉こいの洗い寸前）ってやつですね……

　走そう馬ま灯とうが目の前で上映を開始しようとしていて、なぜか映画泥棒（ことカメラ男）が奇っ怪なダンスを踊っているような気がする。

　だけど俺の意識が飛んでしまう前に、どうしてもこれだけは言っておくことがあった。

「……そ、その前に、一つだけ聞いてください」

「……何だ？」

「今回の駆け落ち……明日あす夏かは悪くありません。俺が事情を知っていて積極的に協力したんです。だから明日あす夏かのことは、責めないでください」

「……ほう？」

「せ、せんせー、何言っているの！　悪いのはわたしでせんせーは……」

　声を上げる明日あす夏か。

　だが幸か不幸か明日あす夏かの言葉は耳に入れずにお父様は、

「……いい態度だ。ということは、これから自らのその行動に対する責任を受け入れる覚悟もあるということでいいのだな？」

「……」

「……無言は肯定と見なすぞ」

「……っ……」

　肌を刺すようなプレッシャーがよりいっそう強まる。

　これはもう飛んでくる鉄拳の一発や二発や「オラオラオラオラ……！」くらいは覚悟をしたところで、




「……お、おやめください～……！」




　俺とお父様の間に割って入るようにして、人影が立ち塞がった。

　まさに救いの女神とも言えるその救援は……

「し、静しず琉るさん……！」

「さ、澤さわ村むら様さま～、お、お下がりくださいませ～」

　ぷるぷると声を震わせる、おっとりメイドさんだった。

「……お前は、メイド隊か」

「は、はい～。序列二位の来きの宮みや静しず琉ると申します～」

「……そこをどけ。乃の木ぎ坂ざか家け現当主としての命令だ」

「い、いえ～、どきません～。メイド隊は明日あす夏か様さまたちをお守りするために存在しているのです～」

　ちらりとこっちを振り返って、明日あす夏かを見る。

「あ、明日あす夏か様さまは当主様が無理矢理澤さわ村むら様さまを詰きつ問もんされることを望んでおられません～。こ、ここは一度お退きください～」

「……できぬ」

「ど、どうしても、退いてはくださらないのですか～？」

「……くどい。そちらが退け」

「そ、そうですか～……で、でしたらしかたありません～」

　そこで静しず琉るさんは一度目を閉じた。

　そのまますーっと深呼吸をすると、どこからか刺股のようなものを取り出した。

　そして、

「……でしたら、迎え撃つのみです」

　あ、あれ、何か静しず琉るさん、雰囲気が変わった……？

　おっとりとした空気が影を潜めたというか、急にしっかりしたというか……

「……明日あす夏か様さまを傷つける者は、許しません。……それがたとえ、当主様であっても」

「……よく言った」

　その言葉が開始の合図だった。

　ゆらりと二人が動いたかと思うと、直後に大きな衝撃音が響き渡った。

「……ふぅんっ……！」

「……はあっ……！」

　部屋の中に舞い散る火花。

　そのまま二人はぶつかり合うように（窓を壊しつつ）中庭に出て、さらに熾し烈れつな格闘戦を繰り広げる。

「……いいからそこをどけぃ……っ……！」

「……できません……っ……！」

　衝撃音を辺りにまき散らしながら、刺股とメリケンサック（いつの間にかお父様が装着していた）が交錯する。

「…………」

　え、な、何これ……？　ガチガチの格闘戦なんですが……

　出てくる媒体を間違えてませんかね、この人たち……？

　というかそもそも、静しず琉るさんってあんなに強かったの……？　普段はどちらかといえばのんびりしていることこの上なくて頼りない感じなのに……

　次々と出てくるサプライズな要素にもはやどこから突っ込んでいいのか分からなくなっていると、

「──静しず琉るさんは、もしかしたら歴代のメイド隊でも最強かもしれないと言われている武闘派なのですよ～」

「……え？」

　背後からそんな声がした。

　見るとそこには……肩で息をする美み夏かさんと、那な波なみさんの姿があった。

「ごめんね、おに～さん。遅くなっちゃって……」

「え、いや、それは大丈夫なんですが……」

　幸いなことに走そう馬ま灯とうが流れる直前で静しず琉るさんが割って入ってくれましたし。

「それより、静しず琉るさんが最強っていうのは……？」

「はい～。静しず琉るさんは普段はとても穏やかなのですが、本気になった時のその戦闘力は、師匠であるアリスちゃんをしのぐとも言われているのです～」

「え、そ、そうなんですか？」

「ええ～。あらゆる武器に精通した戦闘のエキスパートで、おそらく私でも勝てないのではないかと思われますね～」

　静しず琉るさん、そんな異能バトルもののアニメに出てくるみたいなキャラだったんだ……

　でもその言葉を裏付けるかのように、目の前であの暴力の化身みたいなお父様と互角に渡り合っている。

「ああなってしまってはもう、あのお二人は私では止められません～」

「そ、そうなんですか……？」

「ええ～。止められるとしたら、それは～……」

　那な波なみさんが何かを言いかけた、その時だった。

　ヒュン……ッ……！

　どこからか、何かが飛んできた。

「……っ！」

「……！」

　その何かは、狙い澄ましたかのようにつばぜり合いをしていた二人の間の地面に突き刺さる。

　ウィンウィンウィンウィン……と機械的な音を立てるそれは……

「……チェーンソー……？」

　何だか刃の部分が木目模様でやたらときれいな、森林伐採器具だった。

　……え、何でそんなものが飛んでくるんでしょうか……？

　まったくもって意味が分からずに呆ぼう然ぜんとなる俺の前で、




「……二人とも、そこまでです」




　落ち着いた低めの声が響き渡った。

　その声に、静しず琉るさんとお父様の動きがぴたりと止まる。

　静かな足取りとともに中庭の茂みから姿を現したのは──

「……ただちに戦闘行為をお止めください。春はる香か様さまはこんなことを望んでおられません」

　メガネをかけた、クールな雰囲気のメイドさんだった。

　え、だれなの、あの人……？

「あの人が来られたのなら、もう大丈夫ですよ～」

　那な波なみさんが安心したように言った。

「あの人は桜さくら坂ざか葉は月づきさんといいまして、メイド隊の上に位置する乃の木ぎ坂ざか家け当主直属のＭ機関の筆頭なんです～」

「え、そんな偉い人なんですか？」

「はい～」

「葉は月づきさんはすっごく有能だよ～。昔っからずっとうちでメイドさんをやってくれてる人で、歴代でも一、二を争うほど敏腕なレジェンドメイド長だったって言われてるんだから～」

　美み夏かさんまでそう口にする。

　さっきからちらちらとこっちを見ながらなぜかカメラ目線でピースサインをしているあの人が、そんなに……？

　レジェンドというか、どちらかといえばお茶目な空気を感じるんですが……

　何と反応していいか分からなくなる俺に、那な波なみさんは続けた。

「葉は月づきさん自身も単体で当主様や静しず琉るちゃんと渡り合える数少ない人材ですが、それよりも、葉は月づきさんがお仕えしている方こそが、唯一当主様を止められる方なのです～」

「お仕えしている方……？」

「はい～、それは──」

　那な波なみさんが続きを言いかけて、




「──も、もう、だめですよ、裕ゆう人とさん。先走ってしまっては……」




　声が響いた。

　決して大きいわけではないのだけれどよく通って、とてつもなく耳心地のいい透き通った声。

　チェーンソーのメイドさんの後ろからおずおずと現れたその主は……

「え、未み来らいさん……？」

　一瞬そう口にしかけるも、何かが違う。

　未み来らいさんにしてはどこかまとう空気がほわほわしているというかやけにわたわたとしているというか……とにかくうまく口では言えないけれどそこはかとない違和感がある。そう、まるであの〝夏コミ〟で見たドッペルゲンガーみたいに……

　突然の未み来らいさん（？）の出現にゼラチンを入れすぎたゼリーのごとく固まっていると、俺からの視線に気付いたのか、未み来らいさん（？）はこっちに向かって手をぱたぱたと振った。

「あ、え……」

　どう反応していいのか分からずに何となく振り返すと、未み来らいさん（？）は白しら百合ゆりが咲くようににっこりと微笑ほほえんだ。

　そして少しだけはにかんだように、こう口にした。




「──え、ええと……改めてご挨拶するのは初めてですね。私は乃の木ぎ坂ざか春はる香かと申します。未み来らいちゃんと明日あす夏かちゃんの……母です」
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「……」

　……え？

　……ハハ？

　ハハって……母……!?

　隣の明日あす夏かを見ると、それを肯定するかのようにこくこくとうなずく。

「あ、明日あす夏かの、お、お母様……？」

　場の様子が一変していた。

　明日あす夏かのお母様の登場で、それまで崩れる直前のジェンガのように張り詰めていた空気が、打って変わって春の桜並木の道みたいなどこか和やかなものになっている。

「だめですよ、裕ゆう人とさん。ちゃんと最後まで話を聞かないうちに飛び出していっちゃうんですから……」

「え、や、そ、それは……」

「その……か、駆け落ちと聞いた時は私もびっくりしましたけど、それは早とちりだったみたいなんです。美み夏かがそう説明してくれました。だからちゃんと明日あす夏かちゃんのお話を聞きましょう。ね？」

「……あ、ああ」

　……すごい。

　……あの威圧感と圧迫感の塊みたいだったお父様が、借りてきたチンチラみたいにおとなしくなった。

「それで、明日あす夏かちゃん」

「あ、う、うんっ……」

「えと、黙って家を出て行ったのにはちゃんとした理由があると、美み夏かから聞きました。決して駆け落ちとかそういうものではないと……」

「そ、それは……」

　明日あす夏かが少しだけ口ごもる。

「よかったら……話してくれませんか？　私たちは明日あす夏かちゃんを責めるために来たんじゃなくて、明日あす夏かちゃんが何を考えているのかを聞きたいだけなんです。今までは聞けなかった明日あす夏かちゃんの本当の気持ちを。だから──」




「だから明日あす夏かちゃんの本音を……聞かせてくだしゃい！」




「……」

　今、嚙かみましたよね、あの人……？

　周りを見ると明日あす夏かも「お、お母さん……？」と困惑顔だし、美み夏かさんも「も、も～、お姉ちゃんは肝心のところでこれだから……」と首を振っていて、お父様でさえも「……」と苦虫を百匹くらい嚙かみ潰つぶしたみたいな何とも言えない顔をしている。

　盛大に気まずい空気が漂う中で、お母様は顔を茹ゆでたオマールエビみたいに真っ赤にさせながら恥ずかしげに続けた。

「え、えとですね……と、とにかく、私たちは明日あす夏かちゃんとお話がしたいんです。今まではあまりそういった機会を作ることができませんでした。それは両親として、私たちの不徳のいたすところだと思います。だからこそ……せっかく訪れたこの機会を大事にしたいと思うんです」

「お、お母さん……」

「だから明日あす夏かちゃん。ね？」

「……」

　その言葉に、明日あす夏かは少しだけ緊張したようにうなずいた。

　でもそれは仕方がない気がする。

　いくらこの優しくておっとりしていそうなお母様（とチンチラみたいにおとなしくなったお父様）相手とはいっても、これまで伝えてこなかった、〝秘密〟にしていた自分の本音を口にするのには抵抗があるに違いない。

　だから俺は、そんな明日あす夏かの手をぎゅっと握りしめた。

「せ、せんせー……？」

「明日あす夏か……大丈夫。俺はどんな時でも明日あす夏かの味方で、傍そばにいるから」

　真まっ直すぐに明日あす夏かの琥こ珀はく色いろの瞳を見て、そう口にする。

「だから何も心配しないで、明日あす夏かの思っていることを全部、思ったままに伝えればいい……と思う」

「あ……」

　その言葉に明日あす夏かは目をぱちぱちと瞬まばたかせた。

　握った手を離さずに俺の目を見返すと、

「せんせー……う、うんっ！」

　ツインテールを揺らしながら力強くうなずいてくれた。

　そしてお母様とお父様の方へと向き直ると、こう口にした。

「分かった……わたしの思ってること、全部……言うね……」

「……」

「まずはお父さん……〝アキバ系〟をやめるとか、簡単に言ってごめんなさい……」

「……む……」

「〝アキバ系〟のこと……軽く考えていたつもりはなかった。でも……分かってほしかったの……そうやってどこかに逃げ道を見付けないと……あの時はもう、いっぱいいっぱいだったんだってこと……」

「む、むう……」

「わたし……ずっと、怖かったんだと思う」

　心の中から何かを吐き出すように、明日あす夏かがそう口にした。

「なりたい自分があって、一生懸命に努力をしてるのに、でもどんなにがんばってもうまくできないことが……お姉ちゃんに追いつけなくて、乃の木ぎ坂ざか家けの次女としてふさわしい振る舞いができないことが……。だってわたしはずっとお姉ちゃんの下位互換で、劣等生で、落ちこぼれだったから……」

「明日あす夏かちゃん……」

　お母様が悲しそうに眉をひそめる。

「そんなわたしに……お母さんたちはずっと気を遣ってくれてたのも知ってる。お母さんたちが海外に引っ越した時にわたしだけおかーさんの家に置いていってくれたのだって……人見知りでコミュ障なわたしは、環境が変わったらきっと色々と混乱して何もできなくなっちゃうだろうからって、配慮してくれたんだっていうのは分かってる……」

　そうだったんだ……

　両親ともしっかりと健在のはずなのに叔母さんである美み夏かさんに育てられたっていうのはずっと気になっていたんだけれど……そういうことなら納得がいった。

「でもわたしは……ずっとそんなわたしが嫌いだった……。何をやっても思う通りにできなくて、周りに気を遣わせて、それでもやっぱり何もいい方向に持っていけないダメなわたしが……」

「……」

「だけど……最近になって、それでもいいんだって、やっと少しだけ思えるようになったの……」

　そこで握っていた俺の手をさらにぎゅっと強く握りしめて、明日あす夏かは言った。

「こんなだめだめで、一人じゃ何にもできない拙いわたしにも、味方をしてくれる人がいる……そのままでもいいんだって、ありのままの素のわたしを好きだって言ってくれる人がいる……それを……せんせーが気付かせてくれた。わたしはわたしでいいんだってことを、少しずつ少しずつその身をもって、教えてくれた。だから……」

　そう言うと、明日あす夏かはそれまで少しだけうつむきがちだった顔を上げた。

　目の前のお母様とお父様の顔を強く見つめると、はっきりとした声でこう口にした。




「──だからわたし……〝アキバ系〟をやめたりしない」




「少しずつだけどやっと〝アキバ系〟が分かってきた。色んなアニメとかマンガ、ゲームに触れるのが楽しくなってきた。だからあんなこと言っちゃったけど……やっぱりこれからも〝アキバ系〟を続けたいと思ったの。……その、せ、せんせーといっしょに……」

「明日あす夏か……」

「わたしまだまだできないことばっかりで、乃の木ぎ坂ざか家けの次女としてふさわしくないかもしれなくて、きっとこれからもいっぱい失敗をしちゃうかもしれないけど……でも、せんせーは頼っていいって言ってくれた。いつだって味方だって言ってくれた。だからわたし……」

「そ、そうです！　俺にだったらいつだって頼ってくれていい……！　その、俺はぜんぜんアブラゼミ並に頼りないかもしれないですけど、それでもいないよりはマシかもしれない気もする今日この頃ですから……！」

　自分でもいまいち何を言っているのか不明だけど、とにかくフォローを入れる。

　そんな俺たちの声を、お母様（とチンチラのようなお父様）は穏やかな表情で黙って聞いてくれていた。

　そして俺たちが言い終わるのを待って、こう言った。

「明日あす夏かちゃんの気持ちは……分かりました」

「……」

「私たちは……もともと明日あす夏かちゃんには自由にのびのびと生きてほしいと思っていたんです。未み来らいちゃんは未み来らいちゃん、明日あす夏かちゃんは明日あす夏かちゃんです。乃の木ぎ坂ざか家のしがらみなんかに縛られることなく、明日あす夏かちゃんは明日あす夏かちゃんらしく笑ってほしいって」

　そこで小さく微笑ほほえむ。

「もちろん、思うままに生きていく中で未み来らいちゃんを目指すことも自由です。〝アキバ系〟を続けることも、やめることも。私たちが言いたいのは一つだけ……自分で選んだ道に、後悔だけはしないようにしてくださいね。後悔だけは、人生を色のないものにしてしまいますから……」

「お、お母さん……」

　その温かな言葉に、明日あす夏かが涙ぐむ。

「う、うん……そうする……後悔だけはしないように、がんばってみるよ……！」

「ええ、そうしてください。娘が後悔なく生きてくれることが、親は一番嬉うれしいんですから……」

「……っ……」

　感極まったのか、明日あす夏かは駆け出すとそのままお母様の胸へと飛びこんだ。

「お、お母さん……っ……お母さん……」

「ごめんなさいね、もっと早くこう言ってあげるべきでした。明日あす夏かちゃんがこんなに背負い込んでしまう前に……」

「そ、そんなことない……っ……お母さんたちはいつだって手をさしのべてくれてた……わたしが周りが見えなくて、それを摑つかめなかっただけで……」

「明日あす夏かちゃん……」

　声を上げて泣きじゃくる明日あす夏かを、お母様は優しい眼まな差ざしで見つめながらそっとその髪を撫なでる。

　しばらくの間そのまま親子の触れ合いを続けていて。

　やがて今度はこっちを見て、こう言った。

「明日あす夏かちゃん……とってもいいせんせーを見付けたんですね」

「え、いや、あの……」

「あなたの言葉……とても胸に響きました。理屈よりも何よりも、本当に明日あす夏かちゃんのことを想おもってくれているのが伝わってきて……」

「や、そんな……」

　本当に思っていたことをそのまま言っただけなので、改めてそう言われると少し気恥ずかしいというか……

　照れくさくてうつむく俺に、お母様はにっこりと微笑ほほえんでこう言った。

「明日あす夏かちゃんと……これからも仲良くしてあげてくださいね」

「あ、は、はいっ……！」

　お母様の言葉にそう答えて。

　こうして、乃の木ぎ坂ざか家けのドメスティックな一件は終わりを告げたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる96]（秘密レベルＳ）

　両親ともにとても個性的。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる97]（秘密レベルＳ）

　やっぱり〝アキバ系〟は……続けたい！

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる98]（秘密レベルＳＳ）

　両親に本当の気持ちをとうとう打ち明けることができた。
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「ふう……」

　薄い褐色をした熱めのお湯が、疲れた身体からだに心地よかった。

　目隠し用の衝つい立たての向こうから聞こえてくるピヨピヨピヨピヨ……ピヨー!!　という野鳥の鳴き声と、サラサラという穏やかな川のせせらぎをバックミュージックにしながら、背中にある岩盤へと身体からだをもたれかからせる。

　露ろ天てん風ぶ呂ろだった。

　それもその気になれば泳ぐこともできそうなほどゆったりとした広さの貸し切り露天。

　その贅ぜい沢たくな空間で、俺は一人で温泉を堪たん能のうしているのでした。

「気持ちいい……」

　あの後……騒ぎを起こしたことへの謝罪ということで、明日あす夏かの両親の計らいでこの旅館にもう一泊していくことになった。最初は丁重にお断りをしたものの、それでは向こうの気が済まないとのことで、お言葉に甘えることとなったのだ。

　そういうわけで箱はこ根ね旅りよ行こうはもう一泊の延長戦となったため、昼間は星の王子さまミュージアムを見学に行ったり、大おお涌わく谷だにで黒たまごを食べたり、彫刻の森美術館を散策したりと、明日あす夏かといっしょに心ゆくまで箱はこ根ね観かん光こうを楽しんで。

　そして夜になり旅館に帰還をして、こうして一日に疲れを取るべく露ろ天てん風ぶ呂ろを楽しんでいるのだった。

「お～い、おに～さん、聞こえる～？」

　と、衝つい立たての向こうからそんな声が聞こえてきた。

　この賑にぎやかな声は美み夏かさんか。

　隣は同じく貸し切りの露ろ天てん風ぶ呂ろとなっていて、明日あす夏かや美み夏かさん、静しず琉るさんや那な波なみさんたちが入っているのだ。

「聞こえてますよ。どうかしたんですか？」

「あのねあのね、聞いてよ。も～、明日あす夏かちゃんが成長しちゃってすんごいんだよ～♪」

「ちょ、ちょっと、おかーさん！　何言ってるの……！」

「ここにきて驚くべき発育ぶりですね～。これはさすが春はる香か様さまの血といったところでしょうか～」

「せ、せんせー！　き、聞かなくていいからね？　てゆうか聞いちゃだめ～！」

「え～、せっかくわたしが明日あす夏かちゃんの成長具合を報告しているのに～。そんなこと言う悪い子にはこうだ～♪」

「あ、ちょ、ちょっと、おかーさん……な、何して……あっ……や、やっ……」

「む～、これは思ってたよりも遥はるかにすごくない……？」

「で、ですね～、驚きのサイズ感です～」

「あ、あの、お二人とも～、明日あす夏か様さまが困ってらっしゃいますから～」

「いいのいいの♪　あ、じゃあ静しず琉るさんもいっしょに身体検査だ～」

「え？　あ、あの～、やめてください～……やっ～……」

「し、静しず琉るさ～ん……」

「……」

　何だろう、衝つい立たての向こうは桃源郷か何かなのかな……？

　聞こえてくる刺激的すぎる会話に若干のぼせるのを感じながら、ブクブクと湯船に顔を半分だけ沈める。

　だけどその直後に、桃源郷と地獄とは文字通り紙一重なのだということに気付かされることになった。

　ガラリ……！

「？」

　入り口の方から、ドアの開く音が聞こえてきた。

　同時にだれかが入ってくる気配が伝わってくる。え、今って貸し切りなんですよね？　掃除のおばちゃんとかかな……？

　そんなことを考えながらぼんやりと入り口の方を眺めていると、湯煙の向こうから現れたのは……

「！」

「……入らせてもらうぞ」

「お、お父さん……!?」

　一糸まとわぬ姿をした、明日あす夏かのお父様だった。

　湯煙をかき分けながらドスドスと足音を立てて近づいてくると、お父様は無言で俺の真横に浸つかった。その圧倒的な質量にお湯が溢あふれかえる。うう、こんなに広いのに……

「……」

「……」

「……」

　……く、空気が重い……

　いったい何を喋しやべればいいんでしょうか……？

　駆け落ちの誤解は解けたとはいっても、相手が強面こわもてで歴戦の傭よう兵へいみたいなお父様であることには変わりはない。緊張で心臓が口からマーライオンしてしまいそうだった。

「え、ええと、いいお湯ですね……？」

「……うむ」

「あ、明日あす夏かから聞いたんですけど、ここの温泉は筋肉痛とか神経痛とかにいいみたいですよ。効能がたくさんあるみたいで……」

「……そうだな」

「……」

「……」

　……会話が続かない。

　……頼むからキャッチボールをしてください……

　ぶった切りすぎるお父様のリアクションに泣きそうになっていると。

「……せんせー、だったな」

「あ、は、はい！」

「……一つ、訊きいてもよいか？」

「え？　あ、な、何ですか……？」

　な、何だろう……？　好きなクリムゾンの種類とかじゃないですよね……？

　するとお父様は、サングラス越し（風ふ呂ろ場でもサングラス付きなんですね……）に俺の目を見てこう言った。

「……きみは明日あす夏かのことを、どう思っている？」

「え……？」

「……美み夏かや那な波なみさんから、明日あす夏かが大変世話になっていると聞いた。〝秘密〟を打ち明けて心を許している唯一の相手だとも。そんな明日あす夏かに対して……きみはどういう気持ちを持っているのか。それを聞かせてもらいたい」

「それは……」

　一瞬言葉に詰まってしまった。

　答えに困ったわけじゃない。

　明日あす夏かに対する俺のスタンスは、もう決まっている。

　ただそれをどう言葉として示せばいいのかが、俺のミジンコみたいに貧弱な語彙能力ではどうにもおぼつかなかった。

　だから、

「分かりません……」

「……」

「ただ……明日あす夏かのことは、大切な存在だと思っています。大切で、いっしょの時間を過ごしたいと思っていて、ずっと笑顔でいてもらいたいと願っている存在……。だからできる限り傍そばにいて、俺にできることは支えていきたいと思っています」

〝秘密〟を山ほど抱えた、明るくて人ひと懐なつこくて直ひた向むきで、だけどどこか危なっかしいお嬢様。

　これから先も明日あす夏かがイヤだと言わない限り、いやたとえイヤだと言われても、その目標を叶かなえるためのサポートして、さらには〝秘密〟を守る手伝いをしていきたいと思っている。

　それはお父様から問い詰められたからどうとかじゃなくて……たぶん明日あす夏かの〝秘密〟を知って、素の明日あす夏かを知ってしまった時から抱いている、俺の決意だ。

「……そうか」

　そう短く口にすると、お父様は立ち上がった。

「……それが聞けて安心した。……これからも、明日あす夏かのことを頼む」

「あ……」

　その言葉の端からは、ぶっきらぼうながらも娘を思う父親の温かみを感じられて……

　そうか、そうですよね……この人だって好きであんなこと（旅館襲撃）をしていたわけじゃないんだ。全ては父親として明日あす夏かのことを大切に思っていたからこその行動なのであって……

　何だかそう思うと、これまで意思疎通を図れない猛獣のようだったお父様のことを急に身近に感じられた気がした。

　その大きすぎる背中に頭を下げて、風ふ呂ろ場ばから出て行くのを見送ろうとして……

「……」

　出て行きませんでした。

　お父様は洗い場に座り込むと、こっちに向かってちょいちょいと手招きをして。

「……こっちへ来るがいい。背中を洗ってやろう」

「え？　い、いえ、そんな……」

「……遠慮するな。それとも私に背中を流されるのはイヤだと……？」

「！　そ、そんなことはないです！」

　いやものすごく微妙ですけども……！

　戸惑い百二十パーセントな心地で、お父様の前の風ふ呂ろ椅い子すに腰を下ろす。思いのほか優しい手付きで、お父様は俺の背中を流してくれた。

「……懐なつかしいな」

「え……？」

「私も……いや、俺もこんな風に、春はる香かのことで頭がいっぱいだった時があったっけ……。もちろんそれは今でも変わらないが、それでもあの時にはあの時にしかない熱量があって……」

「……？」

「……何でもない。さあ、次は私の背中を流してもらおうか。男同士、裸の付き合いというやつだ」

「は、はい……」

　お父様の言葉にうなずき返して。

　男同士の背中の流し合いは続いたのだった。




　　　　＊＊




「第一回、明日あす夏かちゃんはどれだクイーズ♪」

「え？」

　緊張でカニのように泡を吹きそうだった二人きり風ふ呂ろ（withお父様）から上がった俺を、大広間で待ち受けていたのは、美み夏かさんの楽しげなそんな声だった。

「おに～さんは常日頃から明日あす夏かちゃんといっしょにいて、明日あす夏かちゃんを見る目はものすごく肥えていると思います。いわば明日あす夏かちゃんマイスターといっても過言ではないでしょう。さてさて、そんなおに～さんに問題です。この中で本物の明日あす夏かちゃんはどれでしょうか～？」

　見ると大広間の中心には、浴衣ゆかたを着て微ほほ笑えみを浮かべる明日あす夏かが……三人いた。

「せんせー♪」

「どれが本物のわたしか♪」

「分かるかな～♪」

「……」

　ええと、これは……？

　一瞬頭が混乱しそうになるも、すぐに思い当たる。そういえばまだなぜか日本に滞在したままの未み来らいさんも箱はこ根ねまで来るって言ってたから、おそらく一人は未み来らいさんなんだろう。
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　だとすると本物の明日あす夏かも混じっているとして、もう一人はもしかして……？

「おに～さんが想像してる通りだよ。一人は本物の明日あす夏かちゃんだけど、残りの二人は未み来らいちゃんとお姉ちゃん──明日あす夏かちゃんのお母さんだよ♪」

　やっぱりそうですよね。明日あす夏かのお母様。しかし明日あす夏かの母親ってことはそれなりの歳としのはずなのに、一見すると同じ姿に見えるのはすごいというか。美み夏かさんといい、ハイエンドな美魔女の一族なんでしょうか……？

「さ、おに～さんには本物の明日あす夏かちゃんがわっかるかな～？　もしも一発で正解できたら明日あす夏かちゃんから素敵なプレゼントがあるかもしれなかったりして──」

「明日あす夏か」

　向かって右の明日あす夏かに、俺は声をかけた。

「え……？」

「明日あす夏かだろ？　違う？」

「あ……え、あ、う、うん、わたしだよ」

　肩を叩たたかれた（俺に）本物の明日あす夏かが、目をぱちぱちとさせる。

「え、ど、どうして分かったの？　わたしが言うのも何だけど、お姉ちゃんもお母さんもほとんど完璧に近いくらいちゃんとわたしになってたのに……」

「え？　そんなの簡単だって。見れば分かるっていうか……」

「……っ……」

「だってこれだけ会ってるんだし、明日あす夏かを分からないわけがないだろ。さすがに未み来らいさんとお母さんはどっちがどっちだか分からないんだけど……」

「……」

　あれ、どうしてだか明日あす夏かは食べ頃のジョナゴールドみたいに真っ赤になってうつむいてしまっているんですが……

「あ～、もう、おに～さんって地味に見えて、こういうところは天然のたらしだよね～」

「ほんとですね～。裕ゆう人と様さまにそっくりです～」

「……？」

　美み夏かさんと那な波なみさんが顔を見合わせてそう口にする。

　え、俺、そんなにおかしなことをしたんですかね……？







　その後は、宴会が盛大に行われた。

　参加者は明日あす夏かのご両親、メガネのメイドさん、美み夏かさん、那な波なみさん、未み来らいさん、アリスさん、静しず琉るさん、そして明日あす夏かと俺。

　貸し切りにされた大広間で、美み夏かさんを中心として大いに盛り上がる。

「は～、なんかお姉ちゃんとおに～さんがいるこうゆう賑にぎやかな集まりって、すっごく久しぶりな感じだよね～」

「ふふ、そうですね、とっても懐なつかしいです」

「……昔を思い出すな」

「そういえばルコおねーさんとかは元気にしてるの？　ここんとこ見ないけど……」

「……ルコは、趣味で全ぜん国こく行脚あんぎやをしているらしい。間もなく帰ってくるとも言っていた」

「あ、そなんだ～。会えるの楽しみ～♪」

　その傍かたわらでは、

「……それでは旧メイド隊メンバーによる演舞を披露したいと思います」

「ふふふ、久しぶりですね～、いきますよ～♪」

「……お願いします」

　メガネのメイドさん、那な波なみさん、アリスさんたちが魅惑の踊りを披露してくれたり。

　それを眺めながら、

「わ～、やっぱり那な波なみさんたちのメイド・イン・ダンスはすごいね～」

「ふふ、そうですね。アリスさんも楽しそうです」

「アリスさん、何度見てもきれいだよね～。スタイルもいいし、うらやましいな～」

「本人に直接言ってあげてください。とっても喜びますから♪」

　未み来らいさんと明日あす夏かの姉妹が笑い合っていたりと。

　楽しいのだけれど、どこかアバンギャルドでカオスな空間だった。

　何だかフランス料理のフルコースと満漢全席と懐石料理とがいっしょになって出てきた感じというか……

　そのセレブリティーが溢あふれまくる空気に圧倒された心地になっていると、ふとくいくいと袖が引っ張られた。

　振り返るとそこにはだれもおらず、代わりに手紙のようなものが置かれていた。

「？」

　何だろう？　見てみると書かれていたのは、




『すみません。頃合いを見て、中庭まで来ていただけますか？　乃の木ぎ坂ざか春はる香か』




　という文言だった。

「……」

　春はる香かって……お母様のことですよね？

　え、お母様が俺に何の用が……？　実はやっぱり俺はインパラ並に頼りなく見えたから明日あす夏かの傍そばにいることは認められないとか……？

　そこはかとなく心こころ許もとない心地とともに、俺は席を立ったのだった。




　　　　＊＊＊




　中庭に着くと、すでにお母様は来ていた。

「すみません、わざわざ来てもらってしまって……」

「あ、いえ、大丈夫です。それより、話っていうのは……」

　恐る恐る尋ねると、お母様は穏やかな微ほほ笑えみを浮かべた。

「そんな改まったものでもないのですが……ちゃんとお話ししてみたかったんです、明日あす夏かちゃんが選んだ男の子と」

「は、はあ……」

　ほわほわとした笑顔。

　見た目は未み来らいさんと明日あす夏かにそっくりなのだけれど、二人とはまた違うどこか独特の雰囲気を持った人だった。

「あ、そうです。そういえばせんせーは、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』がお好きだと聞いたのですが……」

「え？　あ、はい、好きです」

　明日あす夏かほどではないけれど。

「そうなのですね……！」

　と、急にお母様の表情が変わった。

「すごくいいですよね、『ドジっ娘マホちゃん』……！　とってもかわいらしいキャラデザインでありながらきちんとマホちゃんたちの内面の葛藤も描かれていて……あ、『ドジっ娘マホちゃん』がお好きということは、旧作の『魔法少女ドジっ娘アキちゃん』もご存じですか？　アキちゃんもすごくいいんですよ……！」

「あ、え、ええと……」

「一期の最終話でアキちゃんが隠していた胸の内を思い人に告げるシーンがもう本当に素敵で……あそこだけ何度ブルーレイディスクを繰り返し見たかもう分からないほどで……」

　目をきらきらと輝かせながら迫ってくる。

　そういえばお母様も未み来らいさんに負けないくらいのレジェンドレベルの〝アキバ系〟マスターであって、かつての『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』でもあるんだったっけ……？

　そんなことを考えていると、お母様がはっとしたように言葉をとめた。

「……！　あ、す、すみません、興奮して一人で喋しやべってしまって……」

「い、いえ……」

「あ、あうう、よくないクセです……」

　我に返ったのか、恥ずかしそうに両手を頰に当てて顔をうつむかせる。そんなかわいらしい草も、明日あす夏かによく似ていた。

「あ、え、えと、それよりもせんせー……今回は裕ゆう人とさん──明日あす夏かのお父様がご迷惑をかけて、すみませんでした」

「あー、いえ……」

「ただ、その、裕ゆう人とさんがあそこまで先走ってしまったのにも理由があるんです。裕ゆう人とさんは明日あす夏かちゃんのことをとっても気にしているんです。最初から何でもできた未み来らいちゃんと違って、明日あす夏かちゃんは陰でものすごく努力をしていることを知っているから、人一倍自分と重ねて心配していて……」

「え……？」

　自分と重ねて……？

　え、明日あす夏かの口ぶりだと、お父様も最初から何でもできた未み来らいさんタイプだと思っていたんだけど……

　するとお母様は、苦笑とともに首を横に振った。

「裕ゆう人とさんは昔からあんなにたくましくて強かったわけじゃないですよ。むしろ昔は、自分の弱さに苛さいなまれて、悩んでばかりでした。それが努力に努力を重ねた結果、あそこまでになることができたんです」

「……」

「裕人さんこそ……文字通り、努力の人なんです」

　そう……なんだ……

　意外すぎるというか、しかし言われてみればある意味で納得ができるような気もするというか……

　何だか複雑な気分になっていると、お母様が深々と頭を下げた。

「……明日あす夏かちゃんのこと、お願いしますね」

「え？」

「あの子は……昔から辛つらい顔を見せない子だったんです。私たちの前ではいつだって明るくて楽しそうな顔を見せてくれるけれど、その裏では人知れず悩んでいる……そんな優しい子でした」

「……」

「でも、あなたの前では……せんせーの前では、心の底から幸せそうな顔も、辛つらく悩んでいる顔も、全部見せているみたいです。本当に、普通の女の子みたいに……。それはそれだけ……あなたのことを明日あす夏かちゃんが信頼しているということです。だから……」

「……はい」

　明日あす夏かがお嬢様モードでも人ひと懐なつこいモードでもない……第三の、素の明日あす夏かを見せてくれていることの意味は、分かっているつもりだった。

　本当は人には見せたくないであろう、弱くて、少しばかり物騒でネガティブな部分までさらけ出してくれている。

　それはとりもなおさず明日あす夏かがそこまで心を開いてくれているからだってことは……いくら冬眠中のオオサンショウウオくらいに鈍い俺でも理解していた。

「ふふふ、そう言ってくださるせんせー、ですから、安心して明日あす夏かちゃんのことをお任せできます♪」

　そう言うと、お母様はにっこりと笑った。

　白しら百合ゆりが咲いたみたいな、明日あす夏かとうり二つの笑顔だった。

「……春はる香か様さま、そろそろお時間です」

「うおっ……!!」

　ふいに背後から声がして、思わず魚類みたいな声を上げてしまった。

　見るとそこには、あの葉は月づきさんと呼ばれていたメガネチェーンソーメイドさんの姿。え、い、今、静しず琉るさん以上に気配がこれっぽっちもなかったんですが……

「……静しず琉るちゃんの無音移動術はアリスちゃんから伝授されたものです。さらにそのアリスちゃんにその業わざを教えたのは私ですから」

「そ、そうなんですね……」

「……えっへん」

　自慢げに胸を張る。

　そもそもの問題として音を立てずに接近してくることに意味はあるんですかね……という突っ込みは、心の中に留とどめておいた。

「それではせんせー、私たちはそろそろ行きますね」

「え？」

「実は……もう日本を発たたなければならないんです。これから、裕ゆう人とさんといっしょにフィンランドに向かわなければなりません」

「……そういうことだ」

「ふほっ！」

　ふいに背後から響いたドスのきいた声に飛び上がる。

　見ればそこにはゴゴゴゴゴゴゴ……！　という効果音が聞こえてきそうな威圧感とともにお父様が立っていた。な、何ですかね、乃の木ぎ坂ざか家けの関係者はみんな音もなく背後に立つのがデフォルトなんですかね……？

　困惑しながら固まっていると、お父様は言った。

「……今回は、きみに会えてよかった。まだ頼りなく不安な面は多々あるが、明日あす夏かのことはきみを信じようと思う」

「あ、は、はい……！」

「……だがくれぐれも増長することのないようにな。もしも明日あす夏かを泣かせるようなことがあれば……その時は、分かっているな？」

「は、はい……っ……」

「もう……裕ゆう人とさん、あんまり怖がらせるようなことを言ったら、めっ、ですよ？　せんせーのことはなかなか見所のあるいい若者だって言っていたじゃないですか」

「む、そ、それは……」

「めっ」

「…………スミマセン」

　そしてやっぱりお母様には激弱なんですね……

「それでは、これで失礼いたしますね」

「……また会おう」

「……失礼いたします」

　そんな別れの挨拶とともに、両親とメイドさんはやってきたヘリ（なぜか軍用）に乗って去って行ってしまった。

「……」

　後にはヘリが舞い上げた粉ふん塵じんと呆ぼう然ぜんとする俺だけが残される。

　まさに最大瞬間風速五十メートルを超える嵐のようなお父様とお母様でした……




　　　　＊＊＊＊




「……行っちゃったね、お父さんとお母さん」

　後ろからそんな声が聞こえて振り返ると、そこには中庭の置き石に腰掛ける明日あす夏かの姿があった。

「え、明日あす夏か、いたの？」

「うん、せんせーが大広間から出て行くのが見えたから、どこ行くのかな～って」

「そうなのか……」

「うん」

　そううなずくと、明日あす夏かはよいしょっと置き石から下りて、近づいてきた。

「お母さんと、何話してたの？」

「え？　い、いや、大したことじゃないって。世間話っていうか……」

「ふ～ん？」

　いや本当はお父様が努力の人だとか、人一倍明日あす夏かのことを気にしているだとかの話もしてたんだけれど、それは言わないでおいた。何となくだけど、それは俺の口から伝えられるんじゃなくて、いつになるかは分からないけれど、お父様の姿を見て明日あす夏か自身が気付く方がいいような気がしたから。

「ま、それはい～んだけど」

「？」

　そう言うと、明日あす夏かはくるりと振り返ってこっちを見上げた。

「あのさ、せんせー……今回は、色々ありがとう」

「え？」

「その……いつにも増して迷惑をかけちゃったっていうか、お父さんが暴走しちゃったのもあって、すっごく大変だったと思うから……」

「あー、うん、まあ」

　確かに（お父様の件を中心として）色々とあったのは否いなめない。走そう馬ま灯とうみたいなものも一瞬見えましたしね……

　だけど。

「迷惑なんてことは、ぜんぜん思ってないから」

「え……？」

「大変だったし、大騒ぎだったとは思うけど、でも迷惑だとは思ってない。むしろ明日あす夏かの悩みをちゃんと共有できて、よかったと思ってる」

「せんせー……」

　明日あす夏かが潤んだ瞳でじっと見上げてくる。

「も、も～、何でいっつもせんせーはそんな嬉しいことを言ってくれるの……」

「え、いや……」

「せんせーが隣にいてくれて、ほんとによかった……せんせーがいなかったら、きっとお母さんたちにも本当の気持ちを話すことはできなくて、もやもやをためこんだままだったと思う。もしかしたら、〝アキバ系〟も本当にやめることになってたかもしれなくて……」

「明日あす夏か……」

「せんせーといると……何だか素直になれて、きちんと素の自分と真まっ直すぐに向き合うことができるんだ……。何だろ……これもせんせー効果なのかな？」

　そう言ってはにかんだように笑う。

　姿を見せ始めた月の光に照らされて、その姿は比喩でも何でもなく女神みたいに見えた。

「……ね、せんせー、ちょっとだけ目をつむってもらっていい？」

「目を？　いいけど、何で？」

「い、いいから。ほら、お願い」

「……？」

　まさか目を閉じた瞬間にヒザかっくんをされるとか……

　少しばかり怪け訝げんに思いながらも言われた通りにする。

　すると。




　ちゅっ……♪




　直後に。

　そんな癒やしの極みみたいな音とともに、柔らかで温かい何かが、俺の頰に触れた。

「……!!」

　い、今のは……？

　驚いて目を開けると、そこには郵便ポストになってしまったのかと言わんばかりに顔を赤く染めた明日あす夏かの姿があった。

「あ、明日あす夏かさん……？」

「あ、え、えと、今のは、その……っ……」

　焦あせったような表情でわたわたと手をばたつかせる。

「こ、これは、その、何ていうか……あ、ほら、プレゼント！　さっきわたし当てクイズをちゃんと当ててくれたから、そのプレゼントだよ？」

「そ、そうなんだ……？」

「う、うん……」

「……」

「……」

「……」

「……うそ……」

「え……？」

「…………ほんとは、わたしが、そうしたかっただけ……なんだもん……」

「え、何て……？」

　最後のつぶやきは小さくてよく聞こえなかった。

「な、何でもないよ！　せんせーには……まだ〝秘密〟！」

「え、そ、そうなの……？」

「そ、そうなの……っ……！」

　うーん、よく分からないけど〝秘密〟だと言われたらどうしようもないといいますか……

「と、とにかくっ、今回は……ううん、今回も、本当にありがとう、せんせー！」

　そう言うと、ぴょこんと飛びつくようにして俺の腕にぶら下がってくる。

「あ、明日あす夏か？」

「へ、へへ～。みんなのところに戻る前に、ちょっとだけせんせー分の補給だよ♪」

　大広間の方からは、まだ宴会の賑にぎわいの声が聞こえてくる。

　宴えんもたけなわなのか、今回ばかりは静しず琉るさんたちが背後に立つ気配もない。

　うん、じゃあいい機会だし……俺も明日あす夏か分の補給をさせてもらうことにします。

「こんな時間が、ずっと続けばいいのにな……♪」

　そう夢見るように口にする明日あす夏かとともに。

　幸せなことこの上ない一時を過ごしたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる99]（秘密レベルＳＳＳ）

　その、俺の頰に……明日あす夏かの温かくて柔らかなｘｘｘｘが……
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　あとがき




　はじめましてあるいはこんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密』三巻をお届けいたします。







　今巻は、夏休みの終盤戦である夏の名残イベントと、その後のちょっと秋になった時期のお話となっております。前巻の引きにあった通り、今までチョイ役だった懐なつかしいあの人たちが本格的に登場いたします。詳細につきましては本編をご覧になっていただければと思います。

　またこちらの前作となる『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』全十六巻も、ただ今発売中です。一巻につきましては『カクヨム』にて期間限定の連載が行われており、今巻発売時点では無料で読むことができる予定となっております。こちらもどうぞよろしくお願いいたします。

　そしてそして帯で発表されていましたが、何とありがたいことにコミカライズ企画を進めていただいております……！　まだ言えることは少ないのですが、こちらも情報が更新され次第、色々と発表できればと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。







　ここからはお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の黒くろ川かわさま。いつも様々な面でサポートしていただき、本当にありがとうございます。

　イラストのしゃあ様。今回もお忙しい中、素晴らしいイラストをありがとうございます。現時点ではラフのみ拝見させてもらっているのですが、口絵の例のシーンがどうなるか楽しみで仕方ありません。




　そして何よりもこの本を手に取ってくださった方々に最大限の感謝を。




　それではまたお会いできることを願って──








二〇一八年十一月末日　五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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